

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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・プロローグ　少年は足を踏み出す




　壮麗な教会の中には、多くの人が行きかっていた。

　神聖な教会の礼拝堂を通って祭壇に向かっているのは、武器を装備した人物ばかりだ。様々な武器を持った人々が行き交う光景には、独特の雰囲気がある。

　彼らは教会から通じる異界、ダンジョンに向かう冒険者たちである。

　初めて見る景色に、辺へん鄙ぴな田舎いなかから出てきたばかりの一人の少年が圧倒されていた。

「よぉ、緊張してんな、新入り。レン、でいいんだよな」

　声をかけてきたのは、二十代半ばの、がっしりとした男性だ。背中に弓を背負っている彼は、緊張していた少年──レンへとフランクに話しかける。

「すげえだろ。都市部の教会っていうのは、重要施設の集合体みたいなもんだからな。人が一番集まるようになっているんだよ」

「そ、そうなんですね」

　まだ慣れないレンは、固い声色で答える。レンが入ったパーティーには弓使いの冒険者の他に、長身の女剣士や秘ひ蹟せき使いのリーダー、そしてレンと同世代の女魔術師がいる。

　四人一組だったこのパーティーに、レンは入ることになったのだ。新人のレンへと、弓使いの冒険者は説明を続ける。

「なんか、田舎いなかの教会とは全然違うんで、びっくりしました」

「そりゃ、都市と村じゃ住人の数が違うからな。治療院はもちろん、ダンジョンの管理も教会の大切な役目だしな」

「な、なるほど」

　レンは田舎の村から冒険者になるために都市部に来た一人だ。ようやく立てた夢の一歩目に不安と緊張を覚えながらも、彼の目にはそれ以上の期待と興奮があった。

「ここの教会って、勇者さまが冒険者時代に探索していたんですよね。それに『聖女』イーズ・アン様がいるって聞いたんですけど」

「ああ、アレか。『聖女』なら見たことあるぞ、俺は。というか、教会に来れば嫌でも目に入るからな」

「おお!!」

「ほら」

　弓使いの冒険者は、くいっと指をさす。

　人々の信仰の象徴ともいえる祭壇の上に、彫像があった。

「あの彫像がどうかしたんですか？　あ、いや、あれってもしかして、聖女様を模してつくったものだったりするんですか？」

「あれ、『聖女』本人だぞ」

「はい？」

　間の抜けた疑問符を口に出したレンは、改めて祭壇の上を仰ぎ見る。

　壮麗な祭壇の上にあるのは、少女のように小柄な女性の彫像だ。身を包む修道服に飾り気は微み塵じんもなく、その背には大量の神典が詰まった荷物が担がれている。

　顔立ちが判別できないほどの距離だが、祈りの姿勢からぴくりとも動かない彼女の皮膚よりも、身に纏まとっている修道服のほうがよほど温かみを感じる。いまからでも着色した泥人形だと言われたら、レンはあっさりと信じただろう。

　むしろあれが生きた人間だと言われても、ちょっと信じられなかった。

「マジでやべーだろ。たまに動いてるのを見るとビビるぞ、あれ」

「え？　あの、冗談……とかじゃないんですか？」

「冗談だったらもっと面白いこと言うに決まってんだろ」

　弓使いの先輩冒険者の口調は真剣で、それがまたレンの混乱をあおる。どういうことだと聞こうとした時に、ごつりという音がレンの耳に入った。

　音に反応して振り向くと、柱の陰にある壁際に女性が額をぶつけていた。

　二十歳前後の清せい楚そな印象のあるシスターだ。教会勤めであろう彼女だが、柱に額をぶつけた体勢のまま動かない。心配になったレンが声をかけようと近づいた時だった。

「しねしねしねしねあのハゲぜったいころす。ほんと責任とらないし他人に押し付けるしそのくせ口だけはさんでデリカシーないし存在価値がわかんない。生ごみが人間みたいな顔しやがって、なんで平気な面して生きていけるんだろ信じらんない」

　呪じゆ詛そだった。

　壁に顔を向けているため表情はわからないが、なにをため込んでいるのか、物陰で誰にも聞こえないように不満をぶちまけているようだ。ごん、ごんっ、と額を数度壁にぶつけていた。

「客も客だよ本当になにお客様とか自分で尊称付けて恥ずかしくないの？　ああもうこんなとこじゃすっきりできない。耐えろ私。仕事が終われば、全部ぶちまけて慰めてもら──」

「おい、そこのシスター。さっさとしてくれよ！」

「──はーい、ちょっと待ってくださいね！」

　呼ばれた瞬間、暗黒面に落ちていたシスターさんの表情が笑顔に変わる。

「ったく。時間取らせるんじゃねーぞ。上司に言ってやろうか？　お客様を待たせるさぼりシスターがいるってよぉ」

「はいはい、すいませんって。告げ口なんてカッコ悪いですよ？　短気は損気です！」

　笑顔で冒険者の荒い言葉をあしらっているシスターさんに、先ほどまでの闇の気配はない。

　恐ろしいくらい見事な変貌ぶりだった。途中に目が合ったシスターさんは、にこりと優しい笑みをレンへと向ける。大人っぽい余裕のある表情に、どうもさっきのはまずいところを見たようだと感じ、見なかったことにしようと心に決めた。

　そもそも、他人のことよりもまずは自分のことである。

　シスターさんに気を取られているうちに、パーティーメンバーは祭壇の前まで進んでいた。レンは彼らに続いて、礼拝堂を抜けて祭壇の中へと足を踏み入れる。礼拝堂に置かれている祭壇は、ダンジョンへとつながる扉となっているのだ。

　祭壇を抜けた先には、空が広がっていた。

　髪を揺らした風に、レンは空を仰いだ。

「うわぁ」

　思わず、感嘆の声が出る。

　さっきまで間違いなく教会の屋内にいたというのに、まったく違う世界が広がっている。これがダンジョンなのかとレンは驚きに足を止めた。

　人の魔力と感情が、異界を創った。

　人類が発展して、村ができ、町ができ、人口密度がある一点を超えると同時に、ダンジョンと呼ばれる位相空間は生まれる。

　悪意から生まれたものは人に牙をむく。善意から生まれたものは恩恵になる。

　異界を探索して悪意を駆逐し、恩恵を収集するのが冒険者と呼ばれる者たちだった。

　レンが、感動を噛かみしめている時だった。

「なにぼさっとしてんの？　荷物持ちなんだから、ついて歩くくらいのことはしなさいよ」

　金髪ツーサイドアップの女魔術師がじろりとにらんでくる。

　白いブラウスと体の線にぴったりと沿った革のロングジャケットを纏まとっている少女だ。膝まで覆うようなブーツに、腰に巻いた革のベルトには二本の短剣がつり下げられている。他の先輩方と違って、唯一の同世代だ。自己紹介の時に年齢を聞いていたが、レンより一つ年下だった。

「あ、ごめん。初めてで、つい──」

「敬語」

　女魔術師はきつい口調で、レンの謝罪をさえぎった。

「あたし、あんたの先輩なの。わかる？」

「……すいません」

　レンが口調を改めて謝ると、女魔術師はふんっと鼻を鳴らして先を進んだ。

　先を歩く彼女の背中に、レンはぐっと拳を握りしめる。

　少し、そう、少しだけ期待通りとはいかない部分もあるようだ。

　だが目にもの見せてやる。やっと夢のスタートラインに立てたのだ。自分はこれからなのだ。

　負けん気を胸に、レンは夢の一歩に足を踏み出した。










　レンという少年がダンジョンに足を踏み入れたのと同じ頃。

　教会から少し離れた場所にある閑静な公園で、少し不思議な光景が広がっていた。

　夏の盛りのこの時期、自然あふれる公園は生命力に満ちている。設置された散歩道は緑のにおいが鼻をくすぐる憩いの場になり、蒸し暑さが心なしか緩和されていた。総じて、市民が過ごしやすいようにと配慮されていることがうかがえる公園である。

　都市住民の憩いの場となっている公園広場の中心に、二人の少女がいた。

　一人は、この国では見られない異国の装束を纏った少女だ。淡い色合いの布を合わせ、袖と裾に余剰ともいえる布をなびかせている。少しばかり顔立ちに幼さが残るが、将来的な伸びしろも考えれば『傾国』という単語を連想させるほどの美少女である。

　そんな少女が、しずしずともう一人の少女に頭を下げていた。

「では、姉さま。わたくしはこれで失礼いたします」

「……」

　姉さま、と呼ばれたもう一人の少女はこくりと頷うなずく。異国装束の少女は名残惜しそうに何度か振り返りながらも、公園を立ち去った。

　一人残った少女は、不思議な格好をしていた。

　彼女は、まるで奴隷のようだった。

　首に金属の鎖のついた革の首輪を巻き、着古した白い貫頭衣を身に纏まとっている。

　この世界では、とうの昔に奴隷制度は廃止されている。人に首輪を嵌はめるなど人倫にもとると、どの地方、どの国でも禁忌となって廃された。

　だというのに、彼女はなにかを主張するように、奴隷のような格好をしているのだ。

　そしてなにより、手に持ったプラカードが不思議だった。

　シンプルな白塗りのプラカードには、表と裏に、それぞれこう書かれていた。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

『全否定奴隷少女：回数時間・無制限・無料』

　不思議な文言が書かれた看板を口元にあてて、奴隷のような姿をした少女は、もの静かな微笑ほほえみで公園広場の中心に佇たたずんでいた。
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・シスターさんの全肯定




　夜も更けた町の一角。木々に囲まれた閑静な公園の広場で、悔し気な声が響いた。

「ああ、ちっくしょう……！」

　頭を抱えてうめいているのは、十五、六歳の少年だ。今日、入ったばかりのパーティーでダンジョンの初冒険を体験し終えた少年、レンである。

　彼は巷ちまたで語られる英雄譚たんで夢を見て田舎いなかからこの都市にやって来た、よくいる少年の一人だった。

　だが現実は厳しい。

　知り合いのいない都会で、人脈も技術もない彼を受け入れてくれる先などそうそうない。やる気はあるとアピールしてパーティーメンバーを探しては断られ続け、くじけそうになりながらもメンバー募集の貼り紙を見て応募し、運よく中堅どころのパーティーのメンバーに採用された。

　今日は初日だということもあって、まずダンジョンの空気に慣れるために荷物運びの役割を振られた。

　レンは入ったばかりの新人だ。正直、ダンジョンで冒険者がなにをすればいいのか、ぼんやりとしたイメージしか持っていなかった。荷物運びの立場も仕方ないと、英雄願望をなだめつつもしぶしぶ了承した。

　だが、そんな荷物運びですらレンは失敗してしまったのだ。

「はぁ、なっさけねえ……」

　今日の自分の失態を思い出して自虐の声がこぼれる。

　初めて見る魔物に足がすくんで笑われたのは、まあいい。だが、途中で予期せぬタイミングで魔物に襲われた時にパニックを起こして、任されていた荷物をばらまいてしまった。それが原因でパーティーは早々に撤退することになってしまったのだ。

　田舎から出てきて、冒険者になって、その初日での無様な失敗だ。特に応えたのは、一年先にパーティーに入っていたという魔術師の少女の言葉である。

『なんのために来たの？　やる気も才能もないなら、早めに辞めたほうがいいわよ』

　侮蔑するような目で、心をざっくり削られた。なにより反論できる要素がなかったことが一番情けなかった。

　確かに自分はなにもできなかったのだ。パーティーに損害しか出していない。華麗な活躍なんて夢のまた夢。泥臭い戦闘以前の問題で、下働きすらロクにこなせなかったのだ。

「こんなはずじゃ、なかったんだけどなぁ」

　自分は、なんのために冒険者になったのか。今日の失敗を思い返すと、そう思わずにはいられない。

　最初に声をかけてくれた弓使いの先輩は、落ち込んでいるレンを引っ張って酒場に連れて行ってくれた。そこで秘ひ蹟せき使いのリーダーと一緒に慰められているのかバカにされているのかわからない話をされて、さらにげんなりして一足先に抜けてきたのだ。

　あの女魔術師から以外に『役に立たないから辞めちまえ』と言われなかったのが、よかったのか悪かったのか。今日みたいな醜態をさらした自分が、これからやっていけるのだろうか。

　いっそ、本当に辞めたほうがいいのかもしれない。

「はあ……って、ん？」

　暗いため息を吐ついた時だった。

　レンの視界に、ひとりの少女が映った。

　見た感じ、十七、八歳。青みがかった美しい銀髪をショートカットにした少女だ。涼やかな顔立ちも端正で目を引くが、それ以上に彼女の服装が特異だった。

　使い古しの貫頭衣を纏まとい、首には金属製の鎖の付いた革の首輪をつけている。広場に来たときは周りを見る余裕もないほど落ち込んでいたため気が付かなかったが、特徴的な格好だ。

　さらに彼女は木製のプラカードを持っていた。白の塗料で塗ってある木の棒と板を組み合わせただけの粗末なものだ。掲げ持っているわけではなく、文字の書かれている板の部分でちょうど顔の鼻から下にある口元が隠れるようにしている。

　白塗りのプラカードには、ある文字が書いてあった。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

　意味がわからなかった。

「……は？」

　信じられない光景を目にしたレンの脳内で、プラカードに書かれている言葉自体は読めるのに、理解を脳みそが拒むという不思議な現象が起こった。

　なんだあれはと自分の悩みも忘れて目を瞬しばたたく。『全肯定奴隷少女』という文言は、ちょっと常人には哲学的ですらある文字の羅列だ。人権とか尊厳とかが一切感じられないひどいパワーワードである。総じて、この世にあってはならない格好と看板だ。

　自分が目にしたものが信じられずにレンが目をぱちくりさせていると、広場にいる貫頭衣の銀髪少女と視線が合った。

「……」

　無言でにこっ、と微笑ほほえまれた。

　プラカードで口元は隠れているが、人の心を引き寄せるような笑顔である。いよいよ理解不能の事態に、レンは座っていたベンチから腰を浮かしてちょっと後ずさった。

　視線の先にいる少女の存在が、まったく理解できなかった。

　悪あしき風習として、奴隷制度というものは遥はるか昔に廃止されたはずだが、なぜこんな堂々と奴隷少女なる者がいるのか。

　十年前に起こった革命により、圧政を敷いていた前皇帝が勇者に打ち倒されてから早五年。いろいろと世の中の仕組みは変わったが、奴隷身分が復活したという話は聞いたことがない。少なくとも、レンは奴隷少女なる存在をいままでの人生で見たことがない。この国に、そんなものはいてはならないはずだ。

　しかも一回十分千リン？　なんの料金だ。いかがわしい。

　新手の詐欺かと彼は真っ先に疑う。あれは客引きの一種で、怖いお兄さんがどこかで待機しているのでは？　近づいたら、いかつい大男に囲まれ手持ちの金を巻き上げられるのでは？　いわゆる美人局つつもたせの詐欺の話なら、若いレンでも聞いたことがあった。

　プラカードを持った銀髪の少女の周囲に人はいないが、怪し過ぎる。

　奴隷少女など、世の中の前提からして存在がおかしい。ありえない。なにを考えればあんな格好、あんな看板を持とうという発想にたどり着くのか。あの子は、なんのためにあんな格好であんな看板を持っているのか。

「……いや、俺とは関係ないか」

　見なかったことにして帰ろう。

　さんざん考えて出したレンの結論がそれだった。

　変なものには関わらない。多少の無関心こそが平和な日常を過ごすコツである。しいていうなら、罰ゲームかなにかであんな格好をしているのだろうとレンは無理やり自分を納得させる。

　第一、明日だって迷宮の冒険の予定があるのだ。美人とはいえ、変な少女に関わっている時間が惜しい。家に帰って体を休めるべきだ。

　そう思って踵きびすを返そうとした時だった。

「奴隷少女ちゃーん！」

　広場に立つ変な少女に駆け寄る女性がいた。

　二十歳前後の清廉な雰囲気がある女性だな、と思って見覚えがあることに気が付く。

　神殿で迷宮から帰還した冒険者の治療をしているシスターの女性だ。レンが教会に入った時、壮絶に暗い表情で愚痴をこぼしていたシスターさんである。あの時は修道服を着ていたが、いまは仕事ではないためか私服だ。

　神殿のシスターが、なぜ奴隷少女とかいういかがわしそうな人物と知り合いなのだろうか。

　レンの困惑をよそに、奴隷少女と呼ばれた銀髪少女は静かな微笑ほほえみで女性の来訪を受け入れた。

　それに対し、広場に駆けこんだ私服のシスターさんはひどく悔し気に顔を歪ゆがめている。いまにも泣き出しそうな彼女は、財布から千リンを取り出して奴隷少女に差し出した。

「はい、これ！」

「……」

　シスターさんから千リンを受け取った奴隷少女は、口元を隠していたプラカードをどける。顔を半分隠していたプラカードの下から現れたのは、形のよい顎の輪郭に、夜目にも艶あでやかな朱唇だ。期待を裏切らない美貌である。

「ねえっ、聞いてよ奴隷少女ちゃん!!」

「わかったの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　もちろん聞くのよ[image: ][image: ][image: ]　なんでも言うがよいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　えへっ！」

　すさまじく勢いのよいハスキーな声が、広場に響いた。

　大きく響いたのは『奴隷少女ちゃん』と呼ばれた銀髪少女の声である。なにが始まるのだろうかと遠目に見ていたレンは、予想外の明るい声にびくっと肩を震わせた。

　先ほどまで物静かさを醸し出していた雰囲気が嘘うそのような快活さだ。楚そ々そとした見た目を裏切る通りのいい声音。セリフの最後に付け足されたあざとい笑顔のまま、彼女は勢いよく口を動かす。

「奴隷少女はあなたのお悩みを全肯定するの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　さあ[image: ][image: ][image: ][image: ]　日々のお悩みを叫ぶといいのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「うん！　言いたいことがいっぱいあるんだ……！」

　あたり一帯に響くような声量で肯定されたシスターさんは、雪崩を打って愚痴をこぼし始めた。

「今日の神殿の仕事でもクソオブクソキングとクソオブクソクイーンの間で生まれたゴミクソの塊みたいなことがあったの！　疲れた！　慰めて!!」

「すごく大変だったのね[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　お疲れ様なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「あ、ありがとうぉ……！　奴隷少女ちゃんだけだよ、仕事が終わった後に笑顔で『お疲れ様』って言ってくれるの。私の癒いやしは奴隷少女ちゃんだけだよぉ……！」

「どういたしましてなの[image: ][image: ][image: ][image: ]　頑張っている人を労いたわるのは人として当然なの[image: ][image: ][image: ]　あなたは頑張っているんだから、労わられるのは当然なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「でも、神殿の上司のハゲは給料払ってるんだから、私がなにやっても当然みたいな顔しかしないし、先輩は無表情でなに考えてるかわかんないし……私、ちゃんとやれてるのかなぁ。労わる価値もないって思われたり、してないかなぁ……」

「大丈夫なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ハゲはともかく、無表情の先輩もきっとあなたのことを心から労わってるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　その人はちょっと感情表現が不器用なだけなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そっかぁ!!」

「そうなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　打てば響くような奴隷少女の返答に、暗い顔をしていたシスターさんは、ぱっと顔を輝かせる。

「そうだよね。私、頑張ってるんだよぅ。なのにさ！　神殿に治療に来る冒険者のクソがさぁ、『もう治療はそんくらいでいいよ。自分の体は自分がよくわかってるからさぁ』とか言うのよ！　自己判断できるほどお前は偉いのかぁっ、バカのくせに！　って感じだよね!?」

「まったくもってその通りなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　人の治療を請け負うシスターは専門職[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたの仕事は誰にでもできることじゃないの[image: ][image: ][image: ][image: ]　一生懸命手当をしているあなたの知識と真心がわからないなんて、クソみたいな相手が顧客で本当にお疲れ様なの[image: ][image: ][image: ][image: ]　すごく頑張ったのね[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「うん……！　うん！　頑張ったんだよぅ、私！　奴やつら自分から好き好んで命がけのところ行ってくるくせに自分は命かけてますぅみたいなお殿様みたいな態度なんだよ！　しかも一部のカスが治療中に手を撫なでてきたりよろけたふりして胸に腕押し付けたり……魔物じゃなくて私がお前をぶっ殺すぞカスがぁ！　滅びろ！　って思っちゃうの！」

「それは仕方ないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そんなことをされたら仕事でも相手にしたくなくなるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　自分たちじゃ治療ができないからお金を払ってまで仕事を頼んでいるのにセクハラをしてくるなんて、ひどい自己矛盾野郎は爆発しろなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「だよね!!」

　笑顔で快活に全肯定する奴隷少女に乗せられて、シスターさんは活いき活きと愚痴を吐き出す。

　やっべ自分もこれから治療を受ける機会があったら、態度には気を遣おう。レンはひっそりと神殿で治療を受ける時の心得を胸に刻む。

「あとさっ、客だけじゃないんだよ！　先輩もさぁ、すごく怖いの！　態度が冷たくってさ！　同僚でも合わないって見ると『……もういい』ってすぐ切り捨てにかかるんだよっ。クールというか、ちょっと排他的な人でさぁ」

「わかるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　この世の中で生きる時に立ちはだかるのは、大体が人間関係なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　近くの他人ほど怖いものはないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「でしょ!?　悪い人じゃないし、すっごくできる人ではあるから尊敬はしてるんだけど……。いろいろと切り口が鋭い人だから、全然気が抜けないの。ぶっちゃけ、趣味も話題もまったく合わないしっ」

「それは大変なの[image: ][image: ][image: ][image: ]　話の合わない人とのコミュニケーションは、相互理解と気遣いが必要なの[image: ][image: ][image: ][image: ]　一方的に理解を押し付けられると、とっても心が削られるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　相手が歩み寄ってくれないのに、それでも諦めないで頑張るあなたは素晴らしいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「うわーん！　ありがとぉー!!」

　興味本位で聞いていたレンは、奴隷少女の話術に感心する。

　愚痴に対して降り注ぐようなポジティブシンキングの嵐で返答する。肯定内容こそ時々薄っぺらくなるが、それを感じさせないほどの勢いがすごい。

　あ、言葉って内容じゃなくて勢いが大事なんだ。

　傍そばで聞いていても勢いに流されて納得してしまうようなハキハキとした発声は、もはや一つの技術だ。とにかく片っ端から拾って肯定していく奴隷少女の怒ど涛とうの勢いには尊敬すら覚える。

　一対一の会話に滝のような怒涛の流れを作り出し、愚痴をためこんだ女性の心理を巻きこんで淀よどんだ気持ちを吐き出させる。明るいハスキーボイスで肯定されるだけで、自分の中にある澱おりが吹っ飛んでいきそうな爽快感があった。

「それにあの上司！　私が昨日髪形変えたらさぁ、『前の方が似合ってたよ？　戻したら？』だとさぁ！　ハゲのくせにハゲのくせにハゲのくせにぃいいいいい！　私は別にあんたのために生きてるわけじゃねえんだよぉおお！　むしろお前は最も私のプライベートから遠い存在だよぶぅわああああああああか!!　ハゲの分際で人の髪形にケチつけてんじゃねえええええええええええええ！　先輩はいまのほうが似合ってるって言ってくれたんじゃボケぇ！」

「そのハゲは最悪なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ハゲには他人の髪形に口を出す権利なんて一切ないの[image: ][image: ][image: ][image: ]　他人の髪の毛に口出しするハゲは生きているだけで害悪なのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　悪いハゲは自分の頭が悪いからつるっぱげたということにすら気が付いてないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　頭皮から抜け落ちる髪の毛とともに死ねばよかったのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そうよね！」

「そうなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ハゲに厳し過ぎない？

　少し不安になったレンは、そっと自分の頭に手をやる。まだまだ大丈夫そうで、ほっと息を吐ついた。

　十代後半のレンは己の毛髪に初めて不安を覚えつつも、かたずをのんで奴隷少女とシスターさんの行く末を見守る。なぜ見物してしまっているのか、自分でもわからない。ただ、吸い寄せられるような勢いがそこにはあった。

　その後もシスターさんは奴隷少女に愚痴をぶつけ、そのすべてを肯定される度に顔を明るくしていった。

　そして公園にある時計が進むこと十分。侃かん々かん諤がく々がくの呪じゆ詛その嵐と肯定の最中、ぴたっと口を閉じた奴隷少女はプラカードで自分の口元を隠す。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

　プラカードに書かれた表記が、怒ど涛とうの如ごとく愚痴を叫んでいたシスターさんの目に映る。

「あ、もう十分かぁ。二回目は……今日はいいやっ。ありがとう、奴隷少女ちゃん!!　だいぶすっきりしたよ！」

「……」

　ここに駆け込んできた当初からは想像もできないほどに明るい笑顔でぶんぶんと手を振るシスターさんに、口元をプラカードで隠した奴隷少女は無言で微笑ほほえみながら頷うなずく。

　先ほどまでの勢いはなんだったのか。奴隷少女は物静かな笑顔の少女に戻っていた。

「……」

　なにか、すごいものを見たような、そうでもないような。

　一部始終を見ていたレンは圧倒されつつも、おおよそを理解した。

　ようするに『全肯定奴隷少女』なる彼女は、他人の愚痴を聞いてくれる存在なのだ。

　楚そ々そとした美少女が、ひたすらに自分の境遇を全肯定してくれる。なるほど、千リンというちょっとお高めの昼食代ほどのお金を払う人がいるのも納得のシステムだ。『全肯定』はともかく『奴隷少女』という廃された身分を名乗って粗末な貫頭衣を着ているのは謎だが、彼女がやっていること自体はわかった。

　そして、レンの心にも変化が一つ。

　奴隷少女の話術の勢いは、傍そばで聞いていただけのレンの心の澱おりすらも流し去るような激流だったのだ。

「……俺も、頑張るか」

　さっきのシスターさんの愚痴を見て聞いて気が付いた。

　別に、悩んでいるのは自分だけではないのだ。

　さっきのシスターさんの愚痴しかり。なにかをやろうとすれば嫌なことがある。やり始めに上う手まくできないなんて当たり前だ。好き好んで足を踏み入れた世界でも、夢を目指す道中は楽しいことばかりではない。自分の存在価値を疑うこともあるだろう。

　ただ、悩んだ場所で立ち止まって腐ってしまっては仕方がない。反省している内はいいが、ただの自己否定で終わってはなんの生産性もないのだ。

　自分を否定するだけでは、なにも進まない。自分のやれることを肯定して、一歩足を踏み出すのだ。

　冒険者になって、まだ一日目。自分がなにをやったというのだ。失敗も成功も、どちらもまるで足りていないではないか。

　やれることはある。やれることをやらないで、やる気はあるだなんて言ってもなんにもならないのだ。

　気持ちではない。勇気を出してなにかを実行する一歩が、やる気というものなのだ。

　自分は冒険者になるためにこの町に来た。諦めるのは、まだ早い。

　そうだろう？

　まったくもってその通りだ！

「ぅっし！」

　自分で自分の心を自己肯定したレンは、ばしりと頬ほおを叩たたいて気合いを入れる。

　酒場に戻ろう。どうせまだ、先輩冒険者たちは飲んだくれているに決まっている。そこに混ざって、彼らの話を聞くのだ。

　先輩冒険者の彼らの通った道筋は、自分が歩むかもしれない道だ。なにもできずに失敗した自分の未熟さをからかわれて小馬鹿にされてもいい。なにをすればいいのか聞く。彼らがどんなことを考えて冒険者をやってきたのか、ノウハウと経験値を聞き出す。そして自分に落とし込む。やれることを洗い出して、明日からの冒険の糧にする。

　どんな手段を使ってもいい。食らいついて成果を上げて、あの女魔術師に目にもの見せてやるのだ。

「っしゃあ！　やってやんよ!!」

　雄お叫たけびを上げて広場を去るレン。

「……」

　彼の背中を、奴隷少女は静かな微笑ほほえみで見送っていた。





・錬金術師アルケミストの全肯定




　精神を集中させ、体の奥底を知覚する。

　血の巡りを感じるように、魂から精神へと走る魔力の巡りを感じる。循環する流れを意識し、徐々に、しかし確実にその流れを増大させる。速く、大きく、しかし決壊しないように、滑らかに巡らせて、いままでの自分の経験に乗せるのだ。

　それが全身にいきわたると同時に、レンの全身がほのかに発光した。

「うぉっしゃ！」

　ダンジョン探索の休憩中、肉体強化の魔術を成功させたレンはぐっと拳を握る。

　いまレンがやっていたのは近接魔術の基本、肉体強化である。弓使いの先輩に頼み込んで、コツを教えてもらっては練習してきた成果がようやく出たのだ。

　これで荷物持ちから卒業できる目途が立った。近接魔術が使えれば、体の動きは見違えるほどになる。前衛に立てるようになるはずだ。まだまだ瞑めい想そうからしか発動できていないから実戦的とはいいがたいが、間違いない進歩である。

　あとは魔物と対たい峙じする度胸と、戦う技術を身につけること。両方とも、魔術の練習と並行して訓練を行っている。

「ちょっと、あんた。うるさいんだけど」

　自分の成長を感じてガッツポーズをとっているレンに文句をつけてきたのは、長い金髪の一部を二つ結び、ツーサイドアップにしている少女だ。

　どこぞの良家のお嬢様のような整った容姿の少女が、ただでさえ切れ長の瞳を吊つり上げてレンをにらみつけてくる。彼女こそ、レンがパーティーに所属した初日に『やる気も才能もないなら辞めれば？』ときっつい忠告をくれた女魔術師である。

　いつもなら青い瞳ににらまれては撃沈するレンだが、いまの彼はテンションが高かった。

「見てくださいよっ。俺、近接魔術が使えるようになったんですよ！」

　不機嫌そうな女魔術師に肉体強化の魔術で発光している体を見せる。

　レンの声を聞いて、周りで休憩していた先輩冒険者も、おおっとどよめいて集まってくる。

「へえっ、練習してたもんな！」

「頑張ってたものね。ふふっ」

「俺の助言のおかげだろっ。感謝しろよ、レン！」

　各々、レンの成長を喜んでくれる。

　メンバーの賞賛を受けたレンは、どうだと女魔術師を見る。

　自分の成長ぶりはみんなも認めてくれている。もはや自分は初日に魔物にビビッて荷物をばらまいた足手まといではないのだ。短期間での頑張りと成果は、あの高慢ちきな女魔術師でも認めざるを得まい。

　そう思って得意げな視線を向けた先で、女魔術師は白けた目をしていた。

「ふーん。だから？」

「だ、だからって、えっと、それだけですけど……」

「それだけって、あんたさぁ」

　たじろぐレンに、女魔術師はこれ見よがしにため息を吐つく。

「できて当たり前のことを報告されても困るんだけど。ていうか、あんたいままで肉体強化の魔術も使えなかったの？」

「は、はい。そう、です」

「……うっわぁ」

　レンの語尾がしぼんでいくが、女魔術師の辛辣さは止まらない。

「ほんと、なんで冒険者になろうと思ったのよ。ダンジョンは命がけで戦う場所なのよ？　英雄願望しかない田舎いなか者ものの考えなしって怖いわね」

　むしろ評価が下がっていた。

　正論といえば正論な寸評に、その場の空気が凍り付く。固まってなにも言えずにいるレンから視線を外した女魔術師は、パーティーリーダーと目を合わせた。

「リーダー。なんでこんな奴やつ、パーティーに入れたんですか。あたしたち、素人しろうとを一から育てるほど余裕があるわけじゃないんですよ。そんなリソースがあったらもっと探索につぎ込むべきで──」

「いや、そこは将来性を見込んでだな──」

　二人のやり取りを聞いているうちに、上がっていたテンションは見る間に落ちていった。




「俺、そんなダメなやつですかね……」

　その日のダンジョン探索を終えて、レンはどよんとした口ぶりで弓使いの先輩冒険者に相談をしていた。

　今日も一日荷物持ちだったが、滞りなく終えることができた。パーティーの動きにも慣れてきたし、他のメンバーとも打ち解けている。具体的に自分がやるべきことも見えてきて、正直、いまのレンは日々の冒険が楽しい。

　唯一の難点は、言うまでもなくあの女魔術師だ。

「まあ気にすんな。あいつは理想が高いからな。自分に厳しくしてる分、他人にも厳しいんだ」

「そりゃ、確かにあの人の魔術の腕がすごいのは俺でもわかりますけど……」

　レンより一年先に冒険者になった女魔術師。レンがやることなすことすべてにケチをつける同世代の少女。新人だからしょうがない。頑張ってるじゃねえか。そういってくれるリーダーや他のメンバーを振り切って、レンのほころびを突っついては罵倒してくる。

　女魔術師に責められるたびに、自分の至らなさを突きつけられて心が萎しなびるのだ。

「俺、あの人に嫌われてるんすかね……」

「そういうわけじゃねえよ。元気だせって」

　落ち込むレンの肩を叩たたき、弓使いの先輩は苦笑する。

「あいつはいまこれからのお前じゃなく、いままでのお前を見てるんだよ」

「どういうことですか？」

「んー。なんて言うかな。あいつ、小さい頃から自分は冒険者になるんだって目標がはっきりしてたらしくてな。それで、子供の頃からずっと訓練してたんだと。魔術だって近接魔術と遠距離魔術に絞って相当勉強して、飛び級でアカデミーに入って卒業したらしいぜ」

「へえ」

　はじめて聞く女魔術師の身の上話に感心する。

「アカデミーを飛び級って凄すごいですね。そりゃ、俺と同い年くらいなのに強いわけだ」

「まあな。はっきりいえば、お前とは経験値がちげえよ」

　アカデミーといえば、田舎いなか者もののレンでも存在だけは知っている国の最高学府のことだ。十代半ばから入学資格を得られ、十年以上をかけて卒業の認定を受けることができるような厳しい教育機関である。

「そんなあいつからすれば『自分と同い年くらいで冒険者になっているのに魔術も使えないしダンジョンへの知見もないとか、なにしてきたんだこいつ』ってなるんだろ」

「それはっ……でもっ」

　いままで積み上げてきたところに、ぽっと出の人間が入ってくるのは苛いら立だたしいというのは、まっとうな感覚なのだろう。

　それでもレンの口から悔しさが吐き出される。

「誰も彼もがあの人みたいにアカデミーを出て冒険者になるわけじゃないんですよ……！」

　女魔術師は優秀だ。遠距離と近接の魔術を使いこなした戦闘術は卓越しており、常にパーティーに貢献している。彼女の力量ならば、冒険者にならずとも働き口はいくらでもあるだろう。

　それに比べれば、レンは生まれてから今に至るまで冒険者になるために費やしたものなどないに等しい。なるほど同じ年齢だとしても、二人の優劣は明確だ。

　でも時間は戻せないし、育った環境は変えられないのだ。

「しょうがないじゃないですか……俺には、これからしかないんです」

「お前の言う通りだよ。俺だってお前の歳としじゃ、右も左もわからん新人だったからな」

　自分のように田舎いなか出身で学もない人間は、がむしゃらに突っ込んで行くしかないのだ。誰もが魔術を学べる環境にあるわけではない。アカデミーだなんて、入ろうという発想自体が思い浮かばないのが地方出身者だ。冒険者になるための事前準備をしようにも情報も実感もないのが田舎で育つということなのである。

　レンが生まれた田舎で、冒険者をやっている人間なんていなかった。参考にできるような人も、学べる場所もなかったのだ。

「俺だってもっと早くから、いろいろ知っておきたかったです……」

「お前には、これからがあるんだから、あんまヘコみすぎんなよ。それに俺としちゃ、あいつにはもーちょっと丸くなって欲しいんだけどなぁ」

　この先輩冒険者も、どちらかといえばレンに似た身の上だ。レンに賛同して、にかりと笑う。

「ま、なんだ。辛気くさい話はここらへんにして、どっかでストレス解消に行くか！」

「ストレス解消？」

「ああ、飲み屋のねーちゃんに慰めてもらうのもいいし、訓練所を借りて汗を流すのもいい。世の中、ストレスを発散するためにいろんな店があるからな」

　なるほど、ストレス社会の世の中だ。いろんな商売があるだろうと納得して、ふと、レンの頭に先日の広場での光景が思い浮かんだ。

　全肯定奴隷少女。

　彼女も、いわば現代の闇から発生するストレスを受け止めるためにあの広場に立っているのだろうか。

「そうですよね……」

　奴隷少女の楚そ々そとした微笑ほほえみと圧倒的なエネルギーの話術を思い出して、レンはしみじみと呟つぶやいた。

「いろんな商売がありますよね。全肯定奴隷少女とかいうのがいるくらいですもんね」

「そんなものはいねえよ？」

　真顔で即答された。

　レンは、ぱちぱちと目を瞬しばたたく。

「え？　いや、いますよね、全肯定奴隷少女」

「ねえよ。いるわけねえだろ、そんなもん。奴隷制度が廃止されて百年近く経たってんだぞ。いたら怖こえぇよ。大丈夫か、お前」

『全肯定奴隷少女』という存在を訴えるレンに、弓使いの先輩が心配するような目を向けた。

「疲れてんのか？　あんまり根を詰めすぎるなよ。全肯定奴隷少女とか……あんま変なこと言うなって。そんな妄想するくらいストレスたまってたのか？」

「え？　え？」

　呆あきれきった先輩冒険者の口振りに、レンは混乱する。

　バカな。全肯定奴隷少女が、いない？

　そんなはずはない。全肯定奴隷少女はいるはずだ。でなければ自分があの日に見たものはいったいなんだったのか。幻覚か？　なにかの夢か？　そんなバカな。

　自分の記憶を疑ってから、いやいやと首を振る。

　いまのは自分の言い方が悪かったのだ。さっきの言いようでは、奴隷制度自体が残っているような言いぐさではないか。誤解されるのももっともである。

「あ、いや、違うんですよ。本当に奴隷ってわけじゃなくてですね、奴隷みたいな格好をした女の子が愚痴を聞いてくれるっていう商売っぽいんですよ」

「いやぁ？」

　レンよりずっと昔にこの町に来て、いろいろと詳しい先輩冒険者は首をひねる。

「聞いたことねえぞ、そんなの。特にこの町は、風俗の規制が厳しいからな。この辺りはカーベルファミリーっていうマフィアが仕切ってるから、変な個人営業はできないはずだぞ。知ってるか？　『騎士隊より厳格なる必要悪』の直参マフィアだぜ」

「い、いや！　俺は見たんですよ！」

　カーベルなんちゃらやら騎士隊より厳格ななんちゃらやらは知らないが、奴隷少女は確かにこの目で見たのだ。

　楚々とした立ち姿で微笑み、圧倒的なエネルギーで人の心の澱おりを流した彼女が幻覚だとは思えなかった。

「銀髪ショートカットの女の子がですね！　真っ白な貫頭衣を着て、革の首輪をつけてですね！」

「だからそんなもんはありえねえって──あ、いや。ははぁん」

　先輩冒険者が、いやらしく笑ってレンの肩を叩たたく。

「ああ、わかったわかった。お前も若いもんなぁ。そういうのが好きなのか？　なんだよ、そういう話ならもっと自分をさらけ出していこうぜ！　うっしゃ！　酒でも飲んで語りあかすかぁ！」

「いやそういうことじゃないんすよぉ!!」




　あそこからの流れがただの下ネタ大会になったのち、レンはふらふらとした足取りで通りを歩いていた。

　全肯定奴隷少女の存在を否定されたレンは、公園広場に向かっていた。

　あれから何度話しても弓使いの先輩は納得しなかった。いや、そんなもんいないから。その一言で終わりである。

　冒険の初日で落ち込んだあの日、もしや自分は妄想を見ていたのか。いいや、そんなはずはない。その一心でレンは、全肯定奴隷少女を目撃した広場へと足を進めた。

　半信半疑の足取りの末にたどり着いた広場の中心には、貫頭衣を身に纏まとい、プラカードで口元を隠した銀髪の少女がいた。

「今日もありがとう、奴隷少女ちゃん！」

　ちょうど例のシスターさんが愚痴を終えたところのようだ。やっぱりいた、と安あん堵どするのと同時に、大変いい笑顔で奴隷少女ちゃんに手を振っているシスターさんを見てレンはいたたまれない気持ちになる。

　あの人、もしかして常連なのだろうか。

　というか、考えるまでもなくそうなのだろう。十分が経過したら奴隷少女がぴたっと口を閉じてプラカードで口元を隠すためプライベートな会話こそないが、二人の間にはなんとなく親しげな雰囲気がある。

　しかし日常的に奴隷少女に会いに来るとは、どれだけストレスをためているのだろうか。神殿治療とは、そこまでストレスをためる仕事なのかとそこはかとない闇を感じる。

「……」

　レンに気が付いた奴隷少女が、にこっと微笑ほほえむ。その笑みに、はたと我に返った。

　今日は奴隷少女の実在を確かめに来ただけなのだが、どうするべきかと考える。

　愚痴はたまっている。

　具体的に言うと一年先に入ってきただけで、歳としは大して変わらないのにひたすらレンの欠点をあげつらってねちねち責めてくる金髪の女魔術師とか女魔術師とか女魔術師とかにだ。

　今日のことを思い出したら、また胸がむかむかしてきた。

　よし、せっかくだし自分も利用してみようと握りこぶしを作る。あの女魔術師の愚痴を大声で叫ぶのはさぞかし気分がいいだろう。そう思った時だった。

　ふらりと奴隷少女に近寄る影があった。

「あ、あの……」

　レンに先んじて奴隷少女に声をかけたのは、十代後半の青年だ。線の細い体格から、ダンジョンに潜るようなタイプではなく研究に没頭するタイプだと推測できた。

　彼の格好を見て、うへぇと、レンは辟へき易えきする。

　錬金術師アルケミスト。

　自らの研究に多くの素材を必要とする彼らは、冒険者によくクエストを発注するお得意様ではあるのだが、偏屈な人間が多いのだと注意を受けていた。注文が細かいし、ケチをつけてくる。厄介な客だと聞かされているため、レンは彼らになんとなく苦手意識を持っていた。

　青年は年齢からして本職ではなく学徒だろう。なにがあったのか、まだ年若いというのに人生に絶望したような顔をしていた。

「ここで、どんな愚痴でも……聞いてくれると、噂うわさで聞きました……」

「……」

　ぼそぼそとして聞きづらい青年の言葉に、奴隷少女は楚そ々そと口元を隠して微笑ほほえんだまま、こくりと頷うなずく。

「では、お願いします……」

　錬金術師アルケミストの青年はいまにも死にそうなのろのろとした動きで千リンを手渡す。

　料金を受け取った奴隷少女は、そっと口元からプラカードをどけた。

　現れたのは、はっとするほどの美貌だ。顔を半分隠したほうが見目がよいという人間はざらだが、この少女に限っては口元を晒さらしだすことで美貌が完成する。プラカードをどける瞬間は、水平線から満月が現れるかのような感動を覚えるほどだ。

　そして、口が大きく開かれた。

「奴隷少女はあなたのお悩みを全肯定するの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　さあ[image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたも力いっぱい叫ぶといいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　広場いっぱいに響く特徴的なハスキーボイス。奴隷少女の浮かべる笑顔はあざといのだが、打算的ないやらしさはまるでない。不思議と清廉さも内包している笑みは、対面する相手の警戒心を解くような屈託のない明るさで輝いている。

　始まった全肯定タイムに、レンはちぇっと口を尖とがらせる。

　列に並ぼうとした瞬間、すっと誰かが先に入ったあの感覚だ。タイミングの問題であって別に相手が悪いのではないのだが、自分が利用しようと思ったのに割り込まれたように感じられて、いらっとしてしまった。

　とはいえこれで文句を付けたらただの逆恨みだ。十分待っていれば交代するのだからと大人しく観戦モードにはいる。

　疲れ切った顔の錬金術師アルケミストは、ぽつぽつと語りはじめた。

「見ての通り、僕は錬金術師アルケミストで、アカデミーの学生なんです……」

　アカデミー。

　聞こえてきた来歴に、レンはますます渋面になる。アカデミーといえば、この国の最高学府のことを示す。あの女魔術師と一緒の出身である。

　冒険者の難客の錬金術師アルケミストで、アカデミーの学生。出そろった経歴に、どうにも好きになれそうもないと感じてしまう。

　第一、と後ろで聞いているレンは思う。

　アカデミーの学徒なんて、知識階級の最たるものだ。みんな余裕があって頭のいい人ばかりだろうに。田舎いなか育ちでろくな教養もないレンには遠すぎる人々だが、おそらくは知性的で理性的で論理的な人々の集まりだろうという印象を持っている。

　エリート層にいて、ストレスだなんて贅ぜい沢たくじゃなかろうか。

　冒険者なんて粗雑ですぐ手が出るような奴やつが多くて、煽あおり合いは日常茶飯事。他のパーティーからライバル心をむき出しにされるような競争社会だというのに。まったく、やれやれ。机に向かうお勉強に、どんな悩みがあるっていうんだ。

　そんなレンの僻ひがみなどもちろん考慮されず、奴隷少女は元気いっぱいに錬金術師アルケミストの来歴を肯定する。

「それはすごいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　アカデミーの錬金術部門といえば歴史ある優秀な人材の宝庫[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そこの学徒になったということは、あなたが狭く苦しい門をくぐった証あかしなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ははは、そう、ですね」

「そうなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　錬金術部門はアカデミーの中でも最初にできた三部門の一つなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　この国のみならず、世界的にも権威のあるところなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ]　その門をくぐり抜けたということは、あなたは世界に羽ばたく人材になるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　明るく響く奴隷少女の全肯定に、錬金術師アルケミストの青年は疲れた笑みを浮かべる。

「よく、ご存じで……ははっ。僕も、そうだと思っていたんです……」

　奴隷少女の励ましが彼に響いた様子はない。乾いた笑みをこぼすばかりだ。

　まるで、砂漠に水を撒まいているような手ごたえである。一体なにが、と当事者でないレンまでもが錬金術師アルケミストの青年の状態を不審に思う。

　彼は、底が腐食し穴が開いたブリキ缶から水を漏らすような調子で言葉を出す。

「アカデミーの錬金術部門の試験は、実技と研究論文の二つが必要なんです」

「お疲れ様なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　研究と実技の両立はとっても大変だったと思うの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「いえ、そんなことは……研究と実験が趣味みたいなものですから。でも、その研究論文が、同じ学年の、友達だと思っていた奴やつに盗まれてですね……」

　思った以上に内容が重かった。

　レンの拙い予想など一気に三段すっ飛ばしていくほど悩みのレベルが違った。

　愚痴というには少し重すぎる。というか、普通に犯罪の類なのではと傍そばで聞いて絶句してしまったレンとは違い、やはり奴隷少女はプロである。すかさず錬金術師アルケミストの青年の悩みを肯定する。

「それはひどいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたの考えたものはあなたのものであるべきなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そう。そうなんです。ただ、盗んだ相手が、偉い教授の息子むすこで……ははっ。僕じゃ、どうしようもないんです」

「なんて奴なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　盗人ぬすつとたけだけしいとはまさにそいつのことなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　泥棒に入った家で家主のように振る舞うがごとくなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そいつは泥棒であることすら忘れたクズなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ははっ。そう、なんですよ」

　一いち見げんさんだからだろう。奴隷少女と錬金術師アルケミストの青年とは、少し会話がかみ合っていない。

　常連のシスターさんは、肯定する側である奴隷少女の話術を知っている。いわば、効果的な慰められ方を知っているのだ。だからこそ大声を出して、息をぴったりにして心の澱おりを吐き出せるところまで素早く発展した。

　だが、錬金術師アルケミストの青年はそうではない。そもそも、あまり人と話すのが得意とは言えないのだろう。ぼそぼそと愚痴を絞り出し、悔しげに歯を食いしばる。

「僕もさすがに耐えきれなくなって文句を言ったら、『学部内だって弱肉強食なんだから弱いお前が悪いんだ』とか『潰してやる』とかさんざん脅されて……」

「他人の成果を盗んでおいて、その人の価値を認めないなんて信じられないほどの外道なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　狭い場所で生きてきた裸の王様の増長ぶり[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　他の場所でやっていけないのはそいつなの[image: ][image: ][image: ][image: ]　そんな奴は早く捨てて、あなたは新しい人生を歩むの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい。それでも訴えてやるって言ったら急に態度を変えて、黙っていればよくしてやるからって言われて、それでも僕、どうすればいいかわからなくて……いっそ、その取引、受けたほうがいいのかな、って」

　錬金術師アルケミストの青年が、乾いた顔面に笑みをにじませた。

「大丈夫なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　弱いことを理由に他者から搾取するほうが最低なのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　自分の都合のよい強さを振りかざして人間社会を弱肉強食だなんてほざく奴やつは、ダンジョンにでも放り込んで本当の弱肉強食を思い知らせてやればいいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「わ、わかってるんです……僕が弱いだけなんだって。でも、いまさらどうしようもなくって……僕が勉強と研究しかやってこなかった世間知らずなのも本当で、他でちゃんと生きていける自信もなくて、だから、それならいっそ──」

　漏れ出た弱音に、レンはぎょっとする。

　ひどく、弱々しい口調だ。染み出るように浮かんだ彼の笑みは、レンの心胆を寒からしめるほど奇怪なものだった。

　もうなにもかも諦めて、骨の髄まで粉々に打ち据えられた末に体の奥からにじみ出た、どろりと濁った笑みが黒く広がる。

「全部、諦めて、あいつの、イウトオリ──」

　錬金術師アルケミストの青年の声が、死んでいく。外に出た乾ききった言葉が、ボロボロと崩れる。

　学問とは縁遠いレンにとって、錬金術師アルケミストの青年の悩みは理解と共感の範はん疇ちゆう外だ。それでも彼が尋常ではない心境にあり、ぎりぎりまで追い詰められていることがわかった。

　いま、確実に彼は人生の岐路に立っている。

　重大なはずの判断を、彼にとってどうでもいいはずの道端の少女に投げだすほどに、弱り切っている。

　明らかに人の道を踏みはずそうとしている言葉だ。これを全肯定しちゃまずいんじゃと、レンはおそるおそる奴隷少女を見る。

　彼女は、迷わなかった。

「しっかりするの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　傍観者の立場で怖おじ気けづいていたレンと、どれほど差があるというのだろうか。

　正面から対話していてなお相手の闇を怖おそれず、毅き然ぜんと笑顔のまま銀髪を揺らし、奴隷少女はこの世の澱おりのすべてを吹き飛ばすように声を張る。

「あなたはそいつの言うことなんて気にしちゃダメなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　友のふりをした寄生虫[image: ][image: ][image: ][image: ]　その親の教授はまさしく老害なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そいつらには自分が権威を盾に隠れているだけの犯罪者だということを自覚してほしいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　業界権威もろとも滅んでほしいのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ああ、うぅうううう」

　スパッとした正論だった。

　多くのものをため込んで、限界だったのだろう。鮮やかに切り込んだ奴隷少女の声に、青年はとうとうボロボロと涙を流す。

「ヴぅ……す、すいません。男が泣くなんて、みっともないですよね」

「そんなことはないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　涙を流すのに資格はいらないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　人は誰だって泣きたい時に泣けばいいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　赤ん坊が生まれた時に泣くように、この世に生きる人はいつだって泣いていいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　生まれてから死ぬまで、人は何回だって泣いてもいいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「う、ぅう……うぁあああああああん！」

「そうなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　泣くときは全力で泣くの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　周りのことなんて考えなくっていいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　力いっぱい泣き叫ぶの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「うわぁあああああああああああああ!!」

　わんわんと泣き始めた青年を、奴隷少女は全肯定する。

　男が泣くのはみっともないとか、人前で泣くなよ迷惑だなとか、屋外で泣いて恥ずかしくないのかとか、奴隷少女ちゃんにはそんな感情が一切ない。ただひたすらに、錬金術師アルケミストの青年の涙を肯定し、共にこぼれる心にため込んだなにかを体から吐き出させる。

「うあああああああああん！　どうして、僕、ばっかりぃいいいいいいいいい！」

「つらい時は泣いてすっきりするの[image: ][image: ][image: ][image: ]　こらえてばっかりじゃ体にも心にも悪いの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　悪いものを全部吐き出せば、見える風景も変わるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「[image: ]ああああああああああああああああ！」

　このやり取りを見ていて、レンは気が付かされた。

　奴隷少女はただ言葉の表面を肯定するだけではない。本人の望む心を引き出して肯定する。それが彼女なのだ。

「……」

　泣いている間に十分経たったのだろう。奴隷少女ちゃんは、口元にプラカードを当てて隠す。時間にはきっちりしている少女である。

　彼女の沈黙の姿勢に気が付いた青年は、涙をぬぐいつつもう一度、千リンを渡す。

　奴隷少女は再度プラカードを口元から外す。

「うん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　まだまだ聞くのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたにはまだお悩みがいっぱいあるはずなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　えへっ！」

「はいっ、まだ言い足りないんです……！」

　奴隷少女に答えた錬金術師アルケミストの青年の顔には、だいぶ生気が戻っていた。

「む、昔から、僕は人付き合いが苦手で、運動もダメで、だから勉強を頑張ってきたんですっ。それでアカデミーの学生になれたのに、なのに、こんなことに……！」

「いまがつらいのはわかるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　だから頑張った自分を後悔しちゃダメなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　苦手な部分を自覚して、それを別の長所で補うために勉学に励む[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたはアカデミーに入る前から研究者の鑑かがみだったの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　誰にでもできることじゃないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたは選ばれた人で、学者という栄誉を掴つかみ取った人でっ、国の未来をしょって立つ技術者なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「で、でも、周りでも得するのは要領のいい奴やつばっかりで……それが、悔しくって……！　がり勉野郎ってバカにされて、それでも頑張ってその成果が出そうで、ようやくって思ったのに……それを利用されて……！　友達だと思っていた奴に論文を盗まれて、憧れていた場所は腐っていて、結局僕は、見る目がないんだなって……！」

「あなたは何一つ悪くないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　だからあなたが気に病むことなんてないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたは頑張ってるし、着実に前に進んでるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　それがどうして人を食い物にするような奴に邪魔されなきゃいけないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そんなの絶対おかしいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そう、ですか……？」

「そうなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたはすごいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　勉強を頑張って積み重ねて、研究で成果を出した[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　とってもすごいことなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そう、ですよね」

「間違いないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたの成果を盗んだ奴は、悪行が露見して失脚するに決まっているの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　だってあなたの成果はあなたのものであるべきなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ですよね！」

「当然なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　既得権益と業界利害こそがこの世の発展を阻んでいると言っても過言ではないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　利益しかむさぼれずに責任逃れをしようとする害虫が識者のような面をして講釈垂れているなんて信じられないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「本当にそうなんです!!」

「カスみたいな教授親子は、きっと天てん罰ばつ覿てき面めんなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　すぐにでもいなくなるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　だからあなたのような若い人が、業界に風穴を開けるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　新風が必要な時なのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　その一陣の風に、あなたがなるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！」

　奴隷少女に返答する錬金術師アルケミストの声にも張りが出てきた。十分経たってさらにもう一回。彼は声を大にして今までの人生の不満を吐き出した。

　三十分もの間、いままでため込んだ愚痴をこぼし続けたのだ。

　そして、時間が来た。

　奴隷少女がぴたりと口を閉じて、プラカードを口元に寄せる。

　三度目の延長は、なかった。

「ありがとうございました！」

　錬金術師アルケミストの青年は深々と頭を下げたあとに、明るい表情で立ち去った。

　彼の背中を、奴隷少女は物静かな微笑ほほえみで見送った。

　そしてレンはといえば、初めて知る世界の闇に考えこまされていた。

　世の中、いろんな人種のいろんな悩みがあるものである。

　頭のいい人間はもっとスマートかつ理性的に生きているのだと思っていたが、そんなことはないらしい。結局はどこも変わらない。がつがつした人間が、ドロドロした争いを繰り広げている。穏やかに生きるなんて損だとばかりに、自分の利益のために他人を食い荒らす。そうして弱い人間を踏み台にしているのだ。

　あの錬金術師アルケミストの青年に比べて、自分の環境はどうだろうか。

　確かに冒険者業は過酷だ。でも、ある意味ではわかりやすい。

　少なくともレンの周囲には、あの彼が被害を受けたような『自分のこれから』を操ろうとする悪人はいない。

　レンを目の敵にするあの女魔術師ですら、厳しくはあっても間違ったこと、理不尽なことは言っていないのだ。

　それに少なくとも、自分には認めてくれる人がいる。田舎いなかから出てきたおのぼりで、なにも持たないレンをパーティーに入れてくれた先輩冒険者たちは、相談すれば惜しみなく答えてくれる。いま身につけようとしている技術は、きちんと自分のものになる。弓使いの先輩だって、言ってくれたではないか。

　レンには、これからがあると。

　そもそも自分は錬金術師アルケミストの青年のような悩みにいたる立場に及んですらいない。成果を出す以前の段階。自分はまだまだひよっこなのだ。

　そうだろう？

　まったくもってその通りだ！

「ぅっし！」

　一人で自己肯定をしたレンは、気合いを入れなおす。

　自分は恵まれているほうだ。一人、ちょーっと高慢ちきで気に入らない相手がいるだけじゃないか。

　今日も利用はしないでおこう。そう思って奴隷少女を見て、気が付いた。

「……」

　明後日あさつての方向を向いた奴隷少女が鋭い目をしていた。

　どこに視線を向けているのか。いつもプラカードで口元を隠している時は楚そ々そとした微笑みを浮かべるばかりだというのに、初めて見る表情である。

　思わずどうしたんだろうと見つめていると、レンの視線に奴隷少女が気づいた。

「……」

　レンと目を合わせた奴隷少女はすぐに目元を緩めて、にこっと微笑む。

　気のせいだったのか、それこそ虫でも飛んでいたのかもしれない。首を傾かしげつつ、レンは広場を後にする。

　まだまだ、自分は自分で頑張れる。とりあえずの目標は、一つ。

「ぜってぇ、あの先輩をあっと言わせてやる！」

　まずはあの女魔術師に、自分を認めさせてやるのだ。

　負けん気の強い目標を掲げるレンを、奴隷少女は楚そ々そと微笑ほほえんで見送った。





・チンピラは全否定




「クエストが入った」

　ダンジョンへの探索の日。

　レンも含めたパーティーメンバーを集めたリーダーが、ミーティングの開始に告げた。

「アカデミーから、とある人物の救出クエストが出された。戦闘の心得のない学者様が子連れでダンジョンに入ったらしい」

「あらあら」

　リーダーが告げたクエストの概要に、パーティーの切り込み役であるおっとりした女剣士が「困った人が出たわねぇ」という表情で相あい槌づちを打った。

「今日はそいつらの救出クエストにあたることになる。戦闘はできるだけ避けて、広範囲をカバーしながらの探索になる。質問はあるか？」

　リーダーが問いかけるが、レンは救出クエスト自体が初めてだ。なにを把握しておけばいいのかすらわからない。

　きょろりと他のメンバーの様子をうかがってしまったレンとは違い、すっと手を上げる者がいた。

　金髪で、育ちがよさそうなのに目つきはきつい少女。レンより一年早く冒険者になった女魔術師だ。

「学者がダンジョンに入ったということですけど、どうしてそんなことになったんですか？　ダンジョンの危険性は彼らも承知の上だと思うのですが、なぜ？」

「なんでもその学者様、自分の息子むすこを優遇した汚職が発覚しそうなタイミングだったとかでな。自分の立場が揺らいで錯乱した挙句、子供を連れてダンジョンに逃げ込んだんじゃないかっていうのが依頼主の見解だ」

「なるほど」

　リーダーの返答に納得したのか、女魔術師が手を下ろす。

　汚職が発覚する直前ということは、その学者様が犯罪者だとハッキリはいえない。犯罪者を捕らえるためではなく、あくまで遭難者の救出だというのが前提だ。

　女魔術師に続いて、よくレンの相談に乗ってくれる弓使いの冒険者がリーダーへ質問を投げかける。

「その学者さんたちの特徴はどんなんすか？　顔もわかんないと救出もクソもないんですが」

「肖像写真はもらっているから後で全員に配る。どうにも学会のお偉いさんらしくてな。アカデミーじゃ錬金術師アルケミストの権威らしいが、知ってるか？　お前、アカデミーの出だろう？」

「……はい」

　水を向けられた女魔術師は嫌な顔をしつつも頷うなずいた。彼女の肯定にリーダーが破顔する。

「そうか！　救出任務で相手の顔見知りがいるのは助かるな。本人確認の手間が省ける」

「訂正してください。あんな小太りハゲ、知り合いでもなんでもありません」

「……お前、そいつのこと嫌いなのか？」

「問題でも？」

「いや、個人の好き嫌いは自由だけどよ。これは仕事なんだから、相手がどんな奴やつだろうが手を抜いて見捨てたりすんなよ？」

「……当たり前です」

　そう言いつつも、女魔術師はつんとそっぽを向く。よっぽど嫌いな相手らしい。

　一方レンは、判明していく事件の概要を聞いて、はてと小首を傾かしげていた。

　アカデミー。錬金術師アルケミスト。教授。親子。汚職。ダンジョン。

　どこかで聞いた話のような、そうでもないような。

　考えこんでいるうちにミーティングは終わり、ダンジョンへの突入準備に追われた。

　いつものように荷物持ちのレンが準備を進めながらも頭の中でひっかかる記憶を探っていると、険の強い声で注意される。

「ちょっと。なにぼさっとしてんのよ」

「あ、す、すいません。そうですよね」

　確かに荷物をまとめる手が止まっていた。

　くそ、嫁を目の敵にする姑しゆうとめみたいに目ざといなと内心で毒づきつつも、余計なことを考えていいほどの余裕がレンにもないのは事実だ。アカデミーなど自分とは関係のない世界のことである。深く考えることをやめて、準備の手を速めた。

「そういえば、今回のクエストの救出対象と顔見知りなんですよね」

「……だから？」

　雑談を振っただけだというのに、切れ長の瞳でぎろりと睨にらまれた。

　なんでこう喧けん嘩か腰ごしなのかなぁっ、と思いつつも、そんな本音をぶつけられるほどの勇気はレンにはない。

「あ、いや、なんかお偉い先生らしいですし、アカデミー卒の先輩に、なんか影響あるのかなぁ、とか。ははっ」

「別にあたしには関係ないわよ。もう卒業したんだし」

　我ながら情けなく取り繕って笑うレンに、女魔術師は鼻を鳴らす。

「それに汚職が発覚したハゲ、立場を使って女学生にセクハラを強要してたとか、自分の助教授の論文をパクッてるとかいう噂うわさがあったし、ざまあみろって感じね。助けなきゃいけないのは嫌だけど、失脚してくれて清々するわね！」

　救出対象の印象を、強気な彼女らしくまとめた。




　いや、今日のやつって、ついこの間聞いた話じゃね？

　レンの思考がそこに結びついたのは、冒険が終わってからだった。

　救出クエストはダンジョンの中でも素人しろうとがなんの考えもなく歩き回りそうなところ、あるいは犯罪者がよく隠れ蓑みのにする地帯を中心に調べ、無事発見、確保することができた。

　汚職をしていたというハゲは、ダンジョンでよっぽど恐ろしい目にあったらしい。親子そろってだいぶ混乱しているようで支離滅裂な言葉しか口走っていない状態だったが、依頼主への引き渡しも無事すんだ。そうしてクエストを終え、解散となって夜道を歩いていた時に、レンは気が付いたのだ。

　今回のクエストの概要は、錬金術師アルケミストの青年が奴隷少女に相談していた内容とぴたりと一致する。

「……偶然？」

　ありえないことではないだろう。汚職がどうのこうのというのは、レンがたまたま横で聞いてしまっただけだ。あるいは、奴隷少女に元気づけられたあの青年が勇気を出して告発したのかもしれない。そして、話の記憶が色濃く残ったこのタイミングでハゲ学者の汚職が発覚。錯乱した教授がダンジョンに逃げ込んだ。

　いかにもありそうな話だ。

　まさか本当に天罰が下ったわけではあるまい。ただ少し都合がよすぎるのではないかと思ったのは、レンの考え過ぎだろうか。汚職が発覚するまではいいとしても、ハゲ教授がダンジョンに飛び込む流れが変な気がするのだ。

　そんなことを考えてしまったからか。レンの足は自然と例の広場に向かっていた。

　どうせなら、彼女に聞いてみるか。千リンを渡して、愚痴を聞いてもらいがてら、くだらない妄想をしたと笑い飛ばしてもらえばそれで解決だ。

　なにかを聞き出そうというより、胸に湧いたもやもやをすっきりさせたいという気持ちで木々に囲われた広場にたどり着いたレンは、意外な光景を目にした。

　広場の中心で貫頭衣を着てプラカードを持っている奴隷少女の前に、スキンヘッドの大男が近づいているところだった。

「ああん？　なんだてめえ、変な格好しやが──あ、いや、へへっ。そういう商売か」

　いかにもチンピラといった雰囲気の大男である。

　奴隷少女を見て不審なものを見る顔になった大男は、プラカードから上半分あらわになっている美貌を見てなにを早合点したのか。口元をにやけさせ、嫌らしい笑みを向けた。どうやら奴隷少女を性風俗の一種だと思ったらしい。

「へへっ。ここら辺には近づくなって言われてたけど、なんだよ。もしかして、あんたアニキのお気に入りかなんかか？」

「……」

「しかも十分千リン？　やっすいな、おい。あんたなら十倍でも列が並ぶと思うんだがな」

「……」

「ま、いいか」

「……」

　失礼な言葉を投げつけられても、奴隷少女は楚そ々そと微笑ほほえんで無言のままでいる。

　男が尻ポケットから財布を取り出し、千リン紙幣を足元に投げる。

「ほらよ。金だ。拾えよ」

「……」

　わざと千リン紙幣を地面に落とした大男が、ニヤニヤと嫌らしく笑う。

　外野で見ているレンが思わず殴りたくなるようなひどい態度だ。いや、本当に奴隷少女に手を出そうというなら殴ってでも止めに入ってやる、とレンは拳を固める。

　レンだって近接魔術を覚えつつある冒険者だ。喧けん嘩か慣れしていそうなチンピラ相手でも、怖おじ気けづかないだけの度胸はついている。奴隷少女に追い払われておとなしく帰るなら、それでよし。そうでないなら、喧嘩騒ぎになろうとも自分が止めるのだ。

「お前がそれを拾ってから十分間、俺はおまえのご主人様ってわけだな。くへへっ」

「……」

　舌なめずりをする大男に対して、奴隷少女の清せい楚そな微笑ほほえみは崩れない。

　彼女は楚そ々そと微笑んだまま、無言でくるりとプラカードを裏返した。

『全否定奴隷少女：回数時間・無制限・無料』

　裏のプラカードには、そう書かれていた。

　裏返されたプラカードの文句を、奴隷少女は目の前の相手に見せつけるようにして突き出す。自然、プラカードは口元から離れて彼女の艶あでやかな朱唇があらわになる。

　スキンヘッドの大男は怪け訝げんな顔をした。

「ああ？　なんだこれ──」

「へえ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　なんだこれではないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたみたいなカスに話しかけられるなんて、とっても気分が悪いのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ぺッ！」

　チンピラの声をさえぎって、どすの利いたハスキーボイスが広場に響いた。

「奴隷少女はお悩みな人を全肯定するために存在するの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　なのになにを勘違いしてるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　なんだこれはこっちのセリフなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　はっきりとした発声だが、いつもの快活さはない。怒りと嫌悪の感情が直接心に響いてくるような声だ。さらには先ほど見せた唾を吐くジェスチャーも含め、いつもの奴隷少女からはまるで想像できない所作である。

「全肯定の意義は積極的に相手を認めて励ますところにあるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　相手から全肯定されることと相手を好き勝手にすることは、まったくもって別次元のことなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　それがわかったらとっとと消え失うせるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　声だけではない。全肯定の時はすべてを受け入れるような明るい表情なのに、いまの彼女はこの世のすべてを憎むような顔になっている。

　名実ともに全否定だ。いまの奴隷少女は目の前にいるチンピラを、道端で干からびたゴキブリより低俗な存在だと見下している。

「な、なに言ってんだ……？　俺は客だぞ!?　そんな口利いていいと思ってんのかァ！」

「客[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　言語が通じないのに言葉がしゃべれる気になっているサルはこれだから困るの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　チンピラの脅しにも奴隷少女はひるまない。チンピラの胴どう間ま声ごえが薄っぺらく聞こえるほどの勢いで押して押して押し流す。

「女性の尊厳のかかった十分間をたかが千リンで自由にできるわけがないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　普通に考えれば判断できることがわからない低能が人間を気取って、ましてや客を自称するなんてびっくりなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　下半身の熱暴走で脳みそが腐ったとしか考えられない思考回路なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　知性のないサルが言語を振り回すのはやめて欲しいのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたみたいなのの喩たとえに使われる野生のおサルさんがかわいそうなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「は、はぁ!?　女がそんな看板持ってりゃ、売りやってんだろって考えるのが普通だろうが!?」

「そんなわけないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　自分の勘違いを他人のせいにしようとするだなんて責任転嫁も甚だしいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　逃げに逃げて押し付けて、自分になにも負わずに生きてきた薄っぺらい人格なのね[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　奴隷少女は一際大きく叫んで、深呼吸。

　そして、目を白黒させているチンピラに向かって再び声を解き放つ。

「全肯定奴隷少女に声をかけてくる普通の男女は、まず奴隷少女がなにをしている人なのかを聞いてくるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　その証拠に、いきなり勘違いして一方的にお金渡そうとするのは残らずあなたみたいに品性下劣な顔面をした男だけなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　いきなり下劣な自己判断を押し付けてきた自分の顔面がどれだけ性欲に支配されているのか鏡を見て自覚してほしいのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ぺっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「こ、っんのクソアマぁ！　調子に乗ってんじゃねえぞ!!」

　二度目の唾吐きジェスチャー。奴隷少女の闊かつ達たつな罵ば詈り雑ぞう言ごんに、とうとう耐えきれなくなったチンピラが、頭に血を上らせて掴つかみかかっていく。

　まずい。助けなくては。

　事ここに至っては、逡しゆん巡じゆんする余地などない。レンは奴隷少女を助けるべく、最近覚えた肉体強化の魔術を発動させようとする。

　しかし慌てたせいか失敗してしまった。

　くそっ、なにをやってるんだ自分はと歯は噛がみをする。慌てて近接魔術を練り直すが、そもそも奴隷少女にレンの助けなど必要はなかった。

「調子に乗ってるのはあなたのほうなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ぉぐわっ!?」

　奴隷少女がプラカードを斧おののようにして振り回す。

　白塗りのプラカードは、細腕で振るわれたとは信じられないほどの威力でチンピラに直撃して相手をよろめかせた。

　信じられない、とレンは足を止めて目を開く。

　あれは近接魔術だ。最近ようやく近接魔術を身につけつつあるレンにはそれがわかった。

　手に持っているプラカードの強化に、肉体性能の上昇。あの一瞬での発動は、レンとは比べものにならないほどの熟練度である。

　奴隷少女の発動させた魔術にチンピラも気が付いたようだ。

「て、てめえ！　近接魔術が使えるのか!?」

「奴隷少女だって自衛くらいするの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　暴力を振るおうとした分際で反撃がないとでも思ったの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　自分にとって都合のよい未来しか想像しないから、あなたは脳みそ万年発情期なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　さらにプラカードをもう一振り。滑らかな攻撃は、明らかに手慣れている。

　チンピラの足をすくうように振るわれたプラカードにより、スキンヘッドの大男はなすすべなく地面に転がる。

　勢いよく地面に倒れ、人が転がる鈍い音を立てる。

　いまの奴隷少女に慈悲はない。つるりとそり上げたハゲ頭を、奴隷少女は躊ちゆう躇ちよなく踏みつけにした。

「どう[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　地面と仲よしこよしになってちょっとは頭が冷えたの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　自分の存在の卑小さがわかったのなら、これからは大地の雄大さを見習って生きるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　わかったら大きな声でお返事するの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「て、てめぇ……！」

　スキンヘッドの大男は、見るからに力自慢で生きてきたような風体だ。それが華きや奢しやな少女に踏みつけにされるなど、屈辱の極みだろう。

　血管がブチ切れていないのが不思議なほど青筋を立てて全身を怒りで震わせる。

「不意をついたからっていい気になってんなよっ。近接魔術ぐらい、俺だって使えるんだよぉ……！」

　チンピラが肉体強化の魔術を発動させる。

[image: ]

　だが、起き上がれない。頭を踏みつけにする奴隷少女の姿勢は揺るがない。チンピラは愕がく然ぜんと目を見開く。馬鹿な。こんなことはあり得ない。そんな混乱が彼の頭をかき乱しているのが、傍はたから見ていてもはっきりとわかった。

　必死に起き上がろうとする彼の様子をつまらなそうに見下ろした奴隷少女は、ほんの少しだけ相手を踏みつけにしていたかかとを浮かす。

　もちろん、解放するためではない。相手の起き上がろうとする力を利用して、先ほど大男が投げた千リン紙幣が相手の眼前に見える位置にまで誘導したのだ。

　目的の位置まで頭を動かした奴隷少女ちゃんは、再度頭に体重をかける。

「ほらっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　さっさとあなたがさっき落とした千リンを拾うのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたよりずぅっと価値がある千リンさんなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　千リンさんに落としちゃってごめんなさいができたのなら、帰ってもいいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「メスガキがぁ……！　俺はあのカーベルファミリーの一員だぞっ。こんなことしたらファミリーが黙っちゃいな──」

「ファミリー[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　これはびっくりなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　女だから勝てると思って暴力に訴えようとしたくせに、負けそうになって出てきた言葉が『ファミリー』[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　これは救いようがないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　反省の色など見せる気配のない男に、奴隷少女が再度プラカードを振り上げた。

「弱者には粋がって強者におもねる自分勝手なクズの見本[image: ][image: ][image: ][image: ]　裏社会にすら存在価値がないゴミクズとはあなたのことなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ここで滅するのが社会のためというものなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　踏みつけられたまま動けない相手を一切の手加減なしで蹂じゆう躙りんする。チンピラもなんとかしようとあがくが、圧倒的な戦力差だ。なにもできずに叩たたきのめされる。

　プラカードで存分に殴りつけてから、最後に華麗に一蹴り。ぼこぼこにされたスキンヘッドの男は「覚えてろよぉ！」と見事な捨すてゼリフを残して立ち去って行った。

　害虫の卵を見つけた時の目つきでチンピラを見送った奴隷少女は、プラカードをくるりと回して、口元に寄せる。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

　口元を隠すと同時に、奴隷少女の顔から嫌悪の感情が霧散した。傍目に見る分には、貫頭衣と革の首輪という服装が奇妙なだけの物静かな美少女に早戻りだ。

「……」

　目が合うと、いつも通り楚そ々そとした顔で微笑ほほえまれた。

　レンは引きつった笑顔を返して、そっと帰路についた。いまの騒ぎを目撃した直後で彼女に千リンさんを払う勇気は、さすがになかった。

　というか、自分はなにをしにここに来たんだったか。そんな細かなことを忘れてしまうほどの衝撃だった。

　そしてもう一つ。

　自分が、情けなかった。

「はあ……」

　重いため息がこぼれる。

　結局、最初から最後までなにもできなかった。

　いざとなったら助ける？　何様のつもりだったのか。そのいざという時で失敗しやがったくせに。

　できると思っていたことを失敗した無様な自分が腹立たしかった。

　広場に立つ奴隷少女や、そこらにいそうなチンピラですら使えるような魔術をかじっただけで戦える気になっていたのだ。しかも、いざ助けに割り込もうと思ったら魔術の発動に失敗する始末。情けないにもほどがある。

　これでは、あの女魔術師に馬鹿にされても仕方がない。

「ええい！　もっと、頑張んなきゃな……！」

　訓練でできていたことすら、実地では失敗したのだ。訓練でできないことが、実戦でできるはずがない。

　ならばまだまだ、やることは山のようにある。まずは近接魔術をどこでもどんな時でも使えるようにこの身に染み込ませるのだ。訓練を惜しまず、妥協点を探らず、本当に自分のものになるまで鍛え続けるのだ。

　そうだろう？

　まったくもってその通りだ！

　自己肯定をして気合いをいれたレンは、ふと先ほどのやり取りが気になった。

「大丈夫かな。ファミリーがどうの言ってたけど……」

　もちろん、あの大男の嘘うその可能性もある。自分の後ろ盾がどうこうと虚勢を張るのは、チンピラの常とう手段だ。

　だが本当だった場合、厄介なことになるのではないか。

　それだけが、少し心配だった。

「……」

　レンがちらりと肩越しに振り返っても、奴隷少女は静かに微笑ほほえんでいるだけだった。





・アニキさんの全肯定




　その日、ダンジョンに突入する前に、レンはリーダーから剣を渡された。

　刃こぼれ一つない立派な長剣だ。安物でも中古でもない。鋳造でなく鍛造の刀身に、柄つかの握りまでレンの手に合わせた逸品だった。

　いままでは長物はかえって邪魔になるから、いざという時は荷物を捨てて走って逃げろと護身用の短剣だけを持たされていたレンは、見るからに新品の長剣を渡されて首を傾かしげた。

「なんですか、これ？」

「いや、なんですかって、お前な」

　きょとんとしたレンの反応に、リーダーは苦笑した。

「お前もかなり頑張って、訓練でもさまになってきたからな。ぼちぼち、前にでてみるのもいいだろう。その剣を持って荷物持ちをやりながら、徐々に魔物とも戦わせるようにするぞ」

「え？　って、ことは、もしかして……」

「ああ。荷物持ちだけをやる立場からは卒業だ。この剣は、その祝いだよ」

「ッ！」

　思わぬプレゼントだ。そしてそれ以上に、リーダーの言葉が嬉うれしかった。

　認められた。自分のやってきたことが、自己満足で終わらなかった。じわじわと喜びが湧き上がってくる。成功の実感が弾はじけて笑顔に変わる。

「はい！　俺っ、俺ッ……これからも頑張ります!!」

「おうっ、頑張れ！　ただし調子には乗んなよ？」

　自分の努力を、きちんと見てくれている。自分は成長している。

　嬉しさに浮かれたレンが鼻歌混じりにパーティーの荷物をまとめていると、女魔術師に目を付けられた。

「は？　なんであんたが長剣なんて装備してんのよ。荷物持ちにそんな大層なもんは邪魔でしょ、生意気ね。ほらボッシュー」

「ああ!?」

　どうやらレンとリーダーのやり取りを見ていなかったらしく、本当に長剣を取り上げようとする女魔術師に、慌てて抵抗する。

「ちょっ、待ってくださいよ！　リーダーに装備していいって言われたんですよ！　今日から俺も前に出してくれるって！　ていうかこれっ、リーダーからもらったんです!!　マジでやめてくださいって！」

「ふーん？」

　レンの訴えに、女魔術師は目を細める。

　まだなんか文句があるのか、と長剣を抱え込んで警戒するレンに、女魔術師は肩をすくめた。

「そっか。ならいいわ」

　意外とあっさりとした返答だ。

　もっとなにか言われると思っていたレンにとっては、構えていた分、肩透かしだった。

「あ、どうも……」

「そうね、感謝しなさい。ま、勘違いしたあたしも悪かったわ」

「はあ、ありがとうございます」

　なぜかレンがお礼を言う流れにされつつも、やけに素直だなと首をひねる。

　探索用の荷物の準備も終わっている。どうせなら少し時間を潰すかと、レンは女魔術師に雑談を振った。

「そういえば先輩。カーベルファミリーって知ってますか」

「カーベルファミリーについて？　なによ、いきなり」

「なんか有名らしいですけど、俺、よく知らなくて。この町じゃ、常識レベルの知識なんですか？」

　チンピラとあの奴隷少女との一件が気になっていたのだ。

　だが女魔術師もさして興味がなさそうだった。

「さあ？　あたしも詳しくは知らないわよ。結構前からある、なんかお行儀のいいマフィアらしいってことくらいかしら」

　お行儀のいいマフィアとはいったい。

　存在からして矛盾している表現に納得できないでいるレンと、特に掘り下げるほど興味のない女魔術師。そんな二人のもとに弓使いの冒険者が近づいてきた。

「お、なんだなんだ。カーベルファミリーについて興味があるのか、レン」

　会話に割り込んできて、がしりとレンの首に筋肉質な腕を回す。

「俺が詳しいから教えてやるよ。そうだな、まずは『騎士隊より厳格なる必要悪』は知ってるだろ」

「いや知りませんけど」

　レンが育ったのは田舎いなかである。因習に近いものはあるが、やたらと仰々しい肩書を持った必要悪なんてものは聞いたこともない。

　だが『騎士隊より厳格なる必要悪』と聞いて、女魔術師があきれた顔になった。

「それって皇国時代より前からあるおとぎ話じゃ……」

「ばっか、ロマンって言えよ。夢があるだろうが夢がよぉ！」

　女魔術師の渋面を流して、先輩冒険者はしたり顔で語り聞かせる。

「いいか、レン。カーベルファミリーっていうのは、この国の太古からある『騎士隊より厳格なる必要悪』から分派したマフィアなんだよ。『騎士隊より厳格なる必要悪』ってのは、いまはなくなった皇帝時代からある、この国の闇を支配する組織でな──」




　カッコいい、カッコいいじゃないか『騎士隊より厳格なる必要悪』。

　今日の冒険を終えたレンは、初めての魔物との実戦と先輩から聞いた話の合わせ技による熱に浮かされていた。

　先輩から聞かされたのは、手に汗握る裏社会の生きざまだ。

　悪をもって悪を討つ組織。決して表舞台に出ることはなく、堅気の人々に累が及ばないよう密ひそやかに、しかし確実に国を守るのだ。『仁義』という独自の掟おきてを遵守し、必要悪の規律をもって社会正義に貢献する。本来はあってはならない組織ながら、闇の内に君臨して国を支える。それが『騎士隊より厳格なる必要悪』なのだという。

　十年前に起こった皇帝打倒の革命で活躍した勇者の英雄譚たんもいいが、今日聞かされたダークヒーローも男心をくすぐられる。

　それを聞かされたレンは、やっぱりと確信していた。

　カーベルファミリーというのは、時代に応じて『騎士隊より厳格なる必要悪』から分派した直参の組織だという。あんなチンピラが、その傘下の一員のわけがないではないか。

　しかし、やはりチンピラというものはやたらと『恥』だとか『逆恨み』だとかにしつこい人種である。

　報復に出ることはあるのではないだろうかと不安に駆られたレンは、奴隷少女の安否を確認するべく広場に向かった。カーベルファミリーの『仁義』なる概念を聞かされ、それに影響されていたというのも大きい。

　レンの懸念は、当たっていた。

　広場には、あのチンピラがいた。

　やはりというべきか、スキンヘッドの大男は単独でお礼参りに来たのではない。もう一人、男を連れていた。

「へへっ、覚悟しろよ……！」

「……」

　夜の公園の広場。

　奴隷少女の立つ場所に三十代初めの男を連れてきたチンピラはいやらしく笑いながら威勢よく吠ほえたてる。

「こちらのアニキはなぁ、十年前に起こった革命でも初期から暗躍したお方なんだよ。カーベルファミリーの中でも武闘派中の武闘派!!　てめえみたいなガキじゃ、絶対に敵かなわねえ方だ！　──アニキ！　こいつが例の奴やつですっ。シマ割りを守らねえで好き勝手しやがるガキをとっちめてやってください！」

　まさしく虎の威を借るチンピラである。

　だがアニキと呼ばれた男は、確かに大男のチンピラとは風格が違った。

　決して身長は高くないのだが、立っているだけで全身から凄すごみがにじみ出ている。レンが遠目で見かけたことがある超一流の冒険者のような、えも言われぬ『格』が感じられるのだ。

「……」

「……」

　奴隷少女と男が、無言で視線を交わす。

　奴隷少女は、物静かな笑顔でにこにこしていた。

　貫禄のある男も、なにも言わない。

　緊張が高まる中、アニキと呼ばれた男が動く。無言で財布から、千リンを取り出した。

　これは、全否定奴隷少女になるのか。

　レンはごくりと唾を飲む。

　まさかあんなチンピラが本当にマフィアの一員だったのか？

　いや、そうだ。なに先輩からのよもやま話を真に受けているんだ。『仁義』がどうとか、必要悪の規律だとか、あんなものは脚色されているに決まっている。マフィアなんてものは暴力的な社会の吹ふき溜だまり。腐っていくのなんて、あっという間だ。

　レンは自分の単純さ、影響のされやすさに舌打ちする。

　まずい。なにがダークヒーローだ。今度こそ、奴隷少女の危機じゃないか。

　レンは奴隷少女とチンピラたちの間に割り込む決意を固める。大男のほうはともかく、アニキと呼ばれた男にはまるで勝てるビジョンが浮かばない。ただ、敵かなわぬまでも、どうにか時間稼ぎの囮おとりにはなれるだろうと覚悟を決める。

　そんなことをごちゃごちゃ考えるレンをよそに、奴隷少女はなにも言わずに千リンを受け取った。

　その態度に、スキンヘッドの男が笑い声を上げた。

「へ、へへへ！　そうだよ、そうやって利口にしてりゃ痛い目みることは──」

　金を渡した男も奴隷少女も、チンピラの言葉になにも答えない。

　奴隷少女は、すぅっとプラカードをどけ、口元をあらわにする。

　その瞬間ばかりは、スキンヘッドの男も含めてその場の全員の目が釘くぎ付づけになる。

　顔の上半分だけでも美しい少女が、隠していた口元をさらす所作。夜明けの時間、徐々に光が増えて風景が明るくなる時間に似た期待感が胸を満たし、やがて、もったいぶることなく現れるのは想像を超える美貌だった。

　奴隷少女の口元があらわになる待望の時が終わると同時だった。

　アニキと呼ばれた男が膝をついた。

　千リンを受け取り、口元からプラカードをどけた奴隷少女に対して、地面に額をぶつけかねない勢いで頭を下げる。

「すいやせんでした！　俺の監督不行き届きですっ、姐あねさん！」

「へえッ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　まったくもってその通りなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　すべてあなたの言う通りだと思うの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　土下座をするアニキさんの謝罪を全肯定し、奴隷少女のあざとい笑顔からどすの利いたハスキーボイスが響き渡った。

　アニキと呼ばれた風格のある男の土下座という予想外の事態に、レンの目が点になる。

　部外者のレンでそれだ。当事者の大男に至っては、空が落っこちてきたような心地だろう。なにせ自分が連れてきた兄貴分が、元凶の前で土下座をしているのだ。

　事態についていけないレンを置いてきぼりに、奴隷少女は朗らかな笑顔でアニキさんにハスキーボイスを叩たたきつける。

「それで[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたはいったい、なにをしにここに来たの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたには大きな声で言うことがいっぱいあると思うの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！　もちろんですッ！」

　アニキさんも奴隷少女の言いようを当然のものとして額を地面にこすりつけている。

「後ろのゴミ野郎ですが、信じられないことに、俺の部下なんですっ。くだらねえチンピラをやってた割には多少の見どころがあると思って拾ってやったんですが……！　まさか、こんなことをし腐りやすとは夢にも思わず……！」

「そうだったのね[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　後ろの人は通りすがりの変な人だとばっかり思っていたけれど、まさか本当にあなたの部下だったとは驚きなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はいっ。このクズが！　本当に失礼なことを！」

「わかるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　カーベルファミリーもずいぶん安く看板を掲げるようになったものなのねって、本当にびっくりしたのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたたちが看板の安売りを始めたとは寡聞にして存じ上げなかったの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ッ！」

　アニキさんが目を見開く。

　それは奴隷少女への怒りでは断じてない。奴隷少女の言葉から、スキンヘッドの大男がファミリーの名前を安易に語ったという事実を正確に読み取ったからこそだ。

「こ、のゴミカスがっ、本当に取り返しのつかないことをしました！　申し訳ありません!!」

「まったくもってその通りなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　それで[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　言うことは終わりなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ごめんなさいをできるのは偉いけど、それで終わりなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「いえ!!　これは俺一人の責任です！　ファミリーには、一切の非はありません!!　それだけはッ、それだけはどうかわかってくださいッ！」

「わかったの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　他のみんなに迷惑をかけたくないっていうあなたの誠意はよく伝わったのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　他人のために泥をかぶって謝罪できるあなたは、すごく立派だと思うの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！　ありがとうございやす！」

「どういたしましてなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　謝罪の受け入れのやり取りをして、それで一段落、なわけがなかった。

「あ、あの、アニキ……？　いったいなにを──」

「ッんだァ!?　うッせえゴミムシが！　てッめぇはなにクソみたいなアホ面さらして呼吸してんだぁ！」

　予想だにしなかった急展開から正気にかえり、おろおろと口を挟んだスキンヘッドの言葉に、アニキさんが弾はじかれたように立ち上がる。

　鬼の形相になった彼が、自分よりも一回り大きい大男の胸倉を掴つかんで宙に吊つり上げる。

「ボケっと突っ立ちやがって！　てめえも頭下げるんだよ！　姐あねさんにてめえの汚ねえ面見せるなんざ失礼にもほどがあるだろ！　おら早くしろ！　頭下げろっつってんだろォ!?　おォ!?」

「まったくもってその通りなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　不愉快なにやけ面は二度と見せないで欲しいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！　……おいてめえ！　なんでまだアホ面さらしてんだぁ!!　いい気なもんだなァオイ!!　羨ましい能天気さだよッ！　その余裕、是非とも分けて欲しいもんだぜッ!!」

「あががあがぶっ」

　もちろんスキンヘッドの大男に余裕などあるはずがない。

　胸倉を掴み上げられ、アニキさんの片腕で強烈に首元を絞め上げられているのだ。体が宙に浮いた状態で頭を下げろという無理難題を、仮にも人類であるスキンヘッドの男がかなえられるはずもない。怒鳴られ絞め上げられ泡を吹きながら顔を赤くして青ざめさせる。

　アニキさんは窒息寸前まで絞め上げてから、スキンヘッドを地面へと投げつける。

「チッ！　デクの坊でももっとましな動きィするぞォ!?　なに寝てんだァ!?　膝をつけェ！　頭下げろぉ！　それとも地面に埋めたほうが早はえぇかァごラァ!!」

「ひぃッ」

　叩たたきつけられた衝撃でバウンドしたスキンヘッドの大男は、それでも慌てて地面に這はいつくばるように頭を下げる。ここに至って、ようやく自分がなにかとんでもない失態をやらかしたのだと自覚したようだ。

「頭はっ、こうだろうがッ」

「あがっ」

　アニキさんはスキンヘッドの後ろ頭を引っ掴つかんで、顔面を地面に叩たたきつけた。

　そして彼も一緒に平伏する。

「姐あねさん！　タダで許してくださいとは言いません！　どうかケジメをつけるチャンスをくだせぇ!!」

「もちろん許すに決まっているの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　誰にだって失敗はあるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　他人の失敗でも自分の失敗でも、まずは認めて受け止めることが大切なのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　一連の流れを揺るがぬ笑顔のまま見つめていた奴隷少女は、即答して仁王立ち。腰に手を当て土下座をする男たちに闊かつ達たつに諭す。

「それでも部下の責任は直属上司の責任[image: ][image: ][image: ]　あなたの部下の責任はあなたの責任[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そしてあなたの責任は上の責任[image: ][image: ][image: ]　あなたはもう個人プレーで活動する立場にいないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　部下の失敗だなんて言い訳は通らないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！　おっしゃる通りです!!」

「ただし失敗を認めさせないルールは腐敗の土壌でしかないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　小さな失敗のうちに自分を見つめなおして、次の成功につなげるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　それがわからないあなたではないはずなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！　ありがとうございます！　このクズのクズさを見抜けなかった俺がバカでした……！」

「その通りなの[image: ][image: ][image: ]　人には誰にだって裏表があるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　自分に都合のよい相手が、他人の害悪でしかないことはよくあるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　それを見抜くのが大切なのに、人の一面しか見られないとは未熟なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　必要悪の系譜にただのクズは一人たりともいらないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　チンピラのままでいたいから強者におもねっているだけのカスに存在価値はないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そこをしっかりわかってほしいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！　肝に銘じます！」

「とってもいいお返事なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたは得難い人材なの[image: ][image: ][image: ]　でも、あなたがなんで人の十倍の給金をもらっているのかわかっているの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　並みの百倍の責任があなたの肩にのしかかっているからなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　なぜかアニキさんの給与事情を知っているらしい奴隷少女が、明朗に言い聞かせる。

「責任の問題だけじゃないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　部下の力量はあなたの力量[image: ][image: ][image: ][image: ]　ロクな部下もいないやつだと判断されたら、次からあなたに大きな仕事が回されることは二度とないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！　二度と俺の下からこんな奴やつは出しません！　こいつも教育しなおしておきます!!　こんな生ゴミに劣るクズでも俺が教育しなおせば使えるようになるって、示してみせます！」

「いい考えなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　全力で頑張るのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　失敗を正すことで成果を示そうという心意気は素晴らしいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ありがとうございやすっ、姐あねさん！　このチャンス、死力を尽くしてものにします!!」

「わかったの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　楽しみにしてるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「はい！」

　相手の反省の態度を全肯定しながらの反省会。アニキさんが何度も何度も謝罪を繰り返し、奴隷少女は積極的にそれを認めて前向きな展望を推し進める。

　やがて十分間が経過した。

　ぴたっと口を閉じた奴隷少女が、プラカードで口元を隠す。

　もう一度、財布から千リンを取り出そうとするアニキさんに対し、奴隷少女は静かに首を横に振った。

　それを見て立ち上がったアニキさんは、直角に近い角度まで深々と頭を下げる。

「本当に、本当にすいやせんでした……！　おいっ、てめえも声に出して謝るんだよっ。このクソがッ。姐さんの優しさに甘えてんじゃねえぞハゲ！」

「ずびばぜんでじだ……」

「……」

「姐さんも水に流してくれるってよっ。運がよかったなぁ、てめえは!!　姐さん以外の方にお前のやったことが伝わってたらどうなってたか……考えたくもねぇッ。おら！　きりきり歩け！　てめえ、マジで腐った性根を入れ替えるまで許さねえからなァ!?　覚悟しろよ!?」

「[image: ]ぃい……」

　大男の方は、ここに来た当初のにやけ面など微み塵じんも残っていない。こすりつけた顔面の擦すり傷きずからにじむ血と、涙と鼻水に地面の土がついてぐちゃぐちゃだ。

　アニキさんはスキンヘッドの大男を引きずるようにして立ち去る。

　奴隷少女は、楚そ々そと微笑ほほえんで二人を見送った。

　レンは、きっかり十分間繰り広げられた事態についていけず、ぽかーんと間抜け面をさらして棒立ちになっていた。

　え？　なに？　いまのなにが起こってたの？　全然わかんない。

　そんな感じの心境である。正直、初めて奴隷少女を見かけた時の衝撃を上回っていた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす彼の様子に気が付いた奴隷少女が、レンと目を合わせる。

　彼女はプラカードの上から口元に人差し指を当て、ぱちりとウィンク。

「……」

　秘密にしてね、という意思をジェスチャーで伝えてきた。静かな微笑ほほえみも併せて、やたらとかわいい仕草にどきりとしたレンは、こくこくと何度も首を縦に振る。

　奴隷少女は可か憐れんに小首を傾けて、楚そ々そと微笑みいつもの待機姿勢に戻る。

　少しどぎまぎしながら、なにも見なかったことにしたレンは広場をあとにした。もちろん、最後に見たウィンクとジェスチャーは別だ。しっかりと記憶に残す。あれを忘れるのは、もったいな過ぎる。

「怖いけどかわいいとか、卑ひ怯きようだなぁ……」

　あの女魔術師には、是非とも奴隷少女のかわいさを見習ってほしいものである。

　どうやら奴隷少女は、マフィア的なものとかかわりがあるらしい。しかもなんか、上の立場だ。詳しくはわからないが、少なくともあのアニキさんよりは偉いらしい。

　助けがいるかもとか、いらぬ心配にもほどがあった。

「ま、そうだよな」

　自分は自分で頑張ろう。他人の心配をするなんて、百年早かった。まだまだ人を助けられるほど余裕のある人間じゃない。ようやく、前衛に出してももらえるようになったばかりの冒険初心者。リーダーにも言われたではないか。頑張れ、だが調子には乗るなと。

　できないことは山のようにある。それでも目の前の課題を乗り越えていけば、きっと自然と人を助けられるようになるはずだ。

　そうだろう？

　まったくもってその通りだ！

　いつものように自己肯定をして気合いを入れてから、それでもやっぱり気になることが一つ。

「……あの子、ほんと何者だ？」

　ファミリーの兄貴分に平伏されるような立場の少女という時点で謎にあふれているのに、あの奇妙な格好と商売をしているのだ。いったいどうしてあんな格好をして奴隷少女など名乗っているのか。気にはなるが、深く関わったらマフィアに目をつけられそうで怖い。

　だが、それでも気にせずにはいられない。

「ううむ、謎すぎるだろ……」

　奴隷少女への尽きない興味と少しの畏れを抱えて、レンは腕を組んで考えこみながら帰路についた。





・レンの全肯定




　息が、乱れる。

　疲れで、緊張で、恐れで。

　迫りくる命を懸けた闘争が、初めて陥る窮地が、レンの精神を蝕むしばむ。

「っぷはぁ！」

　乱れた呼吸から自分の精神が均衡を崩しそうになっているのを自覚して、レンは大きく息を吐いた。知らず知らず、息を詰めてしまっていたらしい。

　心の乱れは、そのまま呼吸に出る。肩で息をし始めたら、もう危ない。だからこそ、まずは荷物持ちから任された。姿勢、歩き方、呼吸の仕方まで。ダンジョンにいる間は、無駄な体力を使わずにいられるようになるまで、じっくりと。

　一呼吸いれて、改めて状況を確認する。

　ここはダンジョンの一角にある、うっそうとした暗い森の中だ。木々の暗がりから襲い掛かってくるのは、成人男性の背丈を優に超すような巨大なひな鳥である。

　嘴くちばしはなく、頭の部分は干からびたミイラのようになっていて、本来なら眼球があるべき場所にはぽっかりと穴が開き、樹木に開いたうろのように奥の見えない闇が広がっている。

　飛ぶことができずによたよたと二足歩行で進む足どりは間抜けにも見えるが、体を覆う羽毛は一片一片が鋭い刃やいばとなっていた。あの魔物に体当たりをされるだけで、無数の刃によって全身がズタズタにされるだろう。

　確実な脅威として襲い掛かってくる魔物に、レンは剣を叩たたきつける。

　鳥がベースになっているからか。体格のわりには相手の感触は軽い。あっさりと首の骨が砕けて霧散する。一匹倒すのに、そう手間はかからない。

　だが、数が異常だ。

　なにせレンの視界のほとんどを、その奇妙な魔物が埋め尽くしているのだ。

「なんで、こんなの……！」

「馬鹿野郎！　余計なことは考えんな！　先のこともいい！　お前はとにかく、目の前の奴やつを倒すことだけ考えてろ！」

　矢を放ってレンの援護をした弓使いの冒険者が、弱音を吐いたレンに向かって怒鳴りつける。魔術を付与された彼の矢は魔物を貫通して群れを突っ切り、十匹以上を一度に葬り去った。

　それでも魔物の群れは、まるで減った印象がない。むしろ増え続けている。

　果てが見えない戦い。レンは歯を食いしばって、ひな鳥の魔物を倒し続ける。

　今回の探索は、いつも通りに終わるはずだった。事前のミーティング通りの範囲を探索し、成果を上げての帰り道まで順調だった。

　一匹の魔物さえ、出てこなければ。

「ほほほっほうー！」

　この異常事態の元凶が、梟ふくろうの鳴き声と子供の甲高い笑い声を混ぜたような耳障りな鳴き声を響かせる。

　決して、大きな魔物ではない。そこらにあふれるひな鳥の魔物を老化させ、干からびた人の手足をくっつけたような見た目をしている。手に持っているのは、巨大な猛もう禽きん類るいの嘴くちばしを取り付けたような鎌だ。鋭い刃やいばとなってまき散らされる羽毛の色は漆黒で、そんな魔物が音もなく飛び回るさまは、出来の悪い死神が躍っているようだった。

「クソがっ。町の情報はチェックしてたんだけどなぁ……！」

　異常な状況に、リーダーも顔をしかめた。

　ダンジョンというものは、人の集まるところで必ずできる異空間だ。

　戦争などで大量の人員を動員してぶつけあい、尋常外の思念によって存在が固着された特殊なダンジョンのような例外を除けば、ほとんどのダンジョンは人の生活する街中に形成される。大都市とダンジョンは、切っても切れない関係にあるのだ。

　だからこそ、ダンジョンの入り口には人の信仰の象徴たる神殿を建立して蓋をする。

　だが、人の悪意は時に信仰を打ち破る。だからこそ冒険者という職業は必要とされる。人の世にあふれ出そうになる悪意を駆逐し、間引きする役目を担っているのだ。

　ダンジョンは本来、急激な変化はしない。大都市とはいえ、人々の生活は総体的に見れば大きな変化などしないからだ。時勢に沿っての変化は緩やかなものであり、おおよその魔物の分布は決まっている。

　だが都市でなにかの急激な変化が起きた時、ダンジョンは様相を変える。

「知性ある魔物インテリジエンスモンスターが生まれるような事件は、耳に届いた覚えはないんだがなぁ！」

「ほっほほう、ほほほ！」

　長く冒険者をやっているパーティーの面々ですら見たことがない、特殊な魔物が笑う。

　目の前の魔物は、間違いなくおぞましい人の悪意から生まれた産物である。人の言葉こそ口にしないが、それは発声器官が発達していないだけだ。ずるがしこく冒険者たちを見定める魔物には、間違いなく悪意にまみれた知性があった。

　狡こう猾かつな魔物の本体に対して、このパーティーは女魔術師、女剣士、秘ひ蹟せき使いのリーダーの三人で対処していた。

　漆黒の羽を広げて飛び回る魔物に魔術を食らわせ、刃で切り裂く。だが相手の傷口からこぼれ落ちるのは血肉ではなく、廃油よりも汚らしい黒い呪いだ。地面に落ちた汚泥は、ひな鳥の魔物に変化してあふれ出る。

　交戦を始めて、もう何度相手を斬り刻んだか。魔物が応えている様子はまるでない。ただただ、本体の魔物の傷口から吐き出される分体が増えるばかりだ。

「これ、埒らちが明かないんじゃ……」

「ためらうな！　全部吐き出させろ！　無限なんてことはありえねえ!!」

　思わず漏れた女剣士の弱気な言葉を、リーダーは一喝してかき消す。

　こういった命なき魔物は、浄化でかき消すか魔術で消滅させるかだ。本体を消し去れる程度まで弱めるために、相手の体を構成する呪いを吐き出させているのである。

　リーダーも都市のおおよその出来事は確認している。都市住民の不安を大きくあおるような事件はない。大規模な人死にもなかったはずだ。

　ならばあの魔物は、人為的に創成された。過去のダンジョン事例に通じた何者かが、密ひそやかに、この魔物が生まれるようなことを行ったのだ。

　生いけ贄にえを捧ささげる儀式か、生命力を徴収する呪術か。この都市で人知れずなにかがあったにせよ、表沙汰にならない程度のことならば、目の前の魔物の呪いが底なしということはない。

「ああ、もうっ。騎士隊の奴やつらは、こんな魔物が生まれるような事件も感知できないの!?　あんの税金泥棒の無能どもぉ！」

「ほほほほほほほ！」

　苛いら立だたしく声を荒らげる女魔術師に、魔物は法悦に笑う。

　人の悪意から生まれた存在、知性ある魔物インテリジエンスモンスター。まだ名もなき彼は、哄こう笑しようをあげる。

　生まれてあまり時を経ていない彼にとって、初めての素晴らしい強敵どもである。

　踊るように果敢に切りかかってくる女剣士。両手に二本の短剣を携え、遠近両用の魔術を駆使する女魔術師。そしてリーダーである、秘ひ蹟せき使いの男。

　その中でも、特筆すべきは二人だ。

　まずは金髪の女魔術師。純粋に個人としての戦力が頭一つ抜けて優れている。近接魔術に、遠距離魔術の使い分けは見事で隙がない。近距離に限れば女剣士の剣技のほうが優まさっているが、距離の関係ない女魔術師の厄介さは戦っている魔物だからこそよくわかる。

　そして、もう一人は秘蹟使いのリーダー格の男である。

　外見こそ荒くれ者のようだが、よほど信仰と学識に優れているのだろう。祈りと知恵によって神秘に通じた者のみが行使できる秘蹟の数々は目を見張るほどだ。結界、補助、治癒、浄化。あまたの秘蹟を顕現させる彼がいるからこそ、戦線が支えられている。

　ならば反対は？

　このパーティーに、穴はないのか？

「……ほほほっほう」

　名もなき魔物は笑う。にまぁっとうろのような口元がゆがんで崩れる。

　彼の眼がん窩かにぽっかり空いた虚無の瞳でも、相手の弱点はよく見える。

　弓使いの男冒険者とともにひな鳥の群れと戦っている、長剣を振るう冒険者の少年。決して不要ではなく、邪魔にもならない立ち位置で戦っている。奮戦していると言っていいだろう。

　だがしかし、どうだ？

　あの弓使いは、間違いなくこのパーティーの主力の一人だ。彼をこちらの戦いに回せばもっと楽であろうに、わざわざ分体掃討のフォローにあてている。

　なぜか？

　簡単だ。パーティーの中に、弓使いのフォローがなければ分体の相手でも危うい未熟者がいるからだ。

「ほほほっほー！」

　女魔術師の放った炎に羽を焦がされながらも、名もなき魔物は愉悦に笑いをこぼす。

　この場に見合わぬ弱者だというのに、ずいぶんと大事にされている立ち位置だ。それゆえに、レンがこのパーティー最大の弱点であると見抜けた。

　他のメンバーに不釣り合いの足手まとい。あんなもの、見捨てるか餌にすれば自分の隙も作れただろうにと、名もなき魔物は攻め手を変える。

　弱きものは、蹂じゆう躙りんされるのが定めだ。

　名もなき魔物は、禽とりのくちばしのような奇妙な鎌を掲げた。いままでは武器として扱っていたそれが、ぱかりと口を開く。

「──ッ！　精神防御ぉ！」

　リーダーが叫ぶも、少し遅い。

「精神汚染きようふにしたがえ」

　呪言が轟とどろいた。

　暗く粘り、心に這はい寄る呪術の響き。名もなき魔物の知られざる能力だ。これこそが、人の悪意が望んだ彼の力である。

　聞く者を支配下に置く、精神汚染マインドジヤツク。

　練達の強者ならばリーダーの注意で十分だっただろう。結界で、魔術で、肉体強化の応用で、単純に耳をふさぐことで。経験豊富な彼らは各々の手段で呪言を防いだ。

　まだ未熟なレンには、無理だった。

「[image: ]──」

　ぐるん、と目玉が裏返る。意思が浸食される。脳に呪いが這い寄る。全身を浸す呪いに従い、魔物の群れに向けていた剣先が、味方へと向けられようとして──

「ぼさっとしてんじゃないわよぉ！」

「──ぁぶ!?」

　女魔術師が、一切の躊ちゆう躇ちよなくレンに魔術を直撃させた。

　離れた距離を、限りなくゼロ秒に近い速さで駆け抜ける雷撃の魔術だ。威力は調整してあったのだろう。雷に打ちすえられ正気に返ったレンが、きょろきょろとあたりを見渡す。

「え、あ？　俺──」

「ほっほほほほぅー」

　名もなき魔物は呪言の不発を見て、不満の鳴き声を上げる。

　成功しかけたというのに、とっさに攻勢魔術を叩たたきこんで呪術を弾はじくとは、なんと強引な解呪法か。仲間同士で争わせるつもりが、愉悦なる同士打ちの光景が見られないではないかという苛いら立だちが鳴き声には混ざっていた。

　しかし、しかし、成果はある。

　最前線の主力が後方の足手まといを助けるなど、悪手にもほどがある。

「ぁ、ぐッ」

「ほほほほほほほ！」

　名もなき魔物が哄こう笑しようし、女魔術師が苦く悶もんのうめき声を上げる。

　猛もう禽きんのくちばしに似た鎌の切っ先が、女魔術師の胴体を貫いていた。女魔術師が後方へと魔術を放った瞬間に、大きく隙ができたのを見逃さなかったのだ。

　やってやった。要の一人を打ち取った。拮きつ抗こうしていた戦いの天てん秤びんはこちらに傾く。一度優位を固めれば、後はすり潰すのみ。悪意が正義を打ち破るのだ!!

　名もなき魔物は飛び散る鮮血に酔いしれる。勝利を確信して笑い声を上げるが、相手の表情を見てぎくりと身を固めた。

　ぎろり、と名もなき魔物を射抜く女魔術師の切れ長の瞳の強さは、いささかも弱ってなどいなかった。

「なに笑ってんのよッ……！」

「ほ、ほほ？」

　身を貫かれてなお、闘志を絶やさない。胴体を貫通する痛みに、瞳を燃え上がらせ猛たけりくるう。彼女はただで相手に隙を晒さらしたのではない。相手がレンを助けた自分の隙をつくことくらい、予測して行動した。

「この、あたしがぁ！」

「ほほッ!?」

　鎌を抜こうとして、びくとも動かない。貫いた傷口が、突き刺さった鎌ごと凍り付いていた。女魔術師が、身の危険も顧みずに自分の体ごと相手の武器を氷に閉ざしたのだ。

「あんたなんかに殺されるわけッ、ないでしょうがァ！」

　女魔術師が己の身の犠牲も厭いとわず名もなき魔物の動きを止めた。氷は鎌を通して瞬く間に本体まで浸食しようとする。

　名もなき魔物は鎌を手放し飛び上がろうとしたが、遅い。

「また無理をしてぇ！」

「だがよくやったぁ！」

　少し怒った風の女剣士が瞬まばたきの間に名もなき魔物の五臓六ろつ腑ぷを切り裂き、秘ひ蹟せき使いのリーダーが散らばる呪いに浄化の術を撃ち放つ。

「ほ、ほほ──」

　呪いが、悪意が、打ち払われる。体を四散させられつつも、名もなき魔物はあがく。

　世界に伝えるのだ。己の誕生を。人間に知らしめるのだ。人類の所業を。

　目玉をくりぬき歯を抜き取り男女別なく子もなせぬ体に貶おとしめ全身を切り刻み羽をもぐように自尊心をむしり取って従属させてはなぶり殺す。人が人に成した鬼畜の所業が自分を生んだ。闇夜に生まれた悪意よ悪意たれと哄こう笑しようを響かせるために、名もなき魔物は──

「消え失うせなさい、この世から」

　最後に残った名もなき魔物の頭を、女魔術師が壮絶な笑みで掴つかみ取る。

　命令口調とともに構築される、強大な魔術。女魔術師の渾こん身しんの魔力を込めた極大砲の余熱が名もなき魔物の頭蓋をあぶる。

「あんたなんかねぇッ、お呼びじゃァないのよぉ！」

　至近距離から放たれたとどめの魔術に、名もなき魔物は欠片かけらも残さず消滅した。




　女魔術師は、神殿の集中治療を受けることになった。

　無事だったパーティーの面々はあれからすぐに残ったひな鳥の魔物を掃討し、ダンジョンから撤退。意識を失った女魔術師を神殿の治療室に運び込んだ。

　胴体を巨大な鎌で貫かれたのだ。重傷なのはもちろん、悪いことにあの嘴くちばしの鎌には呪いが込められていた。リーダーの秘蹟で応急処置は行ったが、傷口から入り込んだ呪いも相まって、とても治しきれなかったのだ。

　解呪と傷の治癒。二つを並行して行うために、女魔術師は神殿で集中治療を受けることになった。

　レンは、なにもできなかった。

　今日のレンは、真の意味で足手まといにしかならなかった。

　パーティーの面々は、一切レンを責めなかった。お前のせいじゃない。今日は運が悪かった。むしろお前はよくやったさ。新種の魔物にぶち当たって生き残ったんだ、むしろ誇れ。

　みんな、そう言ってくれた。

　彼らの優しさは、むしろレンの心を苛さいなんだ。

　間違いなく、女魔術師が重傷を負ったのは、自分のせいなのに。

　女魔術師の治療が終わるまで神殿に残ろうとするレンに、リーダーは帰って休むようにと諭した。

　レンは女魔術師の親族でもなんでもない。神殿の治療室の前で何人もたむろっていたら邪魔になるだけだ。パーティーメンバーからはリーダーが一人残っていればいいだろうと判断された。女魔術師には兄がいるらしいのだが、忙しい人で捕まらなかったらしい。

　帰り際、女魔術師の傷は命に別状ないとだけは聞かされた。気に病み過ぎるなよ、とも。

「……」

　夢遊病者のように芯のない足取りで、レンは夜道を歩いていた。

　レンは、心底から打ちのめされていた。

　リーダーから長剣を贈られ、一人前として認められた気になっていた。前衛として戦って、魔物と渡り合える気になっていた。いっぱしの冒険者になれたんだと自負心を抱いていた。

　木こっ端ぱみじんに砕け散った。

　自尊心の破片も残らなかった。本当に強い相手と闘えば、自分がどれほど薄っぺらい役立たずなのか思い知らされた。

　いままで自分は、保護されていた。育てられていた。親元から離れられないひな鳥のように、無理することなく成長できるようにと庇ひ護ごされていた。

　そして、いまも、まだ。

「ぅうっ」

　ありがたいと思うべきなのだろう。

　人に話せば、望外のめぐりあわせだとうらやまれるだろう。

　なんていい人たちに出会えたんだ。うらやましい。代わってくれよ。お前はラッキーな奴やつだ。

　そう言われるに違いないし、その通りなのだ。素晴らしい人たちだ。彼らに出会い、守られ、育てられていることに感謝するしかないのだ。

「ぅうううッ」

　でも、レンは我慢できなかった。

　女魔術師が重傷を負うような原因となってしまったことが。足手まといにしかならない自分の未熟さが。一人前になりつつあったつもりで、できていなかったことが。

　ガンガンと頭が痛む。なにかがレンの脳みそを叩たたき続ける。食いしばった歯と歯の間から獣のようなうめき声が漏れる。たまにすれ違う人が、唸うなり声ごえを上げるレンに気味悪そうな視線を向けて避よけていく。

　なにも考えられない。まるで周囲に気を配れない。

　だというのに、いつの間にか、広場に来ていた。

　無意識だ。だが、ここに来た理由を、いまのレンは重々承知していた。

　救いを求めたいのだ。

　広場には、いつものように奴隷少女が立っていた。

　公園広場へと足を踏み入れたレンに、彼女は楚そ々そと微笑ほほえむ。

「……」

　レンは、千リンを取り出した。

　そして奴隷少女に紙幣を渡す。

　千リンを受け取った奴隷少女は、そっと口元からプラカードをどける。

「お願い、します……」

「わかったの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　言いたいことを叫ぶといいのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　えへっ！」

　何度も見た、輝かんばかりのあざとく清廉な笑顔。何度も聞いた、エネルギーの塊のような快活なハスキーボイス。

　それらがなぜか、いまのレンにはひどく空虚なものに感じられた。

「奴隷少女は日々の疲れでため込んだあなたの心の澱おりを吐き出させるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　さあ[image: ][image: ][image: ]　大声を出してすっきりするの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　奴隷少女の清せい冽れつな笑顔と明朗な声色に変わりはない。いつもは横から眺めているだけでも勇気をもらえるような声だというのに、正面からもたらされた今日ばかりは、なぜか直視できなかった。

　レンはうつむく。

　夜の影が落ちた広場。砂のまかれた地面が見える。

「俺は、駆け出しの冒険者でさ。今日、ダンジョンで新種の魔物と戦ったんだ……」

「そうなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　お疲れ様だったのね[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　奴隷少女の肯定に押されて、ポツポツと今日あったことを話し始める。

　奴隷少女はにこにこ笑い、テンポよく素晴らしい勢いの相あい槌づちを打つ。いままでレンが見てきたように、急流のようなエネルギーでもって対面にいるレンを巻き込むような声を出す。

「俺、この間に荷物持ちから前衛に昇格して、それなりに上う手まくやってきて……でも、今日は全然役に立てなかったんだ」

　そうだった。

　あの知性ある魔物インテリジエンスモンスター。

　あれが現れた瞬間から、レンはただの足手まといになり下がった。

　女魔術師をぎゃふんと言わせてやるなんてことを目標にして、自分を磨いてきたつもりだったのに。

「すっげー強い魔物が相手で、俺は取り巻きの魔物を倒すのですら足手まといで、失敗して……。俺はっ、自分がもっとできると思ってたのにッ……ぜんぜん、だめで……」

「わかるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　レンが無根拠に確信していたなにかを、奴隷少女は力強く保証する。

「できない時期は誰にでもあって、失敗はどうしたって起こるものなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたはこれまでたくさん頑張ってきたの[image: ][image: ][image: ]　いつだって努力を忘れないで、目標を見失わずに邁まい進しんしていたの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　それが報われないはずないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そう、かな」

「そうなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　少しの失敗を経験したからって、あなたの努力が無駄になることはないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「は、はは。そう、だよな」

　頷うなずこうとして、首を、縦に振れない。

　違う。そんなわけがない。わかっている。レンだって知っているのだ。

　自分がどれだけやろうとも、成果が出なければ意味がない。誰かの邪魔になれば鬱陶しがられる。なにも成せない奴やつは、いつか集団から追い出される。

　人は人に対して、無償で優しくできないのだ。

　だから結果がいる。集団に所属し続けるためには、誰もが認める功績が必要なのだ。

　だから、レンだって。

「俺さ、けっこう頑張ってきたつもりなんだ」

「まったくもってその通りなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　見捨てられないように、見返してやれるように、ダンジョンの知見を増やして魔術を身につけ体の使い方を日々の訓練で叩たたき込む。新しいことを知るたび、できなかった技術が身につくたび、自信になって自負心が重なっていく。

　これだけやったじゃないかと、思わずにいられない。

　やったのに、なんで報われないんだと嘆かずにはいられない。

「頑張ったのに、なんで、他のみんなみたいに、なれないんだろ……」

「なにを言ってるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたはこの世でたった一人のあなたなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　誰かになるわけじゃないの[image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたはあなたである時点で、他の人なんて目じゃないの[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　わかっている。自分だけではない。積み上げているのだ。他の人だって。レンが見ていないだけだ。レンのパーティーメンバーはみんな、レンよりも年季の入った冒険者揃ぞろいなのだ。

　自分より一歳年下の、あの女魔術師だって。

「負けたくないって、諦めたくないって、こなくそって、さ。がむしゃらだったかもだけど、やってきたはずなんだ」

「負けん気は宝なのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　成功の秘ひ訣けつは、試行錯誤を止やめないことにあるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　一度きりで成功するわけないって本能的に悟って頑張るあなたはすごいのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　すごい、すごい、すごい。

　奴隷少女はそう言ってくれる。迷わず全肯定をしてくれる。

　すごい、すごい、すごい…………どこが？

　人には必ず優劣がつく。

　結果は相対的に現れる。

　過程を褒められて、慰め以外のなんになる。結果を伴わなければ、どんな努力も自信にならない。レンと女魔術師で冒険者としての実力を比べれば、百人が百人、女魔術師が優れていると断言する。自分と同世代で、一つ年下なのに自分とはまるで違う彼女の力を見せつけられるたびに、レンは叫びたくなる。

　才能が違うっ、生まれが違うッ、育ちが違う！

　そう叫んだところで、答えは一つ。

『ふーん。だから？』

　それで終わりだ。

　それが、事実だ。

「俺はさ、誰かに認めてほしくて、この都市に来たんだよ……！」

「大丈夫なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたの頑張りは、みんなに認められるに決まっているの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「だって、俺の生まれたところって、ほんとにつまんないところで、夢なんて見られないところで、だからもっともっと広いとこにって、それでこの都市に来たんだ……」

　まとまりのない、どこまでもしみったれたみっともない言葉が垂れ流される。情けない。情けない。情けない。どうしようもない愚痴をこぼしている自分が嫌になる。あさましい心が憎たらしくてしょうがない。

　英雄になりたいだなんて思って冒険者になったのが自分だ。

　ダンジョンで、人々の望みが生んだ一本の剣を引き抜いた勇者の活躍に心を躍らせて。

　なのに、なんでだろう。

　人を助ける勇者に憧れたのに、なんで他人をうらやむしか能がないのだろうか。いいや、なんでかだなんて、実のところわかっている。ああ、ちくしょう。そうだろうさ。

　だって自分は、誰かのために誰かの英雄になりたいわけではなかった。

　称賛して欲しかった。歴史に残りたかった。自分のために、自分のためだけに他人がいて欲しかった。

　なのに自分は一人で生きるだけで精いっぱいどころか、他人に迷惑しかかけていない。

「夢を持つのはとってもいいことなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　夢があるからこそ、人は前に進めるのよ[image: ][image: ][image: ]　大丈夫[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　この都市の懐は広いの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　これからも訪れるたくさんの出会いがあなたの力につながるはずなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　ダメだ。

　いくら肯定してもらっても、いまのレンの心には響かない。自責の念が晴れることがない。体が認めない。心が受け付けない。精神が己を自罰し続けて許さない。

　それでもボロボロと言葉は漏れる。レンは、もはや奴隷少女の言葉を聞いていなかった。ただ一方的に、言葉を落としていた。勢いのよい相あい槌づちの響きだけを捉えて、砕けた自分の心の破片を投げ捨てるように話し続けた。

　田舎いなかに生まれて、飛び出てきた。閉鎖的で、先の見え切っている生活が嫌になった。

　退屈だと、自分はもっとやれるんだとうそぶいてこの都市に来た。すごい冒険者になってやるぜとうぬぼれていた。これから立派でカッコいい大人になるんだと思っていた。都市にさえ来れば、冒険者にさえなればと夢を見ていた。

　バカだった。

　そんなバカげたよくいる間抜けの過程を、肯定してもらいたかった。

　奴隷少女は快活にレンの道のりを聞いては頷うなずいて肯定していく。都市に来て、いまのパーティーメンバーに入れてもらって、失敗と成功を繰り返して、リーダーに剣をもらった。レンがこの都市に来て体験したすべてを、彼女のハスキーボイスが全肯定する。

「そうやって冒険をしてきて、戦って、俺は、俺はさぁ……！　同世代の、あの人を──」

「……」

　レンの話が今日の女魔術師を傷つけてしまったところまで及ぼうというところで、不意に奴隷少女の声が止まった。

　なぜだ。これからが、今日一番ぶつけたいところなのに。そう思って顔を上げて、レンは目に入った光景に息を呑のむ。

「……」

　奴隷少女は、プラカードで口元を隠していた。

　口元より上の瞳が、困ったような視線をレンに向けている。

　そこには、見慣れてしまった文言が書かれていた。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

　十分が、経過していた。

　奴隷少女は、ぴたりと口を閉ざしている。対価なき全肯定を、彼女は行わない。

　また肯定してもらうには、どうすればいいか。

　簡単だ。

　もう一度、千リンを渡せばいい。

「……あ」

　ただ、レンは我に返ってしまった。

　今日、ここに来た理由。いま、吐き出そうとした己の最悪の失態。自分の未熟さが原因で、女魔術師が重傷を負った出来事を奴隷少女にぶつけようとした自分に気が付いて、愕がく然ぜんとした。

　もしかして、自分は今日の失敗を正当化して欲しかったのか？　この子に、この子の口から、お前はワルクナイヨと言って欲しかったのか？　見返してやるだなんて思っていた女魔術師に自分の未熟さを助けてもらって、足を引っ張ったことが原因で彼女を傷つける事態を引き起こしたくせに、お前はワルクナイヨと、そう言って欲しかったのか？

　まったくもってその通りだよ。

　言って欲しかったんだ。

　お前の力不足じゃないって。お前は悪くないって。お前のせいじゃないって。

　恥知らずにも、自分の至らなさを全部放り投げて見ないふりして、奴隷少女に縋すがりつこうとしたのだ。

　もちろん、彼女は肯定してくれるだろう。レンの罪を快活に吹き飛ばしてくれるに違いない。清廉な笑顔と圧倒的なエネルギーでレンの悩みを押し流してみせるに決まっている。

　千リンで。

　それに気が付いた瞬間、果てしなく虚むなしい感覚に突き落とされた。

「俺、は……」

　自分はなにを期待していたのだ、バカ野郎。

　いままで彼女に全肯定された人々を、思い出せ。シスターさんを。錬金術師アルケミストの青年を。あのアニキさんですら。

　みんなみんな、いわれなきなにかの業を押し付けられて苦しめられた人たちだ。誰一人だって、自分のせいで誰かを傷つけたことを肯定して欲しいと叫んだことなどなかった。

　なのに、自分は。

　たったの千リンで、ちょっと高めの昼食を食べれば消えるはした金で、自分はなんてものを求めているのだ。

　なあ、レン。お前は、お前は。

「お、れは……あぁ」

　なんておぞましい奴やつなんだ。

「あ、ぁあ、[image: ]ああぁああああああ！」

　自覚した瞬間に押し寄せた自己嫌悪に、心がくしゃりと押しつぶされた。

　膝から力が抜けた。地面に倒れるようにして転がり落ちて、頭を抱えて恐怖に震える。

　水面に揺らめく太陽の輝きに惹ひかれて陸に上がって、なのに日照りに渇いて水を求めてさまよって、果ては干からびる寸前になった亀のように手足を縮めて丸まって。

　もうダメだ、と思った。

　レンは嗚咽おえつを漏らす。ぼとぼと汚らしい涙が地面に落ちる。歯を食いしばって、それでもとどまることなく、ドロドロとしたなにかで詰まった心の澱おりが、目から、鼻から、口から出てくる。

　もう二度と、立てる気がしなかった。

　奴隷少女は、なにも言わない。

　ただただ困ったように、自分の足元でうずくまったレンへと視線を落とす。

　レンは泣き続ける。いつかの錬金術師アルケミストの青年のような、心の澱を吐き出す前向きな涙ではない。水分だとは思えないほど、ねばりついたなにかだった。ひたすらに、自責の念と嫌悪が心を巡る。収まりのつかないなにかがまとわりつく。こびりついて落とせないなにかが十重二十重になってレンの全身を覆う。

「……」

　ことり、となにかが地面に置かれる音がした。

　レンは反応しなかった。ただただ死にたかった。本当は死にたくなんてなかった。生きていたかった。生きていたいのに、なぜ生きているのかわからなかった。自己嫌悪が生き死になんて大層な極論にたどり着いて、ぐるぐる回って行き詰まっていた。

　そんなレンの耳に、声が届いた。

「……あのね」

　小さく、かすれたように聞こえるハスキーボイス。女の子の声にしては特徴的な低音で、耳に優しく届く静かな声音だ。

　一瞬、誰の声だかわからなかった。

　次いで、気が付いた。

　ここにいるのは、レンともう一人。貫頭衣を纏まとって首輪をつけた彼女しかいない。

　けれども信じられなかった。

　だって、彼女がそんなことをする理由はないのだ。

　レンは、おそるおそる顔を上げる。

　そんなわけないと思って、でももしかしたらと思って。

　手を伸ばせば触れる距離に、一人の少女がいた。

　青みがかった銀髪の、静かな口調が似合う美貌の持ち主だ。艶あでやかな朱唇に、整ったあご先。プラカードを地面に置いてしゃがみこんだ彼女は、レンと目線の高さを合わせていた。

「……少しだけ、話をさせて？」

　いまの彼女の表情を、なんと表せばいいのだろうか。

　待機している時の楚そ々そとした笑顔でも、全肯定の時の元気いっぱいの笑顔でも、全否定の時の嫌悪に満ちた表情でもない。話し方もそれらのどれとも違う。

　そこにいる少女は、夜道で泣いている見知らぬ人を捨て置けずに話しかけて、戸惑いながらも言葉を選んでなんとかしようとする、そんな普通の人の表情をしていた。

「……本当のことを言えばね。私は、君のこと……よく、わからない」

　青みがかった短い銀髪を揺らし、透き通るような瞳で彼女は切り出す。

　よくわからないと告げた彼女の言葉は、当然だろう。

　実のところ、レンと彼女に接点はほとんどないのだ。

「……私は、いま以外の君を見ていないから。ここにいる君以外を、知らないから。昔になにをして、いまどうしていて、将来、どうなりたいか。全部……そう。一つも、見ていない。君がどんな人か、ちっとも実感できない」

　レンのことを、彼女が詳しく知っているはずがない。

　家族でも、友人でも、仲間でもないただの他人なのだ。彼女にとって、レンは今日が初めての客だ。たまに遠目に自分の商売を見聞きしている奴やつで、ようやく自分で金を払ったらぐちゃぐちゃと半生を語り始めて、果てにはうずくまって泣き始めた迷惑極まりない客だろう。

　レンが彼女に一方的に救いを求めて、一人で勝手に心を折っただけなのだ。

　そんな鬱陶しくってめんどくさい奴に、彼女は真摯に語りかける。

「……だから本当はね。求められなければ、望まれなければ、なにも言わない方が……いいのかもしれない。対価のない言葉は、とても、軽いから。……きっと、君のためにならない」

　ゆっくりと、言葉をひとつひとつ選んで、声に出して。

　慎重に厳選した想おもいを、レンに手渡すように語りかけて。

「……だって結局、人は他人のことなんて、わからないの」

　届けられた真実は、あまりにも胸に苦しかった。

　きゅうっと締め付けられるようにレンの心が圧迫されて、けれども彼女の言葉は無性に腑ふに落ちた。

　その通りなのだ。

　自分が他人のことをどんなに考えようが、聞き出そうが、観察しようが、彼らの本当を知ることなどできない。

　いつも意地を張っているのかもしれないし、聞かされた話は誇張されているかもしれないし、嘘うそを吐つかれることもあれば、隠し事だってされる。

　自分から見た他人の姿なんて虚像で、すべてが自分勝手な想像でしかない。

「……なのに、人はいつだって、自分のことは見せつけられる」

　まったくもってその通りだ。

　人は他人に見せたいところだけ見せつけることができるのに、自分には本当のことばかり晒さらけ出すのだ。

　レンは知っている。自分の浅ましさを。愚かさを。妬み深さを。意地汚さを。無力さを。己の生涯で、己の内に置き続けている。

　嘘うそを吐つこうとしても、必死に隠そうとしても、見栄えよく飾り立てようとしたって、本当のところ、誰もが自分の正体だけはわかっているのだ。

「……だって、君のことを一番見ているのは、君自身だもの」

　自分が、なんてことない人間だって、自分自身で暴き続けている。

　十六年。

　大人は、たったの十六年というだろう。そんな短い間じゃなにもわからんと笑い飛ばすに違いない。

　でも、レンにとっては、その十六年がすべてだ。

　三十年も四十年も生きている大人と違って、十六年の他に、なにも持っていないのだ。

「……自分は、嫌な自分を、いっぱい知ってる。見ないふりをしようとしても……自分は、自分のことを、わかってるから」

　他人のことはわからない、自分のことはよくわかる。

　自分の卑劣さを知っているのに、他人の高潔さが目にまぶしい。自分の無力さをよそに、あっさりと自分ではできないことをこなす奴やつがいる。みんなみんな、うらやましく見える。

「……だから君は、いま君のことを、嫌いになっているのかもしれない」

　どこにだって自分より優れた人がいる。いつだって偉大な先人が前にいる。前にいる人は輝いていて、なんだってできるはずと思っていた自分は実はたいしたことがないと一度気が付いてしまうと、後はみすぼらしさがより一層引き立つ。

　どんなに気が付かないふりをしたって、目を背けたって。

　いつだって自分の奥底にいる汚らしい気配を感じている。

「……賢くなるたび、やれることが増えるたび、成長したと思ったたびに、思い知らされるの。自分は……まだ、なんにもできてないって」

　頂点に立つ人の背中は遠すぎる。先駆者の歩みに追いつける気がしない。全力で走っているはずなのに、自分の苦しさばかりが募って前の人たちとの距離が縮まった気がしない。あまりの息苦しさに膝をついて、それでも必死に這はいずってようやく輝いている光に手が届いたと思ったら、掴つかんだ輝きは割れた鏡の破片でしかないのだ。

　苦労の対価に打ちのめされて、天に輝く太陽を見上げて絶望したのは、一度や二度ではない。

　諦めれば、いいのかな。

　そう思う。

　言い訳だったらいくらでもある。才能の差を思い知った。女魔術師を傷つけた責任を取る。そもそも自分には向いていなかった。強い魔物と戦って怖くなった。

　どれもこれも、諦めるに足る理由だ。

「……でも、それでも。人生には、あるの」

　少女が、そっとレンの顔に手を寄せる。

　濡ぬれた頬ほおを、こぼれる涙を、白い掌てのひらでぬぐって静かに告げる。

「……いつか、君が君のことを大好きになれる、そんな瞬間が。これだって思える、生まれてきた意味を知る日が……生きていれば、必ず、来る」

　全肯定でもない。全否定でもない。

　一人の少女が、彼女の人生で得た教訓をレンに分け与える。

「……だから、泣かないで。そこにたどり着いてから、初めて胸を張って言えるから」

　呆ぼう然ぜんと彼女を見つめ続けるレンに、少女は穏やかに微笑ほほえんだ。

「……これからが、自分の始まりだって」

　レンの胸にはない言葉が、心を震わせた。

　自分の中にはない他人の言葉に、ここまで心が震えるということを、生まれて初めて知った。

　彼女の心地よい声音に、優しい仕草に、静かな笑顔に。

　情けないことに、レンは笑顔を返せなかった。

「ぅ、ううう」

　嗚咽おえつが漏れる。とても、こらえきれない。レンはもう一度、泣き崩れてしまった。

　ただ、今度は上を向いて。顔を上げて、隠さずに。先ほどまでの鬱屈した泣き方ではなく、大きく口を開いて。

「ヴぁああああああああああああ！」

　自分の澱おりを吐き出すために。どん詰まりでよどんだ心を洗い流すために。力いっぱい、体にたまった澱を押し流すように大声で、わめきたてるようにして叫んで泣いて、泣いて、泣いて、泣き叫んで。

　腐った心が透明になるまで涙を流し続ける少年の頭を、一人の少女が髪をすくように優しく撫なでる。

「[image: ]ぁああああああぁあああぁあああ！　ぅあああああああああああああ!!」

「……」

　いつまでも、いつまでも。

　少年の声が尽きて涙が涸かれるまで、少女は静かに寄り添って彼を慰めた。




　どれくらい、経たっただろうか。

　尽き果てるほどに涙を流したレンは、ぐしゃぐしゃになっていた自分の顔を袖で乱暴にぬぐった。

　時間の感覚がなくなるほど、泣いていた。

　泣き終えて、ここに来た時とは比べ物にならないほど心が軽やかになっていた。

　ようやく立ち上がったレンは、目の前の少女に礼を告げる。

「ありがとう」

　いまあるすべての感情を込めた五文字だった。

「……」

　対面の彼女は、すでにいつも通りの奴隷少女に戻っている。

　首に革の首輪を巻いて、白い粗末な貫頭衣を着て、プラカードを持ちながら楚そ々そと微笑ほほえむ。

　レンは改めて千リンを、あるいは財布丸ごとでもいいから置いて行こうとしたが、プラカードを口元に寄せた奴隷少女は、ふるふると首を横に振る。

　いらないと、そういうことらしい。

「そっか」

　彼女に報いることができずに申し訳ないという気持ちが湧くが、同時にそれでいいのかもしれないとも思う。

　彼女からもらったものは、言葉にできないほど尊い。金銭には代えられない価値がある。だからいつか、どうにかして返すのだ。

　人の想おもい、救われる恩というものの重みを、レンは改めて感じた。

　もう一度頭を下げて、踵きびすを返した時だった。

「奴隷少女ちゃーん！」

　広場に響いたのは、常連のシスターさんの声だ。

　いつものように広場に駆け込んできた彼女は、レンに目を留めて「あら」と呟つぶやく。冒険者の治療を担当しているシスターさんである。レンも前衛をこなすようになってから何度かお世話になったこともあるので、顔を覚えられていたのだろう。

　一瞬だけ自分の私服をつまんだシスターさんは、肩をすくめる。「ま、いっか」と小さく呟つぶやいてレンに向き直った。

「ええっと、確かレン君、よね」

「はい」

　名前も憶おぼえられているのか、と少し驚いて答えつつも、ここから離れようとしていたレンは彼女に話しかけられたことを訝いぶかしんだ。

　奴隷少女に会いに来たはずのシスターさんが、自分になんの用だろうか。

　怪け訝げんな感情が声ににじんだレンに、シスターさんはあっさりと告げる。

「目を覚ましたわよ、あの女の子」

　息を呑のんだ。

　あの女の子、が誰か。わざわざここでシスターさんが伝えてくれるのだから、明白だ。

　あの金髪の女魔術師に決まっている。

　レンは、そっと慎重に息を吐いて聞く。

「本当、ですか」

「本当よ。嘘うそ吐ついてどーするの」

「あのっ、後遺症とか、そういうのは……」

「一切なし！　お姉さんを誰だと思ってるの？　女の子には傷跡一つだって残しません！」

　シスターさんは、えっへんと胸を張る。

　自信たっぷりに保証されて、安あん堵どの笑みがこぼれた。

「あ、ははっ」

　さすがだ。

　さすがは日頃ここで奴隷少女に愚痴ってリフレッシュをし、日々の仕事に全力を尽くしている、すごいシスターさんだ。

「よかった……ほんとに、よかった……」

「うん。よかったわね」

　いまにも涙を流しそうなほどに安堵しているレンを見て、シスターさんは目元を緩めた。

「神殿の裏門から入って、左に曲がって突き当たりの階段を上って三階の左手五番目の個室」

「はい？」

　並びたてられた言葉の意味がわからず、きょとんとする。

　察しの悪いレンに、シスターさんはぱちりとウィンク。

「時間外だからほんとはいけないんだけど、よかったら会いに行ってあげて。パーティーリーダーの人も帰っちゃったし、あの子も目が覚めたばっかりで一人きりじゃ寂しいでしょ」

「……はいっ！」

　シスターさんに頭を下げて、レンは神殿へと向かう。

　まったく、敵かなわない。

　奴隷少女に仕事の鬱屈した愚痴を吐き出しに来ているはずなのに、たいした知り合いでもないレンに気を遣って、女魔術師の心にも気を配って、よりよい方向へと導いてくれるのだ。

　この世界は、本当に自分なんかでは太刀打ちできないほどにすごい人ばかりだ。

　レンは広場を抜けて、神殿に戻る道へと向かう。

　そして、その背後。

「ねえ聞いて！　今日は集中治療の人が入ってね！　すっごく大変だったの!!」

「とってもお疲れ様なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　後ろから聞こえてきた叫びには、思わず苦笑が漏れてしまった。




　言われた通りの侵入経路はさすがに覚えきれていなかった。

　いくらなんでも戻るのは格好がつかない。

　裏門から入って三階のどこかということだけは覚えていたので、レンは神殿に入ってそろーっと一部屋一部屋確認する。

　ダンジョンと共に建立された神殿には人々を癒いやす治療所アクスレペイオンも併設されている。

　冒険者だけではなく一般の人々も多く利用する施設だが、もう夜も更けている。見舞いも含め、とっくに外来は締め切っている時間だ。見み咎とがめられたら追い出されるだろうと、魔力灯で照らされている神殿の廊下を忍び足で歩く。

「あんた、なにしてんの？」

「うわぁ!?」

　背中からの声に、びくぅっとレンの肩が跳ね上がった。

　とっさに振り返ると、後ろから声をかけてきたのは安静中のはずの女魔術師だった。

　育ちがよさそうなのに、目だけはきつく吊つり上がっている少女だ。いつもはツーサイドアップにしている金髪は、いまは完全におろしてストレートにしてあった。

「って、先輩ですか。なんで廊下に？」

「なんでって、のどが渇いたから水差し持ってきただけだけど」

　彼女の言葉通りに、手には水差しが握られている。服装も神殿患者に着せられる白い服だ。そのシンプルさが、ほんの少しだけ奴隷少女の服装を彷ほう彿ふつとさせた。

「病み上がりなんですし、水くらいで起き上がらないでシスターの人に頼んだほうがいいじゃないんですか？」

「いいでしょ。人任せは性に合わないのよ。──で？　あんたは？」

　女魔術師は、不審の目を向ける。

　確かに客観的に考えてみれば、不審者はレンの方である。というか、実際に不法侵入者だ。

　あはは、とごまかし笑いを浮かべて後ろ頭をかく。

「いや、先輩が目を覚ましたって聞いて、ちょっと忍びこんできました」

「忍びこんだって、あんたねぇ……」

　レンの言い分に、あきれ顔になる。

「まあ、いいわ。あたしが放りこまれた至聖所アバトンはこっちよ。立ち話もなんだし、来なさい」

「はい。あ、水差し持ちますよ」

　至聖所アバトン。要するに、長期の治療が必要だと判断された患者の宿泊所だ。

　正直たたき出されてもおかしくないと思ったのだが、意外にもレンの来訪はあっさり受け入れられた。

　集中治療の直後で疲れが残っているのか、部屋に戻った女魔術師はすぐに寝台で横になる。

　なにを話そうかと、レンは話題に迷った。

　自分のせいで隙を作ってしまったことへの謝罪か、助けてもらったことの感謝か。

「今日のことさ」

　レンが言葉を選んでいると、意外なことに女魔術師から話しかけてきた。

「別にあんたのせいじゃないから」

　つっけんどんな口調だが、放たれたのは思わぬ言葉だった。

「あんたを囮おとりにしたのはあたしの判断。あんたの未熟さを利用したあたしの戦術。あの時、あんたの判断でなにかできた？　できなかったでしょ」

「は、はい。目の前のことで、精一杯で……」

「そ。なら、やっぱりあれはあたしの責任で、あたしの功績よ」

　普通の口調だというのに強さがほとばしる言葉に、レンは圧倒される。

「あの知性ある魔物インテリジエンスモンスターへの決定打になったきっかけは、全部あたしのもの。……その時に負ったあたしの傷だって、血の一滴まで残らずあたしのものよ」

　語られるのは、自分の行ったすべてを握りしめて放さない自負心。直面した物事に対しての、圧倒的な握力の強さ。

　失敗も成功も、関係ない。まとめて掴つかみ取って、自分の中に引き寄せる。自分の過程に貴き賤せんなどない。どれだけ失敗しても、傷ついても血を流しても、彼女は悔しさも痛みも手放さないで糧にする。

　だから恐れず行動できて、結果を出せる。

　圧倒的な利己的思考エゴイズム。並み居る他人から抜け出し優越するための個人主義インデイビデユアル。

　彼女は、時に傲岸に見える切れ長の瞳でレンを射抜く。

「だから、あんたなんかに分けてあげないわ」

　同じくらいの年齢でもまるで違う心構えでもって、彼女は己の成果を示すのだ。

　自分と彼女。強さが違う理由がわかってしまった。

　彼女は、強い人なのだ。

「そう、ですか」

　ああ、くそう。

　レンは、一瞬だけ目を閉じる。

　まぶしいなぁ、ちくしょう。

　まぶしいほどに、うらやましい。彼女が奴隷少女を利用することは、きっとないのだろう。

　自分の弱さを吐き出す人間を、女魔術師は不合理だと感じるはずだ。彼女にとっては栄養豊富なピーマンを前にして「にがいからやだ」と顔をしかめて好き嫌いする子供のように見えるに違いない。

　傷の痛みをくれてやらないと言った彼女に謝るのは、筋違いなのだろう。

　ならば、今日の彼女に贈る言葉は一つだけだ。

「知性ある魔物インテリジエンスモンスターの討伐、おめでとうございます」

「当然よ」

　功績をたたえるレンに、女魔術師は当然と頷うなずく。

「それと、なんだけど……。初日に言ったこと、悪かったと思ってるわ」

　奥歯にものが詰まったような物言いだ。

「その、なによ。あんたは、思ったよりも頑張ってると思うわ、うん。あの時は……ええと、きつい言い方して……きつい？　まあ、うん。あの時は、本当にそうだと思ったし、そうだったとは思うんだけど、それでも、あれよね。とにかく、その、うん。そういうことだから！」

　人を褒めるのと人に謝るのに、よっぽど慣れていないのだろう。だいぶしどろもどろな言いようになって、それでも自分の過去の言葉を撤回する。

　彼女の様子に、レンは苦笑する。

　そういえば最近少しだけ当たりが緩やかになっていたが、初日の発言を気にしていたとは思わなかった。

　実際、女魔術師の言葉はただの事実だったと思う。

　パーティーに入ったばかりのレンなど、やるべきこともわからないやつだったからやる気がないように見えただろうし、いまなら自分に才能なんてないことは嫌になるくらい思い知らされている。

　けれども、できないと知って、認めてから始まることもあるのだ。

「あはは」

「なに笑ってんのよ」

　レンの軽い笑い声に、ぎろりとした視線が飛んできた。こういった気の強さはまるで変わらない。向けられる怒気に、レンは顔をひきつらせた。

「いや、なんていうか、はい。なんでもないです」

　かわいいところもあるなぁと思ったなど、口が裂けても言えない。

　だからやっぱり、自分の目標は、同世代のこの人に追いつくことだ。

　尊敬しようと強さの違いを思い知らされようと、負けっぱなしではいられない。

　とはいえ病身の彼女に宣戦布告をするのもかっこが付かないので、話を逸そらす。

「それにしても、弱った時に慰められるのって効きますよね」

「そりゃどーも」

　なぜ女魔術師が「どーも」と感謝するのだろうか。女魔術師に慰められた覚えはないので、たぶん彼女は適当に返事をしているのだろう。

　自分にとって感動的だった出来事を聞き流されて、ちょっとだけムッとする。

「あんまり聞き流さないでくださいよ。今日俺がもらったのは、本当にいい言葉だったんですから」

「そ、そう？」

　そうなのだ。

　なぜかちょっと照れくさそうな顔をした女魔術師をよそに、レンは力強く頷うなずく。

　今日、レンを慰めてくれた、静かなハスキーボイス。

　本当に、奴隷少女の言葉は効いた。効きすぎた。

　あんなの、反則だ。

　奴隷少女の言うような、自分を好きになれる瞬間が訪れるかは、わからない。生まれてきた意味なんて、いまのレンではわかる気がしない。

　ただ、この世界で大好きなものが一つ増えたことは、はっきりと自覚していた。
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「俺、好きになっちゃいました」

「は？　……はぁ!?」

　なぜか女魔術師が素っ頓狂な声を上げた。

　どうしたのだろうとレンが怪け訝げんに相手の顔を見る。

「な、なによいきなり!?」

「え、ああ、すいません。確かにいきなりですね」

　集中治療を受けて目を覚ましたら新人が神殿に侵入してきて、個室で気分を紛らわす雑談をし始めたと思ったらいきなり恋愛話をし始めたのだ。女魔術師にとってみれば、いきなりすぎるだろう。

　レンはさっきのセリフでうっかり『好きになった』対象の主語を抜いたことに気が付かず、自分の提供した雑談の話題のまずさに頬ほおをかく。

「あはは……。確かにいきなりこんな話されて困りますよね」

「いや、困るっていうか、そういう問題じゃ……！」

　挙動不審になった女魔術師はしばらく視線をあっちこっちにさまよわせていたが、大きく息を吐いて呼吸を整える。さすがは幾度も死線をくぐった冒険者。精神の整え方をよく知っている。

　ただ、彼女の頬には若干の赤みが残っていた。

「わ、悪いけどあなたの気持ちには、応えられないわ。その……仕事相手でしょ。あたしは、冒険者としてもっともっと進んでいきたいから──絶対に、追いついてやらないといけない目標が、あるから」

　女魔術師がなにを追いかけているのかは、レンは知らない。

　ただ、彼女の切れ長の瞳には、はっきりとその道すじが見えているのだ。

　そこまで言ってから、なぜか女魔術師らしからぬ芯のなさでひょろりと視線をさまよわせる。

「だから、なんていうか、恋愛ごとにかまけている時間なんて、なくて、うん。そういうことっ。わかった!?」

「はは、そうですよね」

　なぜか最後に逆ギレされたが、この人の言う通りだ。レンは軽く同意する。

　背景もわからないのに恋愛相談されても、回答しにくいだろう。

　女魔術師の言う通り、奴隷少女は仕事でレンを相手してくれたのだ。最後にしたって、自分の仕事場で延々と足元に転がっていたのが迷惑だったか、心優しい彼女のサービスだったに違いない。さすがにその程度のことは、レンだって忠告されなくても承知している。

　そもそも、いまの返答を聞いてわかった。

　恋愛相談とか、全然向いてる人じゃない。

　ただ、ここで引いたら自分の気持ちが嘘うそになる。だから、自分のスタンスだけははっきりさせておく。

「でも、この気持ちは抑えられないんですっ」

「っ！」

　レンは、相手の目を見てきっぱりと言い切る。

　生まれた感情に、高鳴る思いに嘘は吐つけないのだ。

　なぜか女魔術師が顔を真まっ赤かにする。ゆであがったタコのような顔色は、いまにも湯気が出てきそうなほど鮮やかだ。

　わなわなと口をわななかせ両手を震わせ、言葉を失っている。

　さっきから、どうも女魔術師の反応がおかしい。

「どうしたんですか？　──はっ！　もしかして、体調がすぐれないとか？」

「ち、ちがうわよ！」

　呪いが残っていたのか、それとも傷がふさがりきっていないのか。とっさに熱を測ろうと額に伸ばしたレンの手を弾はじいた女魔術師は、逃げるように毛布をかぶる。

　寝台の上で隠れるように白い毛布にくるまった女魔術師が、威嚇する。

「あ、ああああああんた、自分がどれだけ恥ずかしいこと言ったか自覚がないの!?」

「はあ……？」

　レンはパチパチと瞬まばたきをする。

　他人の恋愛相談に対してここまで顔を真っ赤にするとか、意外に初う心ぶだなこの人。

　過剰に思える女魔術師の反応に、むしろレンの気持ちは落ち着いた。

「まあ、今日はそれだけなんで！　無事に傷が治って、ほんとによかったですっ」

　そもそも見舞いのためとはいえ不法侵入だ。ここが個室とはいっても少し騒ぎすぎたし、当直のシスターに見つかれば怒られてつまみ出されるだろう。

　常連シスターさんの言っていた通り女魔術師にも後遺症などはなさそうだ。目的は達したし、もう帰るべきだろう。

「あっ、ちょっと──」

　女魔術師に呼び止められたが、長居するわけにもいかない。

「それじゃ、ミュリナ先輩。また明日！」

　彼女の名前を呼んで、レンは病室を後にした。




　あとに残った病室で、ミュリナはしばらく呆ほうけていた。

　なんか、この間パーティーに入った新人が見舞いに来たかと思えば、いきなり告白してきて、びっくりしつつも断ったら「それでも諦めません」みたいな宣言をして立ち去ったのだ。

　とりあえず寝ようとするが、目を閉じると先ほどまでの会話が脳裏に浮かぶ。

「なん、なの、あいつぅっ……？」

　初めてレンに名前を呼ばれたミュリナは、枕に顔をうずめながら声を絞り出した。




　残されたミュリナが寝台でしばらくジタバタする羽目になったことなど露知らず、こっそり外に出たレンは、神殿の裏門を抜けて夜道に戻る。

　少し前までぬるかった夜気は、涼やかになっている。空気が入れ替わるようにして夏が終わろうとしていることを、自然と肌で感じ取る。

　日が進み、季節が変わる。

　取り返しのつかないことは、起きていない。

　明日も、自分は頑張れる。

　だから笑って生きていこう。

　まだ、これからだ。

　負けないぞ、と思う。負けてやるもんか、と心を固める。

　自分より強い人々は、世界にあふれている。

　でも自分だって、強くなりたいのだ。

　だから、諦めてなんてやらない。

　それでも耐えられなくなったら、あの広場に行くのだ。

　一回十分千リンの全肯定。ミュリナほどの握力で望む未来を掴つかみ取れる力のない自分では、時には道のりの厳しさからくる弱音を吐き出す場所がどうしてもいる。

　それは弱さかもしれない。

　でもミュリナにはない弱さが、いつか強さになるかもしれないじゃないか。

　そうだろう？

　自問したレンは、月を見あげる。

　夜空に浮かぶ白い月。冴さえ冴ざえとした銀光に奴隷少女の声を想起する。恋をしたあの子の言葉と自分の心とを重ね合わせて、レンは大きく口を開く。

「まったくもって、その通りだ！」

　この世界の片隅で、明朗な少年の全肯定が響き渡った。
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・ぜんこうてい




　百年ほど昔に、奴隷制度は廃された。

　それを、ある人は人間の理性の勝利だと言った。

　ダンジョンからは、人の力を抑制する首輪が産出される。人が人を支配したいと思う悪意から生み出された首輪は、どの都市のダンジョンでも必ず生まれた。

　人の悪意を利用する悪あしき風習、奴隷制度。人間の征服欲から発生する人道を貶おとしめる行いが廃止された。それが文明の進歩、人の善でなくてなんなのか！

　そんな言葉は見せかけばかりのまやかしだ。

　認めよう。文明は確かに進歩した。人の理性は徐々に洗練されている。法の整備、教育の普及、倫理の啓けい蒙もう。百年の昔と比べれば、信じられないほどだ。

　それでも人は人を買うし人を飼う。

　たとえ身分としての奴隷が無くなったところで、金銭で雇用した相手の尊厳を貶めるのはなぜだ？　規律や慣習を盾に従属を強いるのはなぜだ？　男女の違いで、年齢の差異で、人種の違いで、暴力で、甘言で、はたまた保護を装って。あらゆる理由と手段で人が人を人以下に貶めるのは、なぜだ？

　結局、人は人だ。

　人類が己の醜い本能に打ち勝てるのは、果たしていつになるか。

　その時に人は人なのか。

「ねえ、あなた様はどうお考えでございましょうか？」

　ゆったりと問いかけたのは、黒髪の少女だった。

　年の頃は、十五、六。かんばせに幼さを残した穏やかな風貌の少女は、この国にいるにしては珍しい装いをしていた。

　やわらかな雲を布にして羽織っているような衣装だ。腰を淡い色合いの飾りの布で締め、ゆったりと体の線を覆う服の袖と裾は少女の動きに合わせてひらりと舞う。

　大陸の東にある大国の民族衣装の類である。服装だけではなく、顔つき、肌の色も含めて、この国の主要民族とは異なる少女だ。

　その少女に向かって、縛られて身動きすらままならない老人が叫ぶ。

「人の本能だと!?　下らぬっ。見当違いも甚だしいっ。我らは理性でもって、言葉をしゃべる畜生を使役し活用してやっているのだ！」

　老齢の彼は、自分を縛り上げた少女に向かって怒声を叩たたきつける。

「貴様のような外来種が人間を名乗ることすらおこがましいっ。家畜を家畜として有用に使ってやっている！　それのなにが間違いだ!?　犠牲などとは笑わせるっ。家畜が潰されるのは当然至極であろうがっ。我らに役立つ栄誉に、感謝してほしいほどだ！」

　あらまあ、と少女は呟つぶやく。

　生粋の純血主義。おのが民族の他を人間以下と信じて疑わない自民族至上の思想。今時珍しいほど過激な主張に黒髪の少女が目を丸めていると、別室から二人の男が戻って来た。

「イチキの姐あねさん。あちらに生存者は、いません」

「そうですか。致し方ありません。確認ありがとうございます、ボルケーノさん。それと、ストックさん、でしたか？」

「うす」

「う、うっす」

　ボルケーノと呼ばれた三十代の男が頭を下げる。その後ろ、ストックと呼ばれたスキンヘッドの大男も、慌てて低頭の姿勢を取る。

　彼はさっきまで確認していた部屋の光景に、顔面を蒼そう白はくにしていた。

　ここは都市郊外にある一軒家だ。街の閑散とした片隅にある、何気ない住宅だったのだ。

　だが、その地下には異様な空間が広がっていた。

　人を鎖でつなぎ、目玉をくりぬき歯を抜いて子をなせぬ体に貶おとしめ全身を切り刻んで従属させる。少し前まではただのチンピラだったストックでは、想像もできないようなおぞましい所業がなされていたのだ。

　きょうふに、したがえ。

　たった一つ、ダンジョンにその悪意を作り出すために、多くの人間が潰されていた。

　生存者はないと聞いて悲し気にうつむいた少女は、老人に向き直る。

「ねえ、ご老公。なぜ、ダンジョンにあのようなものを生み出したのでございましょうか？」

「失うせろ！　国にたかるウジ虫めっ！　必要悪などと名乗り正義を気取る反逆者どもめッ。唯一無二の血筋っ。尊き皇家の偉大さを知らぬ痴しれ者ものがぁ！　貴様らさえ、貴様らさえいなければ……！」

　この段になっても老人の気炎は止まらない。

　会話をする気のない老人の主張から、彼の思想を知ったイチキはうっすらと笑みを浮かべて嘲る。

「なるほどなるほど。皇家の御み子この再誕を望みたもうたのですね」

　事前にこの老人の素性は洗ってあったのだ。

　革命によって潰ついえた『ハーバリア皇国』時代の重鎮の一人。皇帝の失脚とともに落ちぶれた皇国主義者にして、皇国再建を掲げる過激派だ。わずかに残った彼の権力は、騎士隊の追及をはねのけるものだった。

　十年前に起こった革命が、皇帝を廃するまでにかかった期間は五年。教会の後押しを受けて『聖女』イーズ・アンが派遣されてもなお、革命の遂行に勇者を必要としたのには理由がある。

　それは、皇家の血筋が特別だったからだ。

　ハーバリア皇国初代皇帝から脈々と受け継がれた彼らの血には、力があった。偉大な、唯一無二の力が。

　人を支配する玉音。

　声を聞かせるだけで、人を支配し平伏させる力の持ち主。現象に等しい音を保有していることこそ、かつてあった皇国の皇帝が皇帝であるゆえんだった。

　皇国の末期、何なん人ぴとたりとも逆らえなかった玉音の対抗にと望まれ、人々の願いが寄り集まった剣がダンジョンに生まれた。人々の希望が結集した剣をダンジョンで引き抜いた冒険者は勇者となり、皇家は討ち滅ぼされた。偉大な血は絶えたと言われている。

　皇国再建を望む彼は、象徴として人を従属させる力の再現を求めたのだろう。

　その過程に積みあがった犠牲を知って、イチキはにこやかに笑う。

「支配の玉音を求めて人の呪いを積み上げ、ダンジョンに魔物を生んだ。ふふっ、まったくの見当違い、呪術と秘ひ蹟せきの違いもわからない愚か者でございますね。お話になりません」

　羽のようにふわりと広がる袖を口元に当て、上品にくすくすと笑う。

「かの皇家にあった血筋は呪術の産物ではなく、最高位の秘蹟。純粋な奇き蹟せきに最も近い顕現神授。それすら知らぬ木こっ端ぱが至高の再現など、滑稽でございます」

「な、がァ、きさまぁ……！」

　ここで行われたこの老人の研究のすべては無駄だったと断言する。

　見識の浅さを抉えぐられ嘲あざ笑わらわれて、老人は顔を真まっ赤かにする。彼は皇国が滅びて以来十年、その研究に心血を注いできたのだ。

「人以下の家畜風情が……！　下等人種の分際が賢さかしげに持論を語り、この国に土足で踏み入りおってぇ！　何様のつもりだ!!」

「あら、ご挨拶でございますね。わたくし、あなた様よりは上等だと自負しておりますが？　そもそも、あなたと同じ類の畜生が、わたくしをこの国にかどわかしたのでございましょうに」

　その言葉に、老人はイチキと呼ばれる少女の首にあるチョーカーに気が付く。

　表に出ない違法奴隷は、多くが国外からさらってこられた人物だ。老人がダンジョンで恣意的に魔物を発生させるための実験に使っていた者たちも同様である。この国の人間を傷つけなかったからこそ、騎士隊の追及の手が緩かったという事情もある。

　そして人間を商品にする際には、焼き印を入れるか首輪をつける。

　女ならば、首輪が圧倒的に多い。肉体労働に使う男とは違い、体に傷を残さないためだ。それでも首に革の首輪をつけ続ければ、痕がつくことがある。

　イチキが首に巻く衣装に不似合いなチョーカーは、その痕を隠すためにつけられているのだ。

「さて、あなた様にはたっぷり話してほしいことがございますが──」

「話すものか！　殺すならば殺せっ。皇国は永遠不滅!!　もはや現世になくとも、常世の国に揺るぎはないっ。この身を忠誠に捧ささげた儂わしは常世の皇国に招待される資格をもっておる!!　死などおそれるものかぁ！」

「で、ございますよね。もちろん、承知しております」

　死して常世の国に招かれる。それは古くからある皇国の死生観だ。現世の国とはまた別に、常世の国がある。死後の国では歴代の王のもと、絶対の安寧が得られるとされている。

　世よ迷まいごとともとれる老人の喝破に、イチキはあっさりと頷うなずいた。

「王に仕えた忠臣の招きを信じるが故、皇国主義者は死をおそれませぬ。なので、あなた様には相応ふさわしい方を召喚しております」

　イチキの言葉に、老人は内心でバカめとせせら笑う。

　皇家の血筋の再誕のために、彼はあらゆる人体実験をした。その副産物で、老人は己の痛覚は消し去っている。いくら痛めつけられようとも白状するようなことはない。

　ならば逃げ出す機会はあると考えた老人の前に現れたのは、美しい少女だった。

　彼女を出迎えるために、イチキが深々と頭を下げる。他の二人も同様にしていたが、なぜかストックと呼ばれた大男だけは、びくりと挙動不審に肩を震わせた。

「このような些さ事じにおよびたてして申し訳ありません、姉さま」

「……ん」

　現れた少女は、イチキの出迎えの言葉に短く頷く。

　青みがかった銀髪に、着古したような白の貫頭衣を身に着けている。その首に巻いてあるものは、老人がここの奴隷たちに使っていたものと同じ品である。

　ダンジョンから産出される、ひどくありふれ、絶対の禁忌とされている悪意の品。百年経たって、いまだ絶えぬ違法奴隷の印だ。

　従属の首輪は尊厳を奪うための隷属の証あかしでもあり、身に着ける人の魔力を抑える役割もある。勇者や聖人など奇跡に近い力を持つ者でなければ、ほぼ完全に魔力を抑えきれる品だ。

　老人はなんだ、こいつはと目を細める。

　隠すことなく奴隷の首輪をつけているのもそうだが、わずかとはいえ髪に青みがあるのがおかしい。人体の組織に、青の色素は存在しない。当然、青髪などというものは自然ではありえない。

　染色と考えるのが普通だが、学識はある老人は少女の髪の青は人以外の要素を内包しているからだと予想した。

　目の前の少女はなにかしらの人外の血筋を引いているのか、聖別の奇跡があるのか。

　相手の正体を探ろうと観察した老人は、あることに気が付き愕がく然ぜんと目を見開く。

　彼は、その少女に見覚えがあったのだ。

　そう、十年よりも昔。ありし日よりも成長こそしているが、間違いなく老人の知る面影を残している。

「お前──いえ、あなた様は……！」

　少女は老人に応えない。

　縛られた老人に一いち瞥べつくれた彼女は、自らの手で革の首輪を外す。普通、奴隷の首輪には決して外れぬような魔術がかかっているのだが、それは解除してあるらしい。

　人の力を抑えつける首輪が、外れた瞬間だった。

　少女の髪の色が、変わる。

　色素が抜けた美しい銀髪に、青の色が強くなる。儚はかなげな銀髪を染め上げるように変化した青から、さらに濃く。見る者を畏怖させる尊き紫紺の色へと移り変わる。

　尊位の紫。

　目にするだけで畏れを招く色を持てる存在は、かつてこの国では唯一無二だった。

　髪の色を変えた少女は無言のまま、老人の耳元に口元を寄せる。少女がなにをしようとしているのか察した老人は、てきめんにうろたえた。

「な、なぜ！　私は──」

　紫紺の少女は、老人を顧みない。

　老人は、とっさに精神防御を固める。イチキという少女は老人を縛りあげはしたが、魔力を封じることはなかった。どのように抵抗されようとも抑え込めるという絶対の自信があるのだろう。だからこそ、老人は全霊でもって自らの魔力で精神を防護した。

　少女は、構わない。

　老人の耳元で、周囲の人間には決して聴き取れぬ音量で、一言。

「──支配者の玉音こうていの、しもべたれ」

　響いたのは、この世で最も純粋な奇跡に近い秘術にして、ただ人では決して逆らえない最高級の秘蹟サクラメントだ。

「ぁ──」

　脳が、とろけた。

　耳から入り込んだ声が伝でん播ぱし、老人の防護を濡ぬれた紙でも裂くように破り捨てて脳を蹂じゆう躙りんする。

　彼はこの世に生まれてきた意味を知る。価値観が溶かされて、違う形になる。恐ろしいことに、人格の変容に、思考の改変に、常識の変化に忌避感が湧かない。ただ快楽に満たされる。安あん堵どの念が湧く。法悦の涙が滂ぼう沱だと流れ落ちる。

　少女は自分の首に革の首輪を付けなおす。紫に染め上がった彼女の髪の色が抜け、わずかに青みがかった銀髪に戻った。青が残るのは、この首輪でも少女に宿る秘ひ蹟せきの力を抑えきれないことの証あかしでもある。

「……終わった。あとは、なんでも答えてくれる」

「ありがとうございます、姉さま。残りはこちらで処理いたします」

「……ん」

　丁寧に頭を下げるイチキに、銀髪の少女は短く答える。

「それで、本日も例のお仕事に？」

「……ん」

「そうでございますか」

　イチキがどんと、自分の豊かな胸を叩たたいて提案する。

「でしたら、姉さま。渾こん身しんの絶対防護の結界をわたくしめが──」

「……いらない。人が、来れなくなる」

「そ、そうでございますか。それでしたらせめて、十五陣の摂しよう衣え界かい方陣を──」

「……だから、人が来れなくなる」

「うぅ。で、では、いつものように選別と音消しのまじないをいたします」

「……ん」

　だいぶ譲歩したイチキが、しぶしぶといった体ていで銀髪の少女にまじないをかける。

　少女を中心とした選別の人払いと、彼女の声が一定範囲以上に届かないようにするまじない。姉と慕う彼女のために魔術をかけるも、イチキは不満そうである。

　選別と音消しは、一定条件を満たした人間以外を寄せ付けないようにする汎用性の高い結界の一種だが、いまいち効果が弱いのだ。たまに、変な人間が紛れ込んでしまう。

「アニキ、あの人は……」

「口を閉じてろ」

　ボルケーノは、たまに紛れ込んだ変な奴やつ筆頭のスキンヘッドの大男、ストックに厳しい目を向ける。

「お前、あのことイチキの姐あねさんに知られたら──俺ごと、あれだから」

　ボルケーノは、周囲に転がるばらばらになった死体を指し示す。情報提供ならば主犯の老人から聞けばいいということで、イチキによって引き裂かれては潰された、ここの警備や研究者たちだ。

　その時の光景を思い出したストックは、剃そり上げた頭を何度も上下させる。

　十五、六の少女が一切の容赦なく紙でも破るように人をちぎっていった光景は、異様としか言い表せない。兄貴分のボルケーノが今回の仕事に自分を連れてきたのは、手伝わせるためではなく見せつけるためだったのだ。

『騎士隊より厳格なる必要悪』

　そのメンバーに連なる人間の、格の違いを。

　銀髪の少女が現れた瞬間から冷や汗を流し続けている彼は、過去の自分の運のよさに感謝した。

　何も知らないというのは恐ろしい。もう二度と、あんな愚かな真ま似ねはしまいと、固く固く決意した。










　その頃、レンは決意をしていた。

「よしっ」

　決意を固くするために、ぐうっと握りこぶしをつくる。

　ここ数日で気持ちの整理をしていたレンは、自分の気持ちをはっきりと自覚している。

　奴隷少女が、好きだ。

　疑うべくもない。特にすることのないときは、あの時の微笑ほほえみが思い浮かぶ。涼やかな銀髪が脳裏に蘇よみがえる。耳に優しいハスキーボイスが胸を焦がす。

　そして無性にじたばたしたくなるのだ。

　ダンジョンの探索で体を動かしている時以外は、気持ちがまったく落ち着かない。下手をすれば、ダンジョンで歩いている時ですら奴隷少女のことを考えてしまう。

　だいぶ重症である。そして注意散漫だ。このままではいけない。そのうち大きな失敗をしてしまう。

　ミュリナに大けがを負わせてしまった事件があったばかりである。絶対にこれ以上他のメンバーに迷惑をかけたくないし、そもそも命がけの冒険でなに考えてんだテメーはという話である。

　ならば、どうするか。

　恋に対してできることは、なんなのか。

　思春期レン、十六歳。彼が出せた答えは一つだ。

「今日、あの子に告白しよう！」

　なにも知らずに恐れない少年筆頭のレンは、にぎり拳をつくって決意を叫んだ。





・告白は全否定




　奴隷少女ちゃんに告白すると決めたレンだが、なにも猪ちよ突とつ猛もう進しんに挑もうというわけではなかった。

　レンは自分が田舎いなか者ものだということを自覚している。

　いままで同世代の女の子が周りにいないような生活を送ってきた。年頃の異性の機微など、レンにとっては最も理解に遠い事柄の一つである。ぶっちゃけ、レンには女の子が喜んでくれる告白方法などさっぱりわからない。

　だがレンには頼りになるパーティーメンバーがいるのだ。

　人の感情が創ったダンジョンを探索する者、冒険者。

　レンよりも人生経験豊富な彼らである。恋愛ごとにだって、きっと含蓄のある助言をくれるだろうと信頼していた。

　とはいえまともに「好きな子への告白はどうすればいいんですかね」とか相談したら、死ぬほどいじられるのは目に見えている。

　なのでレンは、慎重に各々の恋愛経験を聞くような形を取った。

　まず一番頼りになりそうなのは妻子持ちのリーダーだ。

　彼に「リーダーって結婚してるんですよね。記念日とか、奥さんにどうお祝いしているんですか」と雑談を装ってプレゼントの選定方法を聞くと「いちいち祝ってねえけど……そうだな、最初の頃は花束とか用意してたな。……久しぶりに、買ってみるか」と言われた。仲がよさそうでなによりである。

　もちろん、女性からの意見も重要である。

　妙齢でもある女剣士に好感のもてる男性像を聞いたら「そうねぇ、清潔感は大事よね」というなんとなくはぐらかされているような気がしないでもない返答をもらったので、レンは告白当日にはびしっと服装をキメることにした。

　弓使いの先輩には「先輩って女性経験豊富なんですよね？　俺、先輩の武勇伝が聞きたいなぁ。どんな言葉とかプレゼントとかで喜ばせてたんですか？」とおだてつつ探りを入れたら自慢げに「そりゃ換金しやすいものを渡した時が一番喜ぶに決まってんだろ？」とかクソみたいな返事がきたので参考から除外しておいた。

　そして同世代の女の子の嗜し好こうは最も知りたいところである。

　レンの知り合いで同世代の異性といえば、ミュリナだ。

　まだ神殿の至聖所アバトンで体を休めているミュリナには、自分に好きな人がいるという事情がバレている。

　なのでレンは、ミュリナの見舞いがてら、ここは隠す必要もなしと判断した。

「先輩」

「な、なによ、新人」

　至聖所アバトンの一室で息を吸い込んだレンは、真面目まじめくさった顔でミュリナに聞いた。

「好きな人にプレゼントをしたいんですが、どういうのがいいと思いますか！」

　ミュリナはきょとん、と目を瞬しばたたく。

　そしてなにを問いかけられたか理解した彼女はみるみるうちに首筋からおでこまで赤くする。

　がッ、と手元の枕を掴つかみ、腕を大きく振りかぶった。

「知るかぁ!!」

　顔を真まっ赤かにしたミュリナの投げた枕は、見事レンの顔面に直撃した。




　そんなことのあった翌日。

　ダンジョン探索も休みの休日に、レンは手持ちのお金で上等な服を新調し鏡の前で自分の姿を確認、通りの店先でできるだけ華やかな花束を買った。

　ミュリナには塩対応で追い払われたが、告白という行為への事前の情報収集は万全と言ってもよい。さらに言えばレンには勝算があった。

　奴隷少女ちゃんへの告白にあたって名案を思い付いていたのだ。いや、名案どころか必勝法と言ってもいい。絶対に失敗しない告白方法をレンは自分の脳内で編み出していた。

[image: ]

「告白を全肯定してもらえばいいんだよなぁ……！」

　千リンを渡して告白を全肯定してもらう。これしかないとレンは確信していた。

　花屋で買った花束に、そっと千リンを紛れ込ませる。奴隷少女に千リンの挿さった花束を差し出して、全肯定奴隷少女ちゃんになったところで告白するのだ。

　これぞ、絶対に断られることのない告白である。

「くくく、完璧だ」

　こんな素晴らしい告白方法を思い付く自分の頭脳が怖いぜ、とレンは怪しくほくそ笑みながら奴隷少女ちゃんのいる広場に向かう。

　今日が自分と奴隷少女ちゃんにとっての記念日になるのだ。明るい未来を信じるレンの足取りは軽く、公共の道端で鼻歌なんぞを歌っている。失敗を想像しない表情はだらしなく緩んでおり、客観的に見るといまのレンは普通にキモかった。

　そうしてたどり着いた公園広場。

　そこには、先客がいた。

　いつもと変わらず、貫頭衣を身にまとって可か憐れんに微笑ほほえむ奴隷少女ちゃんの前に、いつだかの錬金術師アルケミストの青年がいたのだ。

　初めて見た時と比べてずいぶんと顔色がよい。例の教授も失脚したことで、彼の環境はよいほうに変化を遂げたようだ。

「む」

　レンは顔をしかめる。

　どうにもこの人とはタイミングが合わない。初めてレンが奴隷少女ちゃんを利用しようとした時もそうだったし、今日などは告白しようという時に客として訪問していたのだ。毎回先回りされているようで、ちょっと邪魔だなぁと思って、ふと気が付いた。

　悩みを相談するにしては、錬金術師アルケミストの青年は少し様子がおかしかったのだ。

　まだ千リンを渡していないようで、奴隷少女ちゃんの口元はプラカードで隠されている。

　そんな彼女の前に立つ錬金術師アルケミストの青年は、緊張しつつもなにかを決意しているような表情をしていた。

　服装はいかにも鏡の前で一時間も二時間も悩んだ末に決めた勝負服です、みたいな感じで、手にはやたらと豪華な花束を持っている。

　彼の様子に、レンは疑念を抱く。

　なんだあいつは。悩みを打ち明けるため奴隷少女ちゃんに会いに来ているというのに、パーティーにでも行くような服装で花束持参とか、変な奴やつだなぁ、やれやれ。あれ、でもどっかで同じような奴を見かけたような？　とレンが不可思議なデジャヴを錬金術師アルケミストの青年に感じた時だった。

「あ、あの……」

　錬金術師アルケミストの青年が、奴隷少女ちゃんに花束を差し出す。

　差し出された豪勢な花束の中心には、千リンが混ぜてあった。

「す、好きです！　最初に全肯定された時から、ずっと好きでしたっ。付き合ってください！」

　傍そばで待機をしていたレンの全身に雷が直撃したような衝撃が走った。

　──先を越された！

　目の前の光景に、レンは内心で絶叫する。錬金術師アルケミストの青年はレンと同じことを考えていたのだ。そしてタッチの差でレンは負けたのである。

　なぜよりによって自分の目の前で、自分と同じ考えの告白をするのか。本当にタイミングが悪いにもほどがある。

　醜い嫉妬で顔を歪ゆがめたレンの心に怨えん嗟さが渦巻き、意地の悪い感情が鎌首をもたげる。二番煎じ野郎になった出遅れレンは、嫉妬に駆られて相手の欠点を内心であげつらい始めた。

　錬金術師アルケミストの青年なんて、駆け出し冒険者のレンと比べてすら線が細くて弱そうだし、この国の最高学府であるアカデミーに入学を果たした学生という社会的な立場からの将来性は抜群で、よくよく見れば服装も花束もレンが用意していたものより数ランク上で──あれ、もしかして勝てる要素ゼロか!?　などと混乱しつつも巻き返しの手段を図っていた時だった。

「……」

　楚そ々そと微笑ほほえむ奴隷少女ちゃんが、無言でくるりとプラカードを裏返した。

『全否定奴隷少女：回数時間・無制限・無料』

　空気が死んだ。

　錬金術師アルケミストの青年が愕がく然ぜんとしたのはもちろん、傍で慌てふためいていただけのレンまでもが、幽霊になって自分の死体が置いてある葬式の参列者席に叩たたき込まれたような気分に突き落とされた。

　もはや言葉はいらない。

　錬金術師アルケミストの青年が目を見開く。彼の手からばさりと花束が落ちる。あの花束、高そうだけどいくらしたんだろう。レンの頭は、現実逃避気味にそんなことを考えていた。

　そんな野郎どものことなど知ったことではなく、奴隷少女ちゃんは止まらない。プラカードを口元からどけることであらわになった美貌には一片の陰りもない。

　彼女は口を大きく開き、はきはきと。

「お付き合いはできないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ごめんなさいなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　えへっ！」

　ぴっかぴかの営業スマイルで、はっきりとした告白全否定のハスキーボイスが響いた。

「奴隷少女ちゃんはあなたのお悩みを肯定するのであって、あなたに従うというわけではないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　気持ちは嬉うれしいけれども、諦めてほしいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　響き渡るハスキーボイスに打ちのめされるのは、正装をしている青年だ。持参した花束は受け取られることなく地に落ちて、唇はショックで紫になっている。

　それは、あったかもしれないレンの姿だ。

　希望を信じていたのだ。明るい未来を見ていたのだ。いまうちしおれる彼の気持ちが、レンには痛いほど理解できた。彼の姿に、レンは流れそうになる涙をぐっとこらえた。

　あまりに過酷な現場の最中にあって、しかし錬金術師アルケミストの青年の心は折れなかった。

「こ、肯定してくれないんですか？　全肯定奴隷少女ちゃんじゃ、ないんですか!?」

「違うの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　いまは全否定奴隷少女ちゃんなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　涙なしには語れない男二人の心情など知ったことではないと、奴隷少女ちゃんの笑顔は三千世界にまばゆく輝く。

「奴隷少女ちゃんの心は奴隷少女ちゃんのものだから、あなたの告白を無造作に肯定することはできないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　普通に考えればわかることだと思うの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そんなことに考えがいかないなんて、恋愛ごととはいえちょっと浮かれ過ぎだから頭を冷やしたほうがいいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　奴隷少女ちゃんは柔軟である。全肯定、全否定、笑顔の受け答え、侮蔑する見下し。その四つの要素を組み合わせれば、変幻自在の対応が可能だ。

　つまり、好きでもないやつに告白されたら普通に断ることができるのだ。

「そんな……。あなたに断られたら、僕は生きている意味なんて──」

「そんなことないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　今日は残念だったけど、あなたにはこの先きっと素敵な人が待っているの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　今回の失敗を活いかして、自分の運命の人と出会うのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そのうちルンルン幸せになれる恋愛があなたを待っているの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「あ、あなた以上に素敵な女性なんていないんです！　あなたが僕の運命なんですっ」

「それは錯覚なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　食い下がる錬金術師アルケミストの青年に、笑顔の奴隷少女ちゃんはまるで容赦ない。

「世界はとっても広くて大きいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　この世の中は、あなたが思っている以上に多種多様な人であふれているのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「で、でも、僕はその数多くの人からあなたを──」

「無理なものは無理なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そもそも、花束にお金を混ぜて渡して告白っていうのはどうかと思うの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　センスが感じられない以前の問題[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　悪趣味の極みなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ごふうっ！」

　まったくもってその通り過ぎて、錬金術師アルケミストの青年が吐血しかねない勢いで崩れ落ちた。ついでに同じことをしようとしていたセンスゼロ野郎のレンの瞳が死んだ魚の目レベルまで濁った。

「プレゼントで気を引こうというのは悪くないの[image: ][image: ][image: ][image: ]　でも段階を踏まないでいきなりお金を渡しての告白で女心がどうにかなると思ったら大間違いなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　奴隷少女ちゃんが相手じゃなかったら殴られても文句は言えないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　間違った告白方法へ親切にも忠告をいれながらも、告白は頑として全否定する。

「手間を省きたいから、気持ちの隔たりをお金で埋めようとする[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　絶対になしとは言わないけど、嫌われることのほうが多い手法だから止やめたほうがいいの[image: ][image: ][image: ][image: ]　愛も恋も、本質はコミュニケーション[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　意思の疎通なくして本当の愛は生まれないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　チンピラの時とはまた違う全否定でありながらも、突き刺さる精神的なダメージはあの時の比ではない。

　錬金術師アルケミストの青年が泣きそうになっていた。レンは、ちょっと泣いていた。

「す、すいませんでした。僕が間違っていました……。調子に乗って、本当にすいません……」

「謝らなくてもいいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　方法は間違っていたけど、告白しようって思って実行した勇気は素晴らしいの[image: ][image: ][image: ][image: ]　一度の失敗くらいで恋愛を諦めてはダメなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたは素敵な人なんだから、新しい恋の時にチャレンジし続ければ、いつか報われるはずなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「じゃ、じゃあ！」

　一いち縷るの希望が芽生えた錬金術師アルケミストの青年が、ぱっと顔を上げる。

「まだ僕にも、あなたへのチャンスが──」

「それはないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「──ですよねー」

　笑顔であっさりと撃墜された。

　告白を全否定された錬金術師アルケミストの青年は、とぼとぼと立ち去っていく。くるりと裏返したプラカードで口元を隠した奴隷少女ちゃんは、彼のすすけた背中をいつも通りに楚そ々そとした微笑ほほえみで見送った。

　残されたのは、一人の哀れな少年だ。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

　見るからに錬金術師アルケミストの青年と同じような雰囲気を醸し出しているレンに、奴隷少女はにこっと清せい楚そに微笑んだ。

　レンは、即座に撤退した。




　レンは後悔していた。

　自分のバカさ加減に泣きたかった。

　奴隷少女ちゃんは全肯定だけではなく、全否定も使いこなすのである。レンは奴隷少女ちゃんの受け答えの柔軟性を知っていたというのに、告白方法にとらわれて本質を見失い、自分の都合のよい一面しか捉えていなかったのだ。

　なんたる惰弱。

　なんたる愚行。

「ていうか死にたい……」

　とぼとぼ歩きながら、思春期レン君十六歳はさめざめ嘆く。

　もしあの時に錬金術師アルケミストの青年がいなければ、あそこで崩れ落ちたのは自分だったのだ。

　それを考えれば幸運だが、気は晴れない。

　今日は訓練所で倒れるまで体をいじめぬこう。レンは自分のふがいなさを叱しつ咤たするために、神殿の方へと足を向ける。神殿が人々の信仰でダンジョンに蓋をしている関係上、冒険者が利用する訓練所は神殿の横に併設されているのだ。

　神殿の出入り口をレンが通り抜けようとした時だった。

「お、レンじゃねえか」

「リーダー？」

　知り合いの顔に、レンは足を止める。

　秘ひ蹟せき使いのリーダーと女剣士がそこにいた。今日は休日なのになにゆえ神殿にいるのか。意外な出会いに目を瞬しばたたかせる。

[image: ]

　リーダーもレンが休日に神殿に来たことに疑問を覚えたのだろう。

「お前なんで……んん？　いや、なるほど」

　リーダーは問いかける途中でレンが手に持つ花束を見て、なにかを察したような表情になった後、にやりと笑う。女剣士はレンの無意味に気合いの入った服装を見て「あらまあ」と目を丸くしていて、微笑ほほえましいものを見るかのように表情をほころばせた。

「ほほう？　なんだお前。もしかして見舞いの時に聞いてたのか？　そういえば、昨日もあいつのとこに来てたよな」

　なんの話かわからない。首を傾かしげたレンが聞き返そうとした時に、さらに顔見知りが登場した。

「お待たせしま……へ？」

　現れたのはミュリナである。

　神殿から出てきたミュリナは、レンの姿を確認して足踏み。目に見えてうろたえる。

「は？　な、なんであんたが──」

「ははっ。こいつ、わざわざ出迎えに合わせて来てくれたみたいだぜ」

「そうよぉ。きちっとした格好で、花束まで持って。ふふっ、カッコいいわねぇ」

　なにを言っているんだろう、この人たちは。

　大人二人のセリフが予想外過ぎて、レンはとっさに否定することもできなかった。

　どうやらレンは、治療と解呪が終わり全快したミュリナの復帰現場にたまたま居合わせたらしい。

　リーダーと女剣士はレンがミュリナを出迎えに来たのだと解釈したようだが、変な勘違いをするものだ。思わぬ遭遇に驚いているのはレンのほうである。

　レンはそもそもミュリナが全快して神殿から出てくる日取りなど知らないのだから、快気祝いになど来られるはずがない。ただ偶然ばったり出くわしただけだ。

　リーダーと女剣士のセリフを聞いて視線をわたわたさせていたミュリナが、ちらりと上目遣いでレンを見る。

「あ、あー、え、と……そ、そうなの？」

　ただの偶然ですが？

　なぜかやたらと気恥ずかしそうなミュリナの問いにそう答えようかと思ったが、奴隷少女ちゃんの一件で精神的ダメージが重なってもういろいろ面倒だったレンは適当に頷うなずくことにした。

「はい、そうですよ」

「ふ、ふーん。そ、そうなの」

　よく考えてみれば、先輩の快気祝いに来たまめな後輩という立場を捨てる必要もないだろう。嘘うそも方便。都合のよい誤解をわざわざ解くこともない。アホみたいな告白未遂をやらかしたゴミ野郎だと打ち明けるのは、自業自得であるとはいえ遠慮したかった。

　それにいまのレンは、ちょうどよく手元に花束なんてものを持っているのだ。

　レンは花束をミュリナに差し出す。

「全快、おめでとうございます」

　それなりの値段がした、豪勢な花束。

　もちろん、千リンは抜いてあった。

「ど、どーも」

　ミュリナは興味なさげな態度を装って、しかしちらちらとレンの顔を見ながら花束を受け取る。つん、と澄ましながらも花束を見るミュリナの顔は嬉うれしそうにほころんでいた。

「へ、へー。きれいな花束ね、これ。うん」

　少し頬ほおを染めて、レンが手渡した花束をぎゅっと胸に抱く。

「し、新人の分際で、気が利いてるんじゃない？　う、うん。そういうところは、まあ悪くないと思うわよ？　あ、いや、違うからねっ。悪くないっていうのは先輩に対する後輩としての気遣いを褒めてるだけでっ、つまりは──そういうことだから！　勘違いして調子に乗るんじゃないわよっ！」

「はあ、さいですか」

　先輩風を吹かしているようで、だいぶ喜んでいるようで、けれども最後には威嚇を入れてくる。いままでだいぶきつく当たられていたのだが、今日はなんとも言えないやわらかい雰囲気である。

　そんなミュリナの態度に、レンは不思議な気分になる。

　昨日だって、プレゼントの相談をしたら真まっ赤かな顔で怒られて枕を投げつけられるという塩対応だったのだ。それが花束のプレゼント一つで好感度が上がるとか、いっそ摩ま訶か不ふ思し議ぎである。

　人間ってそんな単純だったっけ？　奴隷少女ちゃんの手ごわさを見た後では、そんな感想すら浮かぶ。

　違うよね？　プレゼントはやみくもに渡すんじゃなくて、交流を深めて時期を選んで品物を選んで相手の気を引いて自分という存在を意識させてから贈って、ようやく初めて喜んでもらえるものだよね。コミュニケーションと手順を惜しまないこと、段階を見計らうことが重要なのだ。知ってる知ってる。奴隷少女ちゃんより放たれた知識がそうささやく。

　だからまあ、ミュリナも言葉通り先輩として後輩の気遣いを喜んでくれているだけなのだろう。当たり前だ。レンとミュリナは、先輩後輩達の関係性しか積んでいないのだから、それ以上の感情が生まれる余地などあるはずがない。

「じゃあ、俺はそれだけなんで」

「いやいや、ちょっと待て、レン。この後、飯を食いに行く予定なんだ」

「そうよぉ。一緒に行きましょ」

　ちょうどよく黒歴史の産物でしかなかった花束を有効的に使えたしとレンが帰ろうとすると、やたらとにこやかなリーダーと女剣士に引き止められる。

「ちょ、二人ともなんで──」

「いいだろう、休日にわざわざ来てくれたんだぜ？　はいさよならってのも薄情だ」

「ふふっ、そうよ。服だってこーんな頑張ってきてくれたのよ？」

　泡を食うミュリナを、二人がなだめる。

　誘いは嬉うれしいが、レンにも問題が一つあった。

「あの、俺、あんまり手持ちがないんですけど」

　もちろん、花束代と服代のせいだ。

　奴隷少女ちゃんのための出費のおかげで、レンの手持ちはすっからかんだ。今月、ぎりぎり生活ができるかどうかくらいまで追い詰められている。

「ああ、気にすんな。子供に払わせたりしねえよ」

「ふふっ、そうね。お姉さんたちに任せなさい」

　なぜかとても優しい笑顔でおごってもらえることになった。

　快気祝いの主賓でもない自分がおごってもらっていいのだろうかという疑問はあったが、タダで食事をできるのなら断る理由はレンにはない。奴隷少女ちゃんに費やした分、本当に今月は厳しいのだ。

「よし。じゃ、行くか」

　リーダーの号令で意思決定は終了し、大人二人が前を歩く。自然、後ろはミュリナとレンが並んで歩くことになった。

　なんとなく、二人の視線が合う。

「っ！」

　なぜか警戒するように、少し頬ほおが朱色になっているミュリナがさっと花束で顔を隠す。そしてぴょんと横に一歩、距離を開けた。

　そんな距離を詰めた覚えもないレンとしては、微妙に傷つく態度である。

「しょ、食事に行くからって、変なこと考えるんじゃないわよ……？」

「変なことってなんですか。考えませんよ。ていうか、みんなで食べに行くだけじゃないですか」

「そ、それはそうだけど……」

　レンの指摘に、ごにょごにょと口ごもる。煮え切らない彼女の様子に、レンはあきれを隠せない。

　ミュリナが美人なのはわかるが、ちょっと自意識過剰である。いや、彼女くらい綺き麗れいならそれくらい警戒心があったほうがいいのだろうかと首をひねりながらも、レンはミュリナを促す。

「ほら、行きましょ。二人に置いて行かれますよ」

「うっ。わ、わかったわよ」

　前の二人に続いて、レンとミュリナは並んで歩く。

　今日は失敗したなぁと反省するレンと、花束と一緒に初々しい戸惑いを抱えるミュリナ。

　並んだ少年少女の二人は少しだけ離れた距離を保ちながら、それでも離れすぎることはなく、横に並んで連れ立った。





・勇者は全否定




「よ、レン。なんかこないだ、リーダーからおごってもらったらしいじゃねえか」

　その日、冒険が終わった後に弓使いの先輩が絡んできた。

　ミュリナの復帰明けということで、今日は軽めのダンジョン探索で終わった。いつもより早めに帰ることになった時に、パーティーの中で一番仲がいい先輩がレンに声をかけてきたのだ。

「ああ、すいません。なんか先輩を差し置いたみたいな形になって」

　このパーティーはレンの他に、秘ひ蹟せき使いのリーダーと女剣士にミュリナ、そしてこの弓使いの先輩の五人で構成されている。この間の快気祝いでは、レンが突然参加することが決まり、この弓使いの先輩だけが参加していない形になっている。

　自分のような新人のせいで気を悪くしただろうかと、レンは注意深く言葉を選んで反応をうかがう。

「ん？　いや、別に気にしてないぞ。あの二人は、あいつにそこそこ縁があるから快気祝いなんてしたんだろうしな」

「縁？」

　リーダーと女剣士に、ミュリナとなんの縁があるのか。自分のパーティーのことである。興味が出たレンは、話を掘り下げるために質問を投げかける。

「どういう縁ですか？」

「まあ、俺も詳しくはないんだがな」

　興味本位なレンの質問に、彼はあっさりと説明してくれた。

　十年前に起こった革命のごたごたの時、母親を亡くしてしまった幼いミュリナの後見人みたいなことをリーダーがやっていたらしい。そしてリーダーが結婚した時に後見人の役目を女剣士が引き継いで、ミュリナを引き取った。そのまま女剣士がミュリナの面倒を見て、一緒に住んでいるということである。

　そういう縁があるからこそ、ミュリナの迎えにあの二人が向かったのだ。レンは、その場面に出くわしたらしい。

　そういえばだが、ミュリナがこのパーティーに入ったのは、コネだったということはなんとなく聞いたことがあった。もちろんミュリナの実力あっての推薦だろうが、そういう経緯だったのかと得心する。

「でも後見人って……あの人、お兄さんいるって聞いてますけど？」

「俺だってあんま詳しく聞いてねえからな。この話だって又聞きだし、どうしても知りたいなら詳しくは本人に聞けよ」

　弓使いの先輩は肩をすくめる。

　それもそうかとレンも納得する。なにせ、仕事相手のプライベートだ。友達でもないのだから、うかつに踏み込んでいい事情かどうかわからない。相手のことを知りすぎないのも、人間関係を円滑に進めるための手段の一つだ。

「そう、ですね」

　ただ、そういうドライなだけの関係はちょっと寂しいな、となんとなくレンは感じただけのことである。

「第一よぉ、快気祝いに呼ばれても、俺の場合は金を出す側に回されるだろうしな。今月は金欠だから勘弁だよ」

「金欠って、どうしたんですか」

「バッカ、これだよ、これ」

　弓使いの先輩は、レンに向かって得意げに小指を立てる。

「え!?　先輩、彼女できたんですか!?」

「ああ、もうちょっとだな。もうちょっとで、あの酒場の姉ちゃんを──」

「へー」

　最後まで聞く必要もなく、弓使いの先輩の言葉の途中で興味が一気に失うせた。

　ここ最近、この弓使いの先輩は酒場のお姉さんに入れこんでいるらしい。生活費すら突っ込んで通い、貢いでいるとのことだ。

　そういうお姉さんはそういう商売なんだから、いくらお金を使ったところでいいカモだって思われるのがオチだろうに。

　ジト目になったレンは忠告する。

「お金をかけたからって、愛情は買えませんよ？　お金じゃなくて手間をかけていきましょうよ。コミュニケーションですコミュニケーション」

「は？　あー、お前バカだなぁ。なにもわかってねえよ、レン」

「なんですか、なんもわかってないって」

　弓使いの先輩の言いように、レンはムッとして言い返す。

　愛情を築くのはお金の多寡ではない。手間をお金で埋めるのは間違いなのだ。

　レンは奴隷少女ちゃんからの受け売りを根拠に忠告したのだが、弓使いの先輩は、むしろ又聞きの知識を振りかざすレンの浅さこそを鼻で笑う。

「なるほど、お前の言うことも一理あるぜ。だけどな、レン。手間を惜しまず尽くしても、金を惜しんじゃ男が廃るし軽く見られるんだよ」

　弓使いの先輩は、まだ若いレンに決め顔で告げる。

「金も手間も惜しまないのが、愛なんだよ」




　帰宅後、レンは一人とあることを考えていた。

　最後の弓使いの先輩の一言は、意外にも名言な気がしていた。

　奴隷少女ちゃんは言った。

　恋愛はコミュニケーションだと。手間を惜しまず段階を踏む対話が必要だと。

　さて、その観点から考えると、奴隷少女ちゃんに近づくにはコミュニケーションが必須となる。

　だがレンと奴隷少女ちゃんには、プライベートに接点はない。奴隷少女ちゃんのプライベートは闇に包まれているというか裏社会っぽいなにかのベールに覆われている。やすやすと踏み込んではいけない領域だ。

　つまり、奴隷少女ちゃんとコミュニケーションを重ねるためには、千リンをつぎ込んで会うしか方法がないのだ。

　金と手間、両方を費やす方法である。なにも間違っていない。レンの頭の中で、先輩の言葉によりお金を貢ぐという手法が正当化されていた。

　だが今月のレンには奴隷少女ちゃんを利用するにあたって問題が、一つあった。

「金が、ないぞ……」

　沈痛な表情でレンは呟つぶやいた。

　そうである。今月のレンの所持金はすでに尽きていると言っても過言ではない。先日、ミュリナの快気祝いのおこぼれでおごってもらったとはいえ、別に財力は回復しない。ないものはないのだ。

　レンのパーティーは、冒険者としては珍しいことに月々でまとまった支払いがされる。最低限の給料が保証されつつも、月のパーティーの利益に応じて給金が増加する。

　日払いの多い中で安定した支払いが確約されているのだが、その分、前借りなどは許されない。

　レンの手元から今月生きるために必要な料金を払ってしまえば、残るのはわずかだ。

　千リンすらも惜しい状況である。それでもお金を絞り出そうというのなら、生活費を削る必要があるだろう。主に食費を。

　それを継続的に続けたら、どうなるか。

「たぶん、餓死……」

　想像した未来に、レンはごくりと唾を飲みこむ。

　手間を惜しむためにお金を払うのは間違いである。レンはそれをしっかり学んだ。

　第一、餓死しては話にならない。愛で腹は満たされないのだ。それくらいはレンだってわかっている。

　だが、お金も手間も惜しまないのが愛情だ。弓使いの先輩のたわ言に、レンはちょっと感銘を受けてしまっていた。

　つまり、愛するものにお金を使うのは当然なのだ。

　愛と、食事。

　お金を支柱とした天てん秤びんは、愛に傾いた。

「よし」

　ぐっと拳を作ったレンは、奴隷少女ちゃんに会うためにお金を費やすことを決めた。

　大丈夫、ちょっと日々の食事を削るだけである。食事が二割減るだけで奴隷少女ちゃんと話せるなら、安いものだろう？

　まったくもってその通りだ！

　考えなしの決意をするレンの視線の先で、彼の未来を暗示するかのように、はらりと木の葉が風に吹かれて宙を舞った。










　紅葉もみじの葉が散っていた。

　少し夜気が肌に厳しくなる季節の境目のなか、奴隷少女は貫頭衣で広場に立っていた。

　公園広場を囲う木々の葉も、常葉を除いて、黄色から、茶色に移り変わっている。水気を失った木の葉は、枯れた身の軽やかさを示すかのようにふわりと風に舞う。

　息を吸い込むと、肺を膨らます空気が少し冷えすぎていて、胸に痛い。

　季節と共に移り変わる自然の装いに反して、彼女の衣装に変わりはない。使い古した貫頭衣に、首に巻いた革の首輪。白塗りのプラカードを掲げて、静かに楚そ々そと微笑ほほえみ待機する。

　空気が冷えると、街の音がよく聞こえる。

　遠くの人の営みに、吹く風が街並みを揺らす音。木々の木の葉が散る音すら耳で拾えるようになるのが、冬の静けさだ。

　一年の終わりが、近づいていた。

　紅葉もみじの枯れ葉と共に終わる秋に、奴隷少女は、ふと昔のことを思い出す。

　──逃げてやった！　あはは！　あのハゲどもの面、見ものだったな！

　──はいっ！　兄さまと姉さまのおかげですっ。

　──……これから、どうするの？

　──どうするかって？　俺たち三人で、世界を救うんだよ！

　──わわっ、さすがです！　兄さまは夢が違いますね！

　──……またバカ兄ができもしないこと、言ってる。

　──ふふーん、そうでもないぜ。

　白い息を吐いて、笑い合ったあの日。

　本性が陰鬱な自分と、小さくとも誰よりも賢かったイチキ。

　そして、もう一人がいた。

　よわっちかったくせに、言うことだけは大きかった、血のつながっていない兄が。

　──人の話を聞きもしねーでバカにすんなよ。ほーら！

　──……ッ!?　こ、のクソ兄、殺す。

　──ね、姉さま！　スカートをめくられたからって玉音はおやめください……！

　──そうだそうだ！　俺はイチキやお前と違って雑魚いんだぞ？　ちょっとしたことで死ぬんだから、もっと兄を大切に扱え！

　──……イチキ。このバカ兄、なぐっていいよ。

　──え？　え!?

　幼く、貧しく、つらい日々だったはずなのに、すべてをひっくるめた思い出はなぜか愛いとおしい。現在から見た記憶は、かけがえのないものがあった過去はあまりにも美しい。

　掘り起こした過去に浸っていると、ふと、人の気配を感じた。

　お客さんか。

　そう思って振り返った奴隷少女は、わずかに目を見開いた。

「こんなところに、いたんだね……」

　奴隷少女の前にいたのは、男盛りの三十代の男性だ。

　自然体でいながら、隙のない立ち姿。金髪の、育ちがよさそうな雰囲気の優しげな面立ちをしている。奴隷少女の前に立った人物は、この国ならば知らぬ人がいないというほどに有名な人物だ。

「……ッ!?」

　思わぬ人物の登場に、奴隷少女といえども動揺を隠せなかった。

　救国の勇者。人々の望みが創りだした一本の剣を引きぬいた英雄その人だ。

　イチキが張ってくれた結界は。とっさに周囲に目をやったが、すぐにこの勇者に効くはずもないことを思い出す。むしろイチキの構築した高度な結界に興味を惹ひかれて様子を見に来た可能性すらあった。

　なぜここに。声を出しかけ、とっさに押し殺す。

「実は、この都市に肉親がいるんだ。あと、教会に昔の仲間もね。それで神殿に挨拶をしようと思ったら、たまたま君を見かけて」

　奴隷少女の視線から、疑念を読み取ったのか。勇者は自分がこの都市にいる理由を説明する。

　ただの、偶然の出会いだという。

　だが奴隷少女の警戒は解けない。じり、とほんの少しだけ後退する。

「それで、フー──」

　誰かの名前を言おうとした勇者の声をさえぎり、くるりとプラカードを裏返した。

『全否定奴隷少女：回数時間・無制限・無料』

　裏面の文言を見た勇者が、虚を衝つかれたように言葉を止めた。空いた沈黙にねじ込むように、奴隷少女は否定を突きつける。

「なんのことを言ってるのか、わからないの。きっと人違いなのよ」

　言葉こそ全否定ではあるが、彼女のハスキーボイスにいつもの勢いはない。さりとて、素のままの語調というわけでもない。

　ただ素っ気ないだけの声だった。

　力なく、勇者が笑った。

「そうだね。君には、いくら詫わびても足りない」

「あなたどなたなの。知らない人に謝られても、困るの」

「あの頃の僕たちは、勝利に浮かれるばかりだった。勝った後のことなんて考えてもいなかった」

「なんのことを話してるのよ。さっぱりわからないの」

「君のことも、きっと私財を持って逃げ出したんだろうと、行方を捜すこともしなかった。敗者を追い討つような真ま似ねはしたくない。そんなことを言っていた。……いいや、違うな。僕は安あん堵どしてたんだ。ようやく、終わったんだと。これ以上続けたくないと、そう思っていた。五年も、時間を費やしたからね。早く終わらせたがっていたんだ」

「いつの頃の話か知らないから、もう話すのはやめるの」

「すまない……本当に、すまない……僕の、せいだ」

「……」

「あれから、知ったんだ。君が、どうなったのか……どうして君が、ああだったのかを」

　謝り倒す勇者に、奴隷少女はとうとう黙り込んでしまった。

　勇者は頭を下げ続けている。頭を下げる直前の勇者の視線は、奴隷少女の身に着ける首輪に注がれていた。

　別に。

　勇者の態度に、少し不ふ貞て腐くされた気持ちで彼女は思う。

　勇者がなにを知ってなにを想像したのかは知らないが、別に、自分は不幸などではなかった。

　彼女はこの首輪自体には恨みはない。むしろ、感謝すらしている。

　これがなければ他人との会話すら、ままならないのが自分なのだから。

　それに。

　──ほら、笑えって。お前、顔がキレーなぶん、無表情だとこえーんだよ。えへっ、って笑ってみ？　わざとらしいくらいにさ。口調もやわらかい感じで!!　ほれほれ。

　──……こんな感じ、なの？

　──あははははっ。お前、めっちゃ顔が引きつってる！　なんだそれっ。くっそ笑える！

　──……殺すぞ、クソ兄。

　──ね、姉さま！　落ち着いてくだいませ。兄さまもなんでそう姉さまをからかうのでございますか！

　人の尊厳をはぎ取られるような場所に落ちた。尊位をなくし、人の世の不幸と呼ばれる檻おりに入った。生まれとは真逆の立場、転落していく過程で首輪をつけられて──それでようやく、自分は誰とでも会話をすることができるようになった。

　人並みになったのを悲劇と呼んで謝罪されるようなことは、されたくなかった。

　帰ってくれないだろうか。そう思うが、なにやら自責に囚とらわれた勇者はまるで動く気配がない。

　奴隷少女は、しぶしぶ口を開く。

「あなたが誰のなんの話をしているのか、さっぱりわからないのだけれども……」

　どう話すべきか。迷った末に、奴隷少女は全否定の文言を掲げたまま切り出した。

「あなたの言う人は、きっとあなたの思っていた通りに逃げ出したのよ」

「……！」

　勇者が、はっと顔を上げる。

「そ、そんなはずはないっ。あれから調べたんだっ。調べて、知ってしまったんだ……！」

「調べたとか言われても困るの」

　首輪へと同情するように注がれる視線に、奴隷少女は鬱陶しげに顔をしかめる。

「きっとその子供とやらは私財をもって逃げだして、行く先を偽装して行方をくらませて、いまも辺境の田舎いなかでのほほんと生きているのに決まっているの。あなたの言う少女は、自分の愚かさも自分という存在の罪深さも知らないで、いまもぬくぬく幸せに生きているに決まっているのよ」

　奴隷少女は、ありもしない嘘うそを勇者に語る。

「あなたが調べたなんて言う出来事なんて、なかったの」

「そんなわけが──」

「いいのよ。そういうことなの。あなたは正義の味方なの。民衆の想おもいを受け取って、あなたは悪の親玉を撃退したの。めでたしめでたし、終わりなの」

　バレバレの嘘を語る奴隷少女の脳裏に、一人の少年のソプラノボイスが再生される。

　──ま、なんにせよ自由になったんだ。オレとお前とイチキ。三人兄妹きようだいならできないことなんてねえよ！

　──ふふっ、そうでございます！　血は繋つながらずとも我らの絆きずなは一つ！　世界一でございますっ。

　──……一人、お話にならない雑魚がいるけどね。

　──オレのことか!?　オレのことだろ！

　愛すべき兄妹と出会えたから、彼女は勇者を恨まない。

　愛すべき兄妹と出会えたから、彼女は勇者に感謝をしつつも、彼を許すことなんてできなかった。

「あなたの助けがいらない人も、この世にいると認めるの」

　国を救ったこの人ですら、助けることをしなかった人々が確かにいるのだから。

「わかったら、とっとと消えるの。ぺっ！」

　唾を吐くジェスチャーと同時に、奴隷少女はプラカードを裏返す。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

　どれだけバカらしくても、どれだけ奇き天て烈れつに見えても、いまの自分の役目はこれなのだ。

　イチキと一緒に泣きながら手作りしたプラカードをそっと口元にあてて、奴隷少女は静かに微笑ほほえんだ。

　これ以上、なにかを語ることはない。

　奴隷少女と勇者の関係は、そんなものなのだ。

　彼と自分は、いまを除き過去に一度だって言葉をかわしたこともないのだから。それ以上に、なにかがあるはずがない。

「……」

「……」

　無言で、数秒向かい合う。

　最後まで謝罪が受け入れられることのなかった勇者は、うつむいて踵きびすを返す。

　彼がかつて貢献した革命は、十年前に起こり五年前に終結した。圧政を敷いて人民を苦しめたという、民衆の怨えん嗟さが注がれた皇帝を打倒することで勝利したのだ。

　けれども、失脚した皇帝が当時、十と少しの幼子だったということを知る者は、あまりにも少ない。

　勇者が立ち去ったことを確認し、奴隷少女は、そっと目を閉じる。

　──……それで？　世界を救うって妄言はどうしたの？

　──妄言いうなし。魔物ってのは、人のイヤな思いから生まれるんだろ？

　──はい、そうでございます。ダンジョンというのは人の感情領域が集団生活より漏れ出した魔力により定着したものでございます。ですから人に害をなす魔物というものは──

　──あー、よくわかんないから詳しくはいいんだよ。ようするにさ、町に人のイヤな気持ちを受け止める人がいればいいと思うんだよ。

　両手を広げて夢みたいなことを言ったのは、ボロボロに薄汚れた普通の少年だ。

　明るかった声。輝いていた笑顔。世界を祝福するようなボーイソプラノ。

　──オレは弱いからわかる！　疲れたりムカつくことがあったら、そりゃ魔物も生んじまうような気持ちになる！　それはしかたない！　だからさ、そんな人の愚痴を受け止めるような人がいたら、きっとダンジョンからも魔物が消えるんだよ。愚痴を叫んでさっぱりすれば、イヤな気持ちなんてなくなるだろ？

　自分のような秘ひ蹟せきの産物でもない。

　イチキのような、深い学識もない。

　──そうやって悪意を発散させてやれば、ダンジョンは人の善意の結晶になる！

　声が、綺き麗れいだったから。

　そんなくだらないことで故郷から攫さらわれ、首輪と値札を付けられた、ソプラノボイスの少年。

　──それができたら、オレみたいな雑魚野郎でも世界を救った英雄だって言えるぜ！　どうだ！　すっげえ考えだろ！

　もちろん、そんなことはありえない。

　ダンジョンは、確かに人の感情でできている。だから、町ゆく人の悪意が残らず消え失うせれば、確かにダンジョンから魔物の存在はなくなるかもしれない。あくまで、理論上は。

　だが現実、人の悪意は消え去らない。表にぶちまけられる程度の悪意は、とてもささやかなものだ。

　──せっかく自由になったんだ。夢はでっかく、世界を救う商売をするんだよっ。料金は、一回十分千リンってとこだな。へへっ、看板を用意して、いろんな人を励ますんだっ。

　──……やっぱ、クソ兄の考えはくだらない。

　──そうでございます！　いけませんよっ、兄さま！　そんな変な看板を持ったら姉さまに変なことをお願いしようとするクズが現れるに決まってます！

　──なら自衛の時は全否定になるんだよ!!　イチキがいれば、大体大丈夫だろ？　第一、こいつすげえ強いじゃん。むしろ危ないのはオレだ。オレを守れ、妹たちよ。

　──は、はい！　全力でお守りいたします！

　──……うわぁ。他力本願。

　首輪をつけた三人の子供が、人畜から逃げながら語り合った、くだらない想像だ。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

『全否定奴隷少女：回数時間・無制限・無料』

　奴隷少女は、プラカードを口元に寄せる。

　彼女は、もう知っている。

　この看板を掲げるのが、限りなく意味のない行いだということを。

　こんなことをしても、世界を救えないということを。

　それでなかったら──『騎士隊より厳格なる必要悪』など、ただのおとぎ話で終わって存在しなかった。

　潰ついえたはずのおとぎ話がつぎはぎの現実になり、奴隷少女がここに立つようになってからも、ダンジョンで生まれなくなった魔物は、ほんの微々たるものだろう。

　それでも、それでもだ。

「奴隷少女ちゃーん！」

　常連シスターさんが駆け寄ってきた。

　勇者の相手をして、知らず緊張を高めていた奴隷少女は、ふっと口元を緩める。一番のお得意様の常連シスターさんとのやりとりは、彼女にとっても楽しい仕事なのだ。

　奴隷少女はシスターさんの取り出した千リンを受け取る。

　あの日に血のつながらない三人の兄妹きようだいが語った、一回十分千リンの夢。

「今日も疲れたんだぁ！　はい、千リン！」

「今日もお疲れ様なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　えへっ！」

　形になった夢を掲げて、奴隷少女は今日も明るい笑顔でハスキーボイスを響かせた。





・妹の全肯定




　レンの視界に、黒い影が立ちふさがった。

　全身鎧よろいでも纏まとうように隙なく体を甲殻に覆われた魔物だ。ぎちぎちとかみ合わされる大顎に、六本の細い節足。人の背丈ほどもある巨大な昆虫が目の前にいた。

　襲い掛かってくる魔物は、蟻ありの姿をしていた。群れであり、自我はない。末端の一匹まで統制されて効率を突き詰めたような感情のない動きで駆動する。統率を体現したような群体の末端だ。

　ダンジョンが人の感情の寄り集まりだというのならば、この光景も人の中にあるはずのものだ。

　だが、この無機質な魔物は人の感情のどのような部分から生まれるのか。

「はァっ！」

　そんな疑念を抱かずにはいられないような魔物に対して、レンは恐れずに剣を振るう。

　肉体強化に武器強化。経験を積み重ね、感覚的に行使できる近接魔術。闘うための魔力運用は、レンの能力を引き上げる。

　黒い甲殻を叩たたき斬った刃やいばが、魔物の頭を割る。

　頭部を二分割にされ、なおも相手は動く。昆虫を模しているからか、それとも別の理由からか。頭を失っても簡単には死なないのだ。

　だがレンには油断はなかった。続けざまに相手の体の中心に剣を突き刺し、下腹部まで引き下ろす。三つの副脳を叩き割られた魔物は、機能停止というのがふさわしいような唐突さで動きを止めて崩れ落ちる。

「ふっ！」

　鋭く息を吐いたレンは、一回の勝利に浮かれることなどしない。

　一匹で止まっている暇などありはしない。続けて、二匹目三匹目と。鋭く、余分なものを削そぎ落とした剣で襲い掛かってくる前足を切り落とし、時には徒手空拳も混ぜた闘術で巨大な蟻たちと渡り合う。

　もちろん、レンのみならず他のパーティーメンバーも同等以上の活躍をしている。

　特に主力の四人のうち三人は巣穴に突入して、女王蟻を狩りにいっている。

　残り、レンと弓使いの先輩冒険者がオトリとなって、巣穴から兵隊蟻を吐き出させているのだ。

　弓使いの先輩が残っているが、彼の援護がレンのところにだけ重きを置かれているということはない。状況に即した魔術を矢に込めて、相手の群れを削り取る。未熟者をフォローする動きではなく、前衛を壁として扱う代わりに後衛としての役割をこなす。

　レンは前衛として、過不足なく機能し始めているのだ。周りとの連携、個人としての技量。どちらも十分に備わりつつある。後輩の成長を感じた弓使いの先輩冒険者は口元をほころばせつつも、一矢。放った矢は、蟻ありの群れの中腹に食い込み巨大な爆発を起こして削り取る。

「……へえ」

　女王蟻の討伐を無事終えて巣穴から出てきたミュリナは、真っ先にレンの活躍に目を奪われた。

　兵隊蟻は決して弱い魔物ではない。彼らの体を覆う甲殻は肉体強化、武器強化のない人間の攻撃ならばたやすく弾はじく強度を持つ。動きこそ速くはないが、機械的なまでに徹底された集団戦法は脅威的なものだ。

　それを、レンはさばいて打ち倒している。

　なんでもない魔物の一匹に怯おびえて、荷物をばらまいた少年の姿はそこにない。ミュリナが初日に役立たずと見下した彼は、パーティーに入ったばかりの頃では考えられなかった成長を遂げている。

　知らず、レンの戦いぶりに見入っているミュリナの様子に、微笑ほほえましいなぁと女剣士が声をかける。

「ふふっ。頑張ってるわね、レン君。思わず見ちゃうのもわかるわぁ」

「──はぁ!?　いやっ、ちが！」

　自分の視線の先を指摘され、びくんっと少々過敏な反応をしたミュリナは、とっさに一呼吸の間を入れる。

　鋭く息を入れて、短く吐く。それだけで精神を落ち着けた彼女は、顔を背けて、すまし顔を作った。

「違いますっ。あの新人が危なっかしいから注意を払ってるだけです。……先輩として！」

　少し強すぎる否定を放って、頬ほおに赤みを残したミュリナは蟻の群れに突っ込んでいく。すれ違いざまに兵隊蟻を焼いて切り刻む彼女の力量は、近接戦闘だけに絞ってもやはりレンと比べれば数段上だ。

　ミュリナを見送った女剣士は、あらあらと笑いながら剣を一振り。寄ってきた魔物が数体、まとめて切り刻まれて四散した。女性陣二人の様子をあきれつつも見守っていたリーダーは、秘ひ蹟せきでもって結界を発動して魔物を閉じ込め、浄化を放つ。

　やはり、まだまだレンの力は未熟で発展途上。

　けれどもレンも、ようやく彼らと比べる秤はかりに乗せられるほどに成長し始めていた。




　レンが主に食費を削って奴隷少女ちゃんのもとに通うようになって早一週間。

　この都市に来てから一番の絶好調だった。

「今日も失態はゼロだぁ！」

　ダンジョンの探索の帰り道。

　なにか突出して功績を挙げたわけではないが、レンのような初心者にとって、周りの足を引っ張らないで戦えるようになったという喜びは大きい。

　最近、自分は強くなっている。

　戦いの時に視野が広がった。思う通りの動きができるようになってきた。自分で自分の役割が見いだせてきた。主力の四人には及ばずとも、自分で状況を判断して戦えるようになってきたのだ。

　それが、たまらなく嬉うれしい。

「これも奴隷少女ちゃんのおかげだな！」

　最近の好調の理由を、レンは笑顔で断言する。

　間違いない。奴隷少女ちゃんのもとに通うようになってから、ぐんぐん調子が上がっているのだ。最初は奴隷少女ちゃんとお近づきになりたいだなんて気持ちがあったが、そんな下心を抜きにして、一利用者として自信を持っていえる。

　奴隷少女ちゃんの効能は素晴らしいのだ。

　なにせ人間、日々のストレスがまったくないなどありえない。

　その日の自分の成果を奴隷少女ちゃんに告げて全肯定してもらう。あの快活な声で、自分の積み上げてきたものを全肯定されると、嬉しくてしょうがない。もっともっとやろうという気持ちになるのだ。

　褒めて伸ばしてくれるとは奴隷少女ちゃんのことだ。

　もはや奴隷少女ちゃんの全肯定は生きがいだ。素晴らしい日々とは奴隷少女ちゃんがいる日常である。いまや奴隷少女ちゃんのいない日々など考えられない。一日一奴隷少女ちゃん。完全にレンの日課として身についた。

　そんなわけで今日も今日とて冒険終わりに奴隷少女ちゃんのいる広場に向かうと、途中で知り合いと顔を合わせた。

「ありゃ、レン君」

「あ、こんにちは」

　二十歳前後の、どことなく清せい楚そな雰囲気のあるお姉さんだ。常連のシスターさんである。

　神殿から公園広場に向かう道の途中だ。つまりはどちらも奴隷少女ちゃんに会いに行くという目的は同じである。見なかったことにして知らんぷりするような仲でもないと、にこやかに挨拶を交わす。

「レン君も、これから奴隷少女ちゃんのところに行くの？」

「はいっ、そうなんですよ！」

　どうもレンたちのパーティーの探索終了時間と彼女の退勤時間が重なることが多いらしい。今日のように道中を共にするのは初めてだが、奴隷少女のいる広場ですれ違ったりすることが多かった。

「最近、レン君も調子がいいみたいだもんね。わかるわ。奴隷少女ちゃんのところに通うようになると、一日の締めが一味違うもんね」

「一日の終わりに全肯定をしてもらうと、充実感がまるで違いますよね。いいことがあればいいことを思いっきり全肯定してもらえますし、悪いことがあれば励まして全肯定してもらえますもん。帰った後の寝つきも、いままでとは違うんですよ！」

「そうなのよ！　完ぺきな一日の締めとは、奴隷少女ちゃんのことだわ。まったく、奴隷少女ちゃんを知らない人はかわいそうよねっ」

「間違いないです！　あ、俺、冒険者を続けるつもりなんで、これからもシスターの皆さんとは良好な関係でいたいです」

「ふふっ。私もよ。冒険者の皆さんはお客さんだし、レン君みたいなちゃんとした子が増えてくれるのは嬉うれしいわ」

　同じ奴隷少女ちゃん愛好者同士、にこやかに話しているようだが内実は違う。お互い愚痴のことは外で口外しないようにしよう、という遠回しな確認である。

　なにせレンとシスターさんは、顔見知りなのだ。しかも神殿のシスターとダンジョンを探索する冒険者という日常的に仕事で顔を合わせやすい間柄だ。奴隷少女ちゃんに叫んでいる愚痴を周囲にばらまかれたら、どちらも非常に困った事態に陥る。

　かといって、お互い奴隷少女ちゃんの利用ができなくなるのは困る。日々の癒いやしなのである。日々の活力なのである。もうこの二人は、その日にあったことを奴隷少女ちゃんに叫ばずにはいられないのだ。

　だからこそ、奴隷少女ちゃんに話したことは絶対口外不可と、明言を避けつつも牽けん制せいし合っているのだ。

「そういえばレン君、最近なんか痩せてきてない？　大丈夫？　ちゃんと食べてる？」

「え？　ぜんぜん大丈夫ですよ。むしろ、調子がよくなっているくらいです」

　移り変わった話題に、レンは絶好調だと明るい表情で答える。

　もちろんレンは最近、あまり食べていない。

　一回千リンを捻出するために、生活費を削っている。

　節約生活の際、最初に犠牲になるのは食費であり、最後に犠牲になるのも食費だ。つまり、いまのレンの食糧事情は最低限。かつてない粗食を強いられている。

　だが不思議なことに、レンの調子はよくなっている。明らかに魔力の量が上がっているし、感覚が鋭くなったことで近接魔術の運用も上う手まくなっている。むしろ最近、水と塩だけで生きていけるんじゃね？という感覚だ。事実、昨日から水と塩だけの生活を送っているというのにまるで問題がない。むしろ冴さえに冴えていた。

「俺、知らなかったですよ。人間っていうのはずいぶんと余計なものを抱えていたんですね。無駄なものがそぎ落とされた分、体が軽いです。こんな気持ち、初めてですよ!!」

　レンは熱っぽく語る。人間は、強くなるためには余分なものを排するものなのだ。余計なものがそぎ落とされることで、鋭くなる。純粋なる人として完成に近づくのだ。

　自分は真理に到達しようとしている。レンにはその確信があった。

「俺、ちょっとわかってきたんです。強さっていうのは、肉体の呪縛から解き放たれた先にあるんですよ！　魂と精神の解脱が強くなることにつながるんです!!」

「そ、そう……」

　シスターさんは若干引いていた。

　そういえば断食修行好きな先輩が似たようなことを言っていたなと思うが、シスターさんはあんまり深く考えないようにした。レンとシスターさんはプライベートに深く突っ込むほどの関係ではないのだ。変なことを言ってるなと思ったら、そっと一歩引いて触れないようにする。心の距離を保つのは、人間関係を円滑に進める一つの手段だ。

　ほどなく広場にたどり着くと、口元をプラカードで隠した奴隷少女ちゃんが楚そ々そとした立ち姿でたたずんでいた。広場に入ってきた二人に向かってにこりと微笑ほほえむ。

「どうする？　どっちが先にしよっか」

「あ、じゃあお先に──」

　どうぞ、と言おうとしたレンは、不意にめまいに襲われた。

　バランスを崩してたたらを踏んで、あれ、と思ったときにはもう遅い。

　すうっと血の気がひく感覚がしたと思ったら、唐突に喉元まで吐き気が迫る。平衡感覚がなくなり、腰にある体の中心点から、こらえようもなく体を支える力が霧散して立てなくなった。

　レンが、ぷっつりと糸の切れた人形のように地面に崩れ落ちた。

「へ？　レ、レンく──」

　シスターさんの慌てる声も遠ざかり、ぱったりと倒れたレンは意識を手放した。




　レンが目を覚ますと、見知らぬ天井が視界に映った。

　ぱちぱち、と数度の瞬まばたき。意識を覚醒させたレンは上体を起こし、無意識に軽く頭を振る。寝起きでぼうっとするが、それ以上でもそれ以下でもない。

　しかし、ここはどこだろうと寝起きの頭が回転し始めた時だった。

「おはよう」

「ぇ？」

　声のした方向に顔を向けると、枕元に置いてある椅子にミュリナが座っていた。

　本を読んで時間を潰していたのか。レンが目を覚ますのに気が付くと同時に、読みかけの学術書を閉じてレンに質問を投げかける。

「吐き気は？　頭痛は？　ある？　ない？　視界はちゃんとしてる？　自分が誰だか声に出して言える？　自分の家は？　ほら、さっさと答えなさい」

「あ、いや、吐き気も痛みもないです。先輩の顔もきっちり見えてます。俺はレンです」

　促されるままに自分の家の住所も述べると、ミュリナはおざなりに頷うなずいた。

「あっそ。ならいいわ。……体調に関して、嘘うそ、吐ついてないわよね？」

「ないですないです！　誓って！　ていうか、ここどこですか？」

　不機嫌そうに目を細めたミュリナの念押しに、慌てて答える。

　返答とレンの顔色から、体調に大事はなさそうだと判断したミュリナは簡潔に告げる。

「ここ、神殿の至聖所アバトンよ。あんた、倒れたのよ」

「え!?」

　鼻を鳴らして知らされた事実に、自分の状況を理解できていなかったレンは驚きよう愕がくする。

　神殿の至聖所アバトンといえば、少し前までミュリナが治療で入っていた施設だ。言われてみれば、いま自分が寝そべっている寝台には見覚えがある。ミュリナへの見舞いに来た時の部屋とほぼ同じだ。

「倒れたって、俺がですか？」

「そりゃそうよ。いまそこで寝転がってるじゃない」

「た、確かに……」

　声に隠しきれない怒気がにじんでいるミュリナの返答を聞き、ようやく現状を把握したレンは愕がく然ぜんとする。

　少し記憶がはっきりしていないが、自分はあの広場で倒れたらしい。それで急患として神殿に運び込まれたのだろう。

　倒れた理由は、ここ最近の生活習慣を思い起こせばすぐ見当がついた。

「空腹による貧血からの卒倒で、転んだ時に頭打って気絶。よかったわね、近くにシスターさんがいてくれて」

「うっわぁ……」

　レンがいまさっき推察した通り。

　なぜかひどく機嫌の悪そうなミュリナから、断食もどきが原因だったと聞いたレンは深くうなだれた。

　公園広場での気絶は突然起こったかのように見えるが、実のところ当然の帰結だった。

　粗食に冒険者としての活動による肉体の酷使。普通に空腹を感じる臨界点を超え、変なテンションに突入していたところも通り抜けて、順当に限界が訪れたのだ。それがたまたま、あの広場でということだっただけである。

　そしてレンが倒れた場所に居合わせたシスターさんが応急処置と神殿への運び込みをしてくれたらしい。

「運び込まれてから一回、目を覚ましたらしいわよ。用意された栄養食を食べたらそのまますやすや眠り始めたって」

「マジですか……」

　その時の記憶がまったくない。

　能天気すぎるだろうと記憶のない自分の行動に頭を抱えるレンに、ミュリナは厳しい目を向ける。

「それよりも、よ」

　ばちりと弾はじけるような怒りに満ちた声と視線だった。向けられた怒気に、レンはびくりと肩を震わせる。

「断食で感覚領域を広げて魔力運用を高めるっていうのは、わりとありふれた手段だけど、やり方がおかしいわよ。どこで聞きかじったの？」

「いや、その……」

　探るような、咎とがめるようなミュリナの視線と目を合わせられずに、レンは目を泳がせる。

　どうやら魔力を高めるため、れっきとした修行方法として『断食』があるらしい。お金がないからということで続けていた粗食生活は、意外にまっとうな修行だったようだが、誰から聞いたというわけでもない。

「……その様子だと、誰かから入れ知恵されたわけでもなさそうね」

　どう答えたものかと返答に迷うレンに、きつめの口調でミュリナが告げる。

「いい？　そういう精神修行は、普通なら環境を整えてやるものよ。ダンジョンの探索もやりながら断食修行もするなんて、体が保もつわけないじゃない。バカとしか言いようがないわ。やたらと調子を上げていると思ったらとんでもない無む茶ちやをしてたって、他のみんなも怒ってたわよ」

「うぐっ。す、すいません……」

　探索帰りに町中で倒れたのだ。無茶をしていたと言われて反論などできるはずもない。レンは再度うなだれて謝罪をする。

　ダンジョンで倒れなくて本当によかった。

　調子が上がっていたなど勘違いにもほどがあった。切り詰めた生活が結果的に修行になっており、たまたま冒険生活と噛かみあっていただけだ。一歩間違えれば、ダンジョンで倒れてパーティーメンバーに直接的な損害を被こうむらせていたかもしれない。

　もしそうなっていたらと想像して、ぞっと背筋が冷える。

　自分のなってなさを反省してから、レンはいまいる場所を改めて自覚して冷や汗を流す。

「あ、俺、治療費が……」

「大丈夫よ」

　治療は慈善事業ではない。どの程度の費用がかかるのか。お金ないぞと青ざめるレンの心配をミュリナがぬぐい去る。

「うちのパーティーは、こういう時のために資金をプールさせてあるから。治療費はパーティー資金から出してくれるわ」

　自己管理不足だった分、好意がざくりと胸に刺さった。

　ダンジョンの外での体調不良で倒れ、治療費はパーティーが負担してくれた。しかも自分の不摂生が原因なのだ。倒れたのがダンジョンの探索時でなくとも迷惑をかけたことには変わらないと自覚して、レンの胸に自責の念が押し寄せる。

「いや、俺の責任です。すいません。次の給料から引いておいてください」

「はあ？　なに言ってんのよ。あんたいつから責任なんて語れるほど偉くなったの？」

　レンの言葉に、ミュリナがきりりと眉を吊つり上げる。

「なんのために利益分配を削ってまでパーティーとしての資金を貯ためてると思ってんの？　こういう時に還元するのは、パーティーとしての義務よ。それをあんたが個人で補填しようなんて、リーダーが認めるわけないでしょう。思いあがるのも大概にしなさい」

「ぐっ……」

　言葉が厳しいのに、扱いが真っ当で優しすぎる。

　一言も言い返せないありがたさが身にしみて、自分の馬鹿さに泣きたくなった。

　世の中、わずかな賃金で他人の誇りを利用し使い倒して搾取しようとするものもいる。だというのに、ちゃんと他人に対して惜しまずにお金をかけてくれる人も、確かに存在するのだ。

　本当に自分は恵まれている。

「ほんと、ありがとうございます」

「どーいたしまして。リーダーにもちゃんとお礼と迷惑かけた謝罪はしておきなさいよ」

「もちろんです」

「あっそ。体調が大丈夫そうなら、あとは簡単な診察をして神殿からは今日中に出て行くことになると思うわ。ただ、探索は三日間休めって、リーダーからの伝言。これ、強制休暇だって。その間に体調を整えておきなさいよ」

「はい……」

　返す返すもありがたいやら申し訳ないやらで、感謝の念よりも自己嫌悪のほうが勝った。ずうんと気落ちする。

「俺、ほんとダメですね」

　言うつもりがなかったのに、思わず弱音が漏れた。

「なにもできない初心者がから回って、上う手まくいきはじめたと思ったらこんなんで……ははっ。いつまで経たっても、ダメなやつはダメなんですかね」

　一度漏れてしまえば、情けなさが止まらずにこぼれ出た。

　レンの自虐に、機嫌が悪そうなしかめっ面をしていたミュリナは「はぁ」と息を吐いた。

「あのね。時間は、人の中を流れないわ」

　なんの話だろうか。顔を上げたレンに、ミュリナは強い瞳で続ける。

「時間はすべての人の中に積み重なっていくの。流れて過ぎたりはしないわ。全部、たまっていく。だから変わらないことなんてあり得ないし、なくなることなんてないの。仕事でもプライベートでも、誰かと一緒に過ごせば、その人の時間も共有して積み重なるわ。今回のことだって……そりゃまあ、叱られてしかるべきことだけど、無駄にはならないわよ。実際、魔力の運用精度はあがっただろうし」

　自分のものを自分のものとして掴つかみ取るあり方。失敗も自分のものにするというミュリナの理念である。

　それをレンに合わせて提示してくれている。

「あるでしょ、あんたの中にも。あたしたちと過ごした時間が」

　一拍遅れて、気が付く。

　ミュリナはレンを叱しつ咤たしているわけではなく、慰めてくれているのだと。

「認めなさい、認められていることを。みんなとの時間を否定することは、許さないわよ」

　ぐっ、と唇をかみしめる。

　レンにとって、ミュリナは同世代だというのに、どうしても敵かなわない存在だ。競い合う以前の数段上にいる相手である。

　悔しいし、見ていてたまに嫌になる。

　だがこの人の、こういうところには──どうしようもなく心を奪われるほど、強いのだ。

「はいっ……！」

　悔しい時のバネに、失敗した時の教師に、迷った時の目標に。

　自分の起点となるのは、この人なのだと、レンは思い知らされる。

「わかればいいのよ、わかれば。だから、無理はやめなさい。……心配になるでしょうが」

　レンの返答に、ミュリナは鋭い切れ長の目元を緩める。機嫌が悪いように見えたミュリナだったが、純粋に心配してくれていたからこそのものだったのだ。

　本当に、自分は周りに恵まれている。

　それを自覚してから、しかし、とレンは与えられた休暇の過ごし方を考える。

　体調を整えるにしても、どうするか。結局生活費はギリギリである。給料日まで、一週間近くある。さすがに奴隷少女ちゃんのところに通うのは控えるとして、滋養のある食事となると高くつく。

　もちろん臨時収入などない。売れるものもない。服を売るか？　一瞬考えたが、やめておく。どうせ買い叩たたかれるのがオチだ。大したお金にならないだろう。

　あーでもないこーでもないと考えつつも、黙ったままなのはミュリナにも悪いので雑談を振る。

「そういえば、なんで先輩がここにいるんですか？」

「他のメンバーはダンジョンの探索。一人、残って待機しておく役目を押し付けられただけよ。なによ、あたしが残っちゃ悪い？」

「あ、いえ。そんなことはないです」

　人選が意外だったから疑問に思ったのだが、確かに失礼な質問だった。

　ミュリナが当初の不機嫌さを思い出したかのように、つーんとそっぽを向く。

「どーだか。目が覚めた時に、あのシスターさんがいてくれてたほうがよかったんじゃないの？　あのシスターさん、私服だったし……プライベートで会うほど仲がいいんでしょ？」

「シスターさんと、ですか」

　レンは目をぱちくりさせる。

　この神殿には多くのシスターが駐留しているが、ミュリナの言っているのは常連のシスターさんのことだろう。

　レンとシスターさんの関係は、別段悪いものではない。だが仲がいいとも言えない。シスターさんはレンの名前を知っているが、レンはシスターさんの名前を知らない。仕事で顔を合わせるし好意的な関係でいたいが、プライベートでの接点を増やしたいというほどでもない。だいたいそんな感じだ。

「仲がいいのかは、わかんないですけど……まあ、道でばったり会ったら世間話をする程度には。あ、やっば。勤務時間外で時間使わせちゃったの、あのシスターさんに謝らないとですね。──って、そういえば、名前も知らないや……」

「……ふーん。名前、知らないんだ」

「ええ、まあ。仕事で顔を合わせるか、偶然外で会うかですし」

　助けてもらったことには感謝の念しかない。そして、あのシスターさんに迷惑をかけて放っておいたら奴隷少女ちゃんへの愚痴コースだ。頭を下げる相手がまた増えたと嘆くレンに対し、ミュリナは自分で質問しておきながら素っ気ない。

「そう。そうなんだ……」

　どことなく上の空なミュリナは、人差し指に自分の金髪をくるくる巻きつけていじりながら、また別の質問を投げかける。

「あたしの見舞いの時のこと、あったじゃない」

「はあ」

「あんた、あれ以来、なにもしてこないわよね」

　なんの話だろうか。

　雑談だからどうでもいいといえばどうでもいいのだが、脈絡のない話題の飛び方にレンは戸惑いを隠せない。

　レンの交流関係の話になったかと思えば、唐突にお見舞いの時の恋愛相談の話に飛んだ。なんだろうか。なにもしてこないとは、この人にもっと恋愛相談をしろということだろうか。だがレンには、弓使いの先輩に相談する以上にこのミュリナに恋愛相談する意義が見いだせない。

　変なことを口走ったと思ったのか、ミュリナが顔を赤くする。

「あ、いや、なんでもないわよっ。いまのは忘れなさいっ」

「はあ」

　忘れろというなら、気にするべきでないだろう。人間誰しも、変なことを口走ることはあるのだ。

　だからレンはいまの話題には触れない。相手の気に障らないように穏やかに微笑ほほえみ、これからの自分の方針を告げることにした。

　今回、レンは無む茶ちやをして倒れたと思われているのだ。ならば、こいつはもう大丈夫だと安心させるような言葉を考えて選び、口に出す。

「大丈夫です。焦らずじっくり認めてもらおうと思っているので」

「なっ。あ、んたは──[image: ][image: ]っ！」

　頬ほおの朱をのぼらせたミュリナは、さっと顔をそらす。

　そして赤くなった顔で立ち上がって、一言。

「ちょ、調子に乗るんじゃないわよっ、ばーか！」

　子供じみた捨てゼリフを残して立ち去っていった。

　そして残されたレンはといえば。

「うん、確かに調子に乗ったらまずいな。今回、調子がいいと思ってたら倒れたし」

　真剣な顔で、うむうむとミュリナの言葉を自分なりに解釈して頷うなずいていた。










　神殿から出たミュリナは、一人、少し頼りない足取りで歩いていた。

　視線は、どことなくぼうっとしており、頭にふわふわした熱が残っている。秋も終わりかけの季節だ。冷える空気にあてられ、頬が熱を持っていると自覚できた。

　不快な熱さではない。じんわりとした熱はなじみがなく、胸にまで伸びて心を落ち着かなくさせるような不確かさをもたらしていた。

「ああっ、もう！」

　苛いら立だたし気な声が口をついて出る。ただの八つ当たりの発声でなにかが変わるということはなく、ふわふわとした熱はいつまでもとどまり続けていた。

　ここ最近の自分は、あまりにも自分らしくない。

　自分の変調をミュリナは自覚していた。その原因もだ。考えるまでもない。あの新人、レンのせいである。

　──俺、好きになっちゃいました。

　至聖所アバトン入りしていた自分に向かって放たれた、考えなく漏れ出したような軽い告白を思い出す。

　当時はいきなりすぎて焦ったが、もちろん自分はその場で断った。本来なら、それで少し気まずくなりつつも終わりになるはずだった。

　だというのに、あの新人が続けた言葉たるや、予想の斜め上だった。

　──でも、この気持ちは抑えられないんですっ。

　バカの一言である。

　そんなことを言われたものだから、多少、警戒した。しつこくアプローチをかけられたら嫌だし、仕事をおろそかにするような真ま似ねもされたくなかった。恋愛感情をこじらせた人間がどれだけ厄介か、容姿に優れているミュリナは経験的に知っていた。

　だから当初は注意深く距離を計った。

　だというのに、レンはミュリナがあっけにとられるほど普段通りなのだ。

　彼女とレンが顔を合わせるのはほとんどがダンジョンでの仕事なのだが、その時のレンの態度は本当に普通としか言いようがない。彼女と他のメンバーと、接する態度に大きな変わりはない。あんなことを言っておきながら、レンはなんでもないかのような態度で自分に接する。

　あまりに普通すぎるから「あれ？　もしかして気が変わったの？」と油断したタイミングで、今日みたいなことを言うのだ。

　だから、油断できない。

　気を抜くまいと気を引き締めれば、自然とレンの挙動を目で追うようになる。

　他のパーティーメンバーとよく交流してるな、とか。弓使いのディックさんと特に仲がいいのか、とか。ああ、なんにも知らなかった時とは比べものにならないくらい魔力運用が上う手まくなったな、とか。剣の扱いがさまになってきて、あいつも冒険者になってるんだな、とか。本当に頑張ってるんだな、でなきゃ、ただの素人しろうとが短期間でここまでになれないよな、とか。少し痩せてきたけど、体の調整でもしているのかな、とか。その変化を見ていた矢先に断食修行なんていう無む茶ちやで倒れて、自分はちゃんと見ていたのになんであいつが無茶してるのに気が付かなかったんだと自分に腹が立って、だから今日も自分が残ってレンが目を覚ますまで待ちますなんてリーダーにお願いして、それでレンを運んできたシスターさんに事情を聞いて、途中でそのシスターさんが私服だったのに気が付いて、自分に告白したくせにプライベートでこんなきれいな人と会っていたのかとなぜか腹が立って──はたと気が付いた。

　まるで、自分ばっかりレンのことを考えているようではないか。

　こんなのは、おかしいだろう。

　なんで告白された自分のほうが、余裕がなくなるのか。

　違うのに。向こうが、一方的に言ってくるだけなのだ。だから自分の方からあいつがどうだなんて、あるわけない。

　ぐっと拳を作って握りしめる。

　息を、鋭く吸って溜ためる。精神が平衡を失った時、彼女は意識的に呼吸を整え思考をフラットにする訓練をしている。それは六歳の時に倒す相手を定め戦うと決めて以来、積み上げてきた成果の一つだ。体の変化が精神に直結すると知っているからこそ、彼女は自分の肉体を律する術すべを身につけた。

　もっと、研がなくては。

　薄く、鋭く、触れれば切れる刃やいばのように。己の人生を、一振りの剣とするために。

　そうして、目標に刃となった己を突き立てるのだ。

　そのために、自分は。

　なのに。

　──焦らずじっくり認めてもらおうと思っているので。
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　握りしめた拳を、そのまま自分の額にぶつけた。

　ごつん、と鈍く音が鳴る。自分でやっておきながら、涙がにじむくらい痛かった。

　その痛みでさえも、雑念が振り払えない。

「なんでよ……」

　痛みで涙目になりながら、ままならない自分へのうめき声が漏れる。

　こんなんじゃだめだ。それだけはわかっているのに、制御できない。精神を、心拍を、呼吸を。乱れていく心が、どうしようもない。

　なんで、こんなざまになっているのか。

　ぜんぜん、わからない。

　わかりたく、ない。

「──ん？」

　定まらない気持ちそのままでふらふらと歩いていて、いつの間にか入り込んでいた場所で気が付いた。

　この公園には、結界が張ってある。

　非常に薄く、しかし洗練された職人技の結界だ。攻撃性はなく、精神に干渉して人を避けるような効果を持ったものである。効力は強いものではないが、構築練度が並外れていた。

「……ふーん？」

　興味をひかれたミュリナは、なんとなく、その起点になっているところに向かう。

　彼女自身、魔術師だ。公共の場に結界が張ってあるのはおかしいし、これほどの結界となると関心が湧く。なにより、いまのぐるぐる思考が別に向かってくれればなんでもよかった。

　たどり着いたのは、公園の広場から少し離れた場所に設置してあるベンチだった。

　そこに、一風変わった衣装の黒髪の少女が座っていた。

「あら？」

「およ？」

　金髪のミュリナと、黒髪の異国風の装束を纏まとった少女。初対面の二人は、お互い同年代の相手を見て意外な遭遇に小さな驚きの声を上げた。

　面識のないもの同士が同じ場所で二人きりになった時特有の、ちょっとした緊張が流れる。

　言葉、通じるだろうかとミュリナが黒髪の少女を見て話しかけるのをためらう。

　なにせ、一見して出身国が違う。

　淡い色合いに染め上げた布を衣装に拵こしらえた、この辺りではまず見かけない装いだ。全体的に余分とも思えるほどの布を使っていながら、野や暮ぼったさはない不思議なデザインである。手先まで隠れる長さの袖先を動かせば、まるで羽を広げたようにも見えるだろう。

　おそらくは東の大国の民族衣装だ。首に巻いたチョーカーがアクセントとなって、たおやかな少女によく似合っていた。

　見慣れぬ構成の結界に引き寄せられて来たが、異国の少女がいるとは思わなかった。予想外の遭遇に、ミュリナはどうするかと勘案する。

　どことなく気まずい空気の中、先に動いたのは相手のほうだった。

　黒髪の少女が自分の座っているベンチの横に、袖から取り出した布をふわりと広げ、微笑ほほえむ。

「隣、どうぞ」

　流りゆう暢ちような言葉だった。

　鈴が鳴るような可か憐れんな声色の、聞き取りやすい発声だ。言語が通じないということはなさそうだが、相席を勧められたミュリナは小首を傾かしげる。

「……なんで？」

「どうして、と。そうでございますね」

　初対面の相手と相席をする理由がわからないと疑問符をつけると、少女は、つと、あごに指を当てる。

「大した理由ではございません。なにかお悩み事があるお顔をされていますので、それを解消できればと」

　両手を合わせて提案した黒髪の少女の微笑ほほえみは、雅みやびなものだった。

「あまりそういうことはしてきませんでしたが、わたくしも、たまには人の悩みを聞いてしかるべきと思っただけでございます。他意はございません」

「ふうん？」

「はい。ええっと、確か……一回十分千リンでお聞きいたします！」

「あっそ。お金とるなら遠慮しとくわ。じゃあね」

「あ、いえ！　冗談でございますっ。無料で拝聴いたしますので！　お待ちくださいませ！」

　なんだ変な商売かと踵きびすを返したミュリナを、黒髪の少女の慌てた声が引き止める。

　必死の呼び声にしぶしぶ足を止めたミュリナに、黒髪の少女はほっと一息ついた。

「看板の有無が問題でございますね。料金の後付けは、印象が悪うございました」

「そういう問題かしら……？」

　文化が違うからか、いまいちよくわからない子だ。

　変わった子だなと思いつつもミュリナが促されるままに着席したのは、一人になってさっきの思考に戻りたくなかったからだ。ぐるぐるふわふわと答えが出ない思考に付き合うくらいなら、初対面の誰かと話していたほうがまだよかった。
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　黒髪の少女が、両手を膝に揃そろえて頭を下げる。

「わたくし、イチキと申します。どうぞ、お見知りおきを」

「そう。よろしく。あたしはミュリナよ」

　丁寧な仕草で自己紹介をしたイチキという少女に、ミュリナは素っ気なく名乗る。

　もともと彼女は愛想のよい性格でもない。無駄な前置きを省き、ここに来た原因を問いかけた。

「ここの結界、あなたよね」

「まったくもってその通りでございますっ!!」

「はい？」

　突然の大声を出したイチキに、ミュリナはきょとんと目を瞬しばたたく。

　なんだいきなり大声を出してというミュリナのもの問いたげな視線に、イチキの顔がみるみるうちに赤くなっていった。

　数瞬の沈黙が挟まれる。

　なんとも言えない空気の中、羞恥に耐え切れなかったのか。イチキが両手で顔を覆って広がる袖で赤面を隠す。

「な、なんでもございません……。わたくしのことは、お気になさらず。どうぞ、続けてくださいませ」

「そ、そう」

「ええ、そうでございます。わたくしごとき未熟者が、姉さまの真ま似ね事ごとなど百年早かったと、それだけのことでございますので……！」

　なにやら忸じく怩じたるものがあるらしい。

　相手の奇行と、かわいらしく恥じらうさまにちょっと気の抜けたミュリナは肩の力を抜いた。

　いきなりの大声はともかく、周囲に張られていた結界はやはり彼女の仕業らしい。

「どうしてこんな公共の場所で結界を張ってたの？」

「ああ、そのことでございますか」

　ようやく顔の赤みが引いたのか。イチキはそっと袖から顔を出す。

「実は先日、わたくしの姉さまがこの広場で変質者に出会うという不幸ごとに遭遇いたしまして」

「お姉さんが？　それは大変ね」

「はいっ！　しかもその変態、どうやら姉さまと出会って以来、我が家の周囲を嗅ぎまわり始めたらしく、これはわたくしが対策せねばと！」

「なるほど。それで結界を張ったのね」

　険のこもったイチキの声に同情を寄せる。

　この少女の姉ということは、美人で間違いないだろう。この国の人間とは少し異なるイチキの顔立ちは人目を引く特徴となって彼女の魅力をより一層引き立てている。すれ違えば思わず目を奪われるような美少女だ。

　いつの世も女性をつけ狙う変質者は絶えることがない。なるほど、そんな事情があるなら結界ぐらいは必須だ。

「それにしても変質者が家の周囲を調べてたって……怖いわね」

「そうなのでございますっ。むやみやたらとスペックが高い変質者でございまして。何度か捕らえてやろうとしたのですが、わたくしの結界を感知してくぐり抜けるほどの猛者なのでございます」

「本当に？　このレベルの結界に気が付けるって──ただものじゃないわね、その変質者。そんなレベルの変質者がいるなんて、にわかには信じられないわ」

「悲しいことに、この国にはそんなレベルの変質者が存在するのでございます」

　いま張られている結界一つとっても、イチキの力量を察することはできる。

　構築精度と隠おん密みつ性せいがずば抜けている。ここまでの結界を張れる使い手は、そうそういない。それをくぐり抜けるなど、驚異的な変質者である。

　治安維持に騎士隊が役に立たないなど、市民の間では常識だ。自衛の手段があれば発揮するべきである。

「本当はしばらく外出を控えていただきたかったのですが、姉さまは頑固なところもございまして」

「真面目まじめな人なのね」

「ええ。世界の至宝でございます」

　イチキがミュリナの悩みを聞くはずだったのだが、いつの間にか、どちらかというとミュリナがイチキの事情を聞く感じになっている。

　流れの変化には気づかず、イチキはふんふんと鼻息荒く頷うなずいた。

「そんな姉さまなのですが、どうしてもお仕事を休みたくないと。それでわたくしが陰ながら控えさせていただいております」

「ふうん」

　この子の姉は公園の管理人でもしているのだろうか。公園が職場というのはよくわからないが、ずいぶんと仲のいい姉妹のようだ。

　少し、うらやましいなとミュリナは思う。

　うらやましいと思ってから、気が付いた。

　自分は家族仲がよいことに、多少の羨望を持っているのだ。

　たぶん十年前に、唯一残った家族に失望したその時から、ずっと。

「本日は結界の起点を広場にいる姉さまからずらして、差し出がましいながらも中心点をわたくしにして変質者をおびき出し、天てん誅ちゆうを下そうと待ち構えていた次第でございましたが……」

「ごめんなさいね、期待外れで」

「いえいえ。件くだんの変質者が姉さまの前に現れないのが一番でございますから」

　にこやかなイチキの笑顔は、同性のミュリナから見ても魅力的に映った。

　イチキは服装や仕草こそ少し馴な染じみがないが、それゆえに異国の情緒が感じられる。態度もたおやかで、どことなく気品がある話しぶりは育ちのよさを相手に伝える。そしてなにより人懐っこい笑顔と、己の感情に対して素直にころころと変わる表情の数々が魅力的だ。

　自分にはない『かわいげ』がイチキにはある。

　異性の男子は──あの新人も、こういう子が好きなのだろうかと思ってから、ぶんぶんと顔を振る。

「およ。どうかいたしましたか？」

「な、なんでもないわ！」

「そうでございますか？」

「え、ええ。なんでもないのよ。それにしても、この結界の構成はすごいわね。初めて見る形式だけど、完成度が段違いだわ」

「いえ、大層なものでもございません」

　ミュリナの称賛に、イチキは照れくさそうに謙遜する。実のところミュリナのとっさの問いかけは顔の赤みを指摘されたくなかったという割合が大きかったのだが、根が素直なイチキはそんな気持ちには気が付かない。

「音域の階位と心理状態の階位を結び付けての選別と音消し。隠おん密みつ性せいは高めてございますけれども、強度が非常に低くなってしまいまして。結界としては大した魔術になりえませんでした」

「心理状態への介入をあっさりこなしている時点で、だいぶすごくない？　ていうか『なりえません』ってことは、まさかこの構成、オリジナル？」

「既存概念のつなぎ合わせでございますが、一応わたくしの独創でございます。心理介入、というより位相の差異の利用でございますね。ズレを利用した誘導が主な目的です」

　お互い、優れた魔術師同士だ。魔術議論に花が咲く。

「そっかぁ。正直、この国だと心理分野での魔術は体系付けが生理反応と経験領域とで重なっているから、概念化がいまいち進んでないのよね」

「ああ、この国はなかなか物質主義のところがございますからね。物質主義は共通理解と応用が広くとれる反面、概念的に見ると少し固いのが難点なのでございますよね。『ああすればこうなる』の積み重ねは学術の真ではございますけれども、それゆえに至れぬ領域もございますから」

　表面的なことから、突っ込んだ話へと。

　魔術の議論ができる相手は少ない。ミュリナの周囲では、リーダーくらいなものだ。その彼にしたって、ミュリナとは分野が異なるので深い話ができない。

　レンなど論外である。経験的な感覚による魔力運用での肉体強化と武器強化しかできないのだから、こんなふうに学識を交えて談義をするなど夢のまた夢だ。

　その点、イチキの見識は非常に深く、興味深い。彼女の祖国のものだけではなく、この国の魔術概念まで網羅している知見。話していて楽しい。

　そうして、十分ほど話し込んだだろうか。

「ありがとう。今度、勧められた論文を読んでみるわ」

「いえ、こちらも楽しゅうございました」

　すっかり打ち解けつつも、区切りの付いたところでミュリナが立ち上がる。

　手を合わせて微笑ほほえんだイチキが、はたと気が付く。

「あ、申し訳ございません。本日はあなた様のお悩みを聞くはずが、まったく別のお話になってしまいましたね」

「ううん、いいわ。だいぶ、気分が落ち着いたもの」

　イチキへ、余裕のある表情で答える。

　ミュリナの心は、イチキと話す前とは比べものにならないくらい落ち着いていた。それはきっと、魔術議論で再び自分を見直せたからだ。

　自分の自信はなんだ。積み上げてきたものは。掴つかみ取ってきたものの根源は。

　今日の議論で、それを再確認できた。

「そう、でございますか？」

「ええ。ありがとう、助かったわ」

「よくわかりませんが、お力になれたのでしたら嬉うれしゅうございます」

　そうだ、とミュリナは自分の過去を顧みる。

　そもそも自分は感覚なんてものは信じていなかった。己の中にある曖昧なものではなく、外の有用なものを求めて身につけた。

　確固たる定義づけされたものこそが、世界を形作る。解明されていないすべては神秘に属し、明確な魔術たり得ない。

　自分の心理状態に振り回されるなんて、まったくもって情けない。勉強が足りていなかったのだ。

　多少、あの新人のことが気になるのは認めよう。

　ではなぜ気になるのか。まずは分析だ。

　気になる理由は、告白されたからだ。告白されたのは自分であって、自分がレンのことを好きになったわけではない。あくまで、向こうが、なのだ。

　つまり、自分がレンに恋愛感情を抱いているわけがない。他に要因があるはずなのだ!!

　ミュリナには思い当たる点があった。

　レンは、ミュリナにとって、初めてできた『後輩』なのだ。

　たぶん自分は、先輩として後輩の成長が気になるとか、そういう状態なのだ。考えてみれば、いつも自分は年上ばかりに囲まれてきた。そういった上下関係を学んでこなかったために、後輩という存在が気になってしまうに違いない。

　つまりは、そういうことなのだ。

「じゃあね、イチキ」

「はい。また、お会いできれば幸いでございます」

　今度、心理関連の学術書も読みこもう。あるいは、上下関係の交流のお手本でもあれば、なおよしだ。

　自分の状態に納得したミュリナの心は、晴れやかだった。










　なんとなく、勘違いがあるような。

　ミュリナを見送ったイチキは、晴れやかな様子の彼女の背中にそんな直感を抱いていたが、まあ本人が納得したならと見送った。

「しかし、意外と難しいものでございますね」

　せっかくの機会だったのでやってみた、敬愛する姉の真ま似ね事ごと。

　お金をとるのはさすがにできなくて当然だが、慣れないゆえに、ちょっと恥ずかしい失敗もあった。姉の偉大さを改めて知れたというものである。

「やはり、姉さまは偉大でございます」

　うむうむ、と一人納得する。

　イチキは、幼い頃から一人だった。

　故郷では血縁から疎んじられてひたすらに書物にうずもれるような日々を。

　そしてこの国に来てから、畜生と変わらないような者どもが。

　幼くして人に失望して余りある生だった。

　けれども、そんな中で出会えたのだ。

　最愛の姉と──もう一人。

　もう二度と会えない人となった、兄に。

「さて……」

　イチキはゆらり、と立ち上がる。

　その眼光は、先ほどまでミュリナと話していた、ちょっとぬけたところのある少女と同一人物とは思えないほどに鋭い。

「今度は、まぎれもなく反応しておりますね」

　漏れだした声は、ぞっとするほどの敵意に満ちている。

　標的が自分の圏内に入ったことをイチキは感じていた。

　もとより、結界の起点をずらしただけでおびき寄せられるとは考えていなかった。だからこそ音よけと選別のまじないに乗せた、探知の結界が本命だ。この三つ目の隠おん形ぎようは細心の注意を払っていた。事実、本命には先ほどのミュリナも気が付いていなかった。

　標的が、イチキの張った罠わなを悟れなかったのか、それとも構わないと踏み込んだのか。

　どちらでも、構わない。

　イチキは広場の方向に視線を向ける。

「あの者が、よくぞおめおめと姉さまの前へと顔を出せたものでございます……」

　姉に迫る怨敵の存在を感じ取って、イチキは面相を羅刹に変え、一言。

「『勇者』ぁ……！」

　憎々しい名称を告げ、一足、地を蹴る。

　イチキが控えていた場所は、広場から遠くない。

　蹴り上げた反動が生んだ推進力は、少女の細足とは思えないほどの力強さがある。いまのイチキの脚力ならば、ほとんど時間をかけずに目的地までたどり着ける。

　魔術でもって、己の『階位』を引き上げているのだ。

　木々に囲まれた、閑静な公園広場。外からでは広場の様子はうかがえないように造られているが、姉と勇者がそこにいる。

　勇者への敵意を胸に広場に入ろうとしたイチキだったが、寸前で足止めを余儀なくされた。

「これは……」

　突如として、イチキの周囲に強固な壁が出現したのだ。

　輝きを放ち余人を寄せ付けない壁は、唯一神へと親交を捧ささげる秘ひ蹟せき使いが扱う種類の結界だ。神聖な輝きを帯びる結界の構成を、イチキは一目で見抜く。

　信仰の壁。

　魔物に対する最も有用な結界の一つにして、隔世という点で他に追随を許さぬ性質を持つ強固な秘蹟である。

「信仰の壁が、なぜ──」

「しかり。これな光壁こそ信徒に与えられる守護。信仰の結晶である」

　横合いからの声に、鋭い視線を向ける。

　そこにいたのは、修道服を纏まとった女だった。

　現れた修道女の服装に、余計な装飾は一切ない。黒と白の厳格なまでの質素な装いの反面、背中にはなにが入っているのか、大きな箱を背負っている。

　大荷物を背負う特徴的な修道女の姿を見て、イチキは息を飲む。

「イーズ・アン……？」

「いかにも」

　面識はない。だがこの国で、イーズ・アンの名は広く知られている。

　勇者の、かつての仲間の一人。生きながら聖人の位に連なる秘ひ蹟せき使いにして、皇国打倒の革命運動へ信仰による正統性を与えた正真正銘の『聖女』だ。

　彼女がここにいるのが勇者の来訪と別件であるはずがない。イチキは目をきつくした。

「……あなたがこの都市の神殿にいるのは存じておりましたが、再び勇者の仲間の真ま似ね事ごとをしているとは意外でございますね」

「はて。聖剣を持つ者に再会した覚えはない。仲間とは、いかに？」

「そうでございますか。わたくしの気のせいだったようで」

　一言二言の会話で、意思疎通に齟そ齬ごが生じる。

　聖女という称号こそ聞こえはいいが、イーズ・アンは狂信者だ。極限近くまで信仰に染まった彼女の思考は、他人というものに興味を示さない。思考回路、行動規範のすべてが神典に基づいているため、彼女の現実認識は常人とは異なるのだ。

　己を神に捧ささげた人間ゆえに、言葉が通じない。

　なぜ彼女が、いまこの時に勇者に与くみしているのか。

「なぜ、あなたがこちらに？」

「この地に悲しい来歴の少女がいると聞いて」

　姉のことか。

　そう思ってから、違うと否定する。

　イーズ・アンの信仰とイチキの姉の存在はまったく噛かみ合わない。でなければ、彼女が『聖女』として革命に協力したはずがない。イーズ・アンがイチキの姉を助けることは、天地がひっくり返ったところでありえないのだ。

　そうなると、さっきの『悲しい来歴の少女』とやらの正体は自明である。

「……もしや、わたくしのことでございますか」

「しかり。異国の生まれ。智ち恵えの子の役割の家系。故国より放逐に近く拐かどわかされ、寄る辺をなくし、洗礼の機会もなく彷徨さまようことになった。それゆえに暗き道を歩む非業、悲嘆」

「同情でしたらご親切に、どうもありがとうございます。ここにある結界を解いて消え去ってくださるのが、わたくしにとっては最大のお恵みでございますが？」

「我らが神は人の子の貴き賤せんを問わず、身沈みゆく少女に救いの道しるべをもたらしたまう」

　呼吸をしているのか疑問に思うほどに抑揚のない声と、まったく動かない表情。

　神のしもべになりきった狂信者が、イチキに手を差し伸べる。

「さあ。教会で、洗礼を」

「……」

　なにをしに来たのかと思えば、宗教勧誘だった。

　イチキは不快にゆがむ口元を袖で隠し、一歩、下がる。

「これだから聖人の類は嫌いでございます」

　面と向かっているのに、会話が通じない。信徒への誘いにしたって、他にいくらでもしかるべき相手がいるだろうに、なぜわざわざ自分のもとに来るのか。思考回路がさっぱり理解できない。そもそも、強烈な信者は独自の理論を持っているものだから、行動様式を推察しようというのが無駄だ。

　だが、イーズ・アンの強さだけは疑いようもない。

　イチキの姉が先天的な秘ひ蹟せきの頂点にあるとしたら、イーズ・アンは後天的な秘蹟の頂点に立つものだ。

　あらゆる禁欲を厳守し、苦難の修験を乗り越え、幾多の戒律を踏襲して神の奇跡を希こいねがう修道女にして『聖女』。秘蹟使いの極みである彼女は、人類で最も強い人間の一人として挙げられる存在である。

　極端なことを告げれば、イーズ・アンは救国の勇者よりはるかに強い。

　イチキはちらりと広場に視線を送る。

　勇者があそこに入って、どれだけ時間が経たったか。問答を続けても、公園広場へと続く道を開けてくれることはないのだろう。

　譲らないからこその、狂信なのだ。

　ならば、挑発を。

「天の壁立つ極み、地の退のき限り、御み子こはあり。天の空位に人が立つ道は尊いと、そうは思いませんか？」

「異教を唱えるな」

　ざわり、とイーズ・アンの声に不穏なものが混ざる。

　表情は一切変わらない。声色にも変化はない。だが彼女の周囲の空気がきしむように張り詰める。特定の思想に対しての沸点が異様なほどに低い反応は、予想通りでもあった。

「天地は神が生み出した。天の子たる資格は信徒の誓いと洗礼、戒律を遵守した祈りのみ。唯一の神に祈らぬ不遜が威を纏まとわんがため天子を名乗る教え、万死に能あたう」

「果たしてそうでございましょうか？　天子論は世界の歴史に残る概念。事実、この国でも御子があり、最高位の秘蹟が賜れていたはずでございます。それはあなた様方の言うところの、神に認められた証明ではございませんか？」

「異端の口を閉じろ」

　イーズ・アンの掌てのひらに、光が生まれる。

　浄化の光と呼ばれる秘ひ蹟せきだ。本来、浄化の秘蹟は人を傷つけることはない。人とは異なる『魔なるもの』を滅する力だからだ。

　だが教義の解釈によっては、人であろうと異教徒は『魔』であり、浄化の対象になりえる。強固な原典主義回帰派と名高いイーズ・アンの教典解釈がどうであるのか、語るまでもない。

「人は残らず天の子らである。ゆえに神は何なん人ぴとをも認めない。認可という言葉は概念的な優越を付ける愚であり、正義でありたいという虚心から生まれた」

　イーズ・アンは抑揚のない声で教えを論じる。

「無限の神を前にして有限の人はすべて同じく芥あくたに等しい。主が唯一絶対であるからこそ、神の前に人は平等である。人の上には天のみであり、人の下には地があるのみだ。人に特別があるなどと、思い上がりも甚だしい」

　イチキは聞き流した。一息で十五陣の結界を張り巡らせる。全周囲に目に見える黒壁が展開され物理的な障害となる壁がそびえるが、イーズ・アンは一顧だにしない。

　浄化の光を宿した手を前に突き出し、最終勧告。

「しからば、異端の放言、撤回せよ」

「あはっ、お断りでございます」

　針で突つつけば弾はじけそうな浄化の光に、イチキは大輪の花が咲くような笑みを浮かべた。

　異国装束の袖をふわりと揺らし、行儀よく両掌を合わせて小首を傾かしげて一言。

「実はわたくし、神秘に神は宿らぬと信じる無神論者でございますので」

「悔い改めろ」

　光が放たれた。

　浄化の光が帯をひき、四方から殺到する。イチキが展開した十五陣の魔術障壁を残らず食い破り、防ぐ手立てを失なくしたイチキに直撃した、と見えた瞬間だった。

　浄化の光が、イチキをすり抜けた。

　防がれたのではなく、すり抜けたという異様な現象だ。しかしイーズ・アンの鉄面皮は揺るがない。イチキの結界の絡から繰くりを驚くでもなく看破した。

「『階位』」

「さようでございます」

　結界の形成に最もポピュラーなものは、壁を作ることである。目の前に障害を置き、敵を阻むという非常にわかりやすい概念だ。

　そして第二は、距離を作ることである。

　隔世ではなく、隠かくり世よの結界術。イチキにとって目に見える障壁はブラフでしかない。距離を作り、認識をずらし、攻撃を届かせないことこそイチキの得意とする魔術の真骨頂である。

　知らなければ気づくことすらままならないが、イーズ・アンは異教に対抗して殲せん滅めつするためだけに、正しく異教の知識を仕入れている。再び彼女の掌てのひらに光が宿る。

「くだらぬ。高みにあろうなどという不遜は、人類が抱える罪の一つである」

　浄化の光が、全方位に広がった。

　先ほどの直線的な軌跡とは違う。膨れ上がる浄化の光により、瞬まばたきの速度で距離が埋め尽くされる。異端をかき消す浄化の光は、容赦なくイチキの術を消し去っていく。構築した空間を圧殺するかのような強大な秘ひ蹟せきの行使を向けられ、イチキはぞっと背筋を凍らせた。

　距離、壁、錯覚。おおよそ結界と呼ばれるすべての手法を駆使してイーズ・アンの追撃を抑え込みながら、イチキは袖から鏡を取り出す。人を映し出すため磨かれた鏡面ではない。複雑怪奇な文様の彫られた、祭事用の銅鏡だ。

　勇者を閉じ込めるために用意したものだったが、出し惜しみできる相手ではない。鏡の鏡面を、イーズ・アンへと向けた時だった。

　光が、イチキに届いた。

「そこか」

　ぎょろり、とイーズ・アンの眼球が動き、イチキの姿を捕らえた。

　捕捉された。

　距離、壁、幻惑のすべてを浄化の光にかき消され、イチキの姿があらわになる。イーズ・アンの手から、光の刃やいばが伸びた。一切合切を切り裂く浄罪の剣だ。ぴくりとも動かない能面のまま、イーズ・アンが容赦なくイチキを両断しようとした間際だった。

　銅鏡が、イーズ・アンの姿を映した。

「方格規き炬く四神鏡」

　古い知識概念の世界観を削りだした道具を起点に、最高位の魔術が発動された。

　イチキが創世の祝詞を唱えると同時に、イーズ・アンが銅鏡に吸い込まれる。

　発動したのは、結界術の極みの一つだ。

　高さと、距離と、壁。三次元の存在軸に関わる三つの術理を理解し魔力で生成することができれば、人は『小さな世界』を創出することができる。イチキは擬似的な無限閉鎖世界を造り上げ、イーズ・アンを叩たたき込んだのだ。

　自分が閉じ込められても、容易には抜けられない。それほどに性質の凶悪な結界に仕上がったと自負している。

「成功、でございますかね」

　ただ、結界の極みに閉じ込めただけでは油断できる相手ではない。そもそも閉鎖世界に閉じ込めているのに、周囲に張られていた信仰の壁が解除されていないのがおかしい。

「……」

　銅鏡を、慎重にのぞき込む。結界内の相手の状況を探るつもりだった。

　イチキの頭に、声が響いた。

「汝、その身を示せすてーたすえつらん」

　脳に直接響いたのは、人の状態を暴く秘ひ蹟せきの聖句だ。

　脳内に響いた声と内容にイチキの思考が混乱する。状況が、とっさに飲み込めなかった。

　秘蹟使いにとって、教えの象徴たる聖句は武器になる。

　だが、あらゆる距離と感覚、幾千にも及ぶ壁でもって歪ゆがめて隔絶させたイチキの閉鎖世界に放り込まれたイーズ・アンの声が、なぜ自分に届くのか。

　そもそもいまの文言は攻勢の秘蹟ではないはずだ。『汝、その身を示せすてーたすえつらん』は人の状態をつまびらかにする聖句であり、神殿では診断に使われるものだ。イチキでも防ぐ意味がないと頭が判断を下してしまうほど、無害なものである。

　その、はずだった。

「……!?」

　イーズ・アンを閉じ込めていた結界が、裏返る。

　イチキの目に映ったのは、鏡面の世界だ。刻一刻と視界の認識と距離が変容する周囲の環境は、勇者がこの都市に訪れたと聞いた時からイチキが渾こん身しんの創意で練り上げた閉鎖世界である。

　自分の創りだした結界を見せつけられるように、自分の世界に閉じ込められた。

　イチキの表情が焦燥に染まる。自分の結界が反転し、閉じ込められたのはまずい。だがそれ以上に、なにをされたのかわからないのが最大の問題だった。

「どうして、このような……！」

「改宗の機会を与える。異端の生涯を悔い、己の人生を踏破しろ。祈りと修験にこそ、悟りは宿る」

　焦燥感に炙あぶられるイチキの頭に、再度イーズ・アンの声が響いた。










　からん、と音を立てて、地面に銅鏡が転がった。

　イーズ・アンの前に黒髪の異国風の衣装をまとった少女の姿はない。自らの業により、自らが張った結界の中に閉じ込められている。

　彼女の敗因は、一つだ。

「信仰を阻む壁はなく、祈りに届かぬ距離はない」

　神に祈りを捧ささげる確固たる信念が、距離の概念をねじ伏せた。

　先ほど唱え、異端の少女に捧げた聖句は人の状態をつまびらかにする文言だ。極めると、人生を映す祝言となり、相手に己自身の業を突きつけ自らの内面世界に導き懺ざん悔げを促す聖句となるのだ。

　結果、異端の少女は彼女が造り上げた閉鎖世界に閉じ込められた。

　地面に転がる銅鏡に、イーズ・アンは無感動の視線をやる。

　距離に干渉する力は希少だが、しょせんは学術に頼った魔術の使い手である。信仰なき力、唯一の神に寄り添わぬ相手など、どうということはない。

　異国の少女の改宗のために、さらなる厳しい試練を課すべきである。浄化の儀式は厳しいほどに清廉さを増し神の威光を知れる。十重二十重と試練を課すため、新たな聖句を唱えようとした時だった。

「あれ？　先輩？」

　曇りなき信仰の善で、イチキへとさらなる追い打ちをかけようとしたイーズ・アンの動きが止まる。

　彼女に声をかけたのは、常連のシスターさんである。

　奴隷少女のもとで今日も力いっぱい愚痴を吐こうとしたところ、たまたま出くわした常連シスターさんは気まずさに頬ほおをかく。

「えっと……」

　常連シスターさんにとって、イーズ・アンは職場の先輩だ。

　そして『聖女』と称される彼女は、基本的に戒律に添った行動しかしない。秘ひ蹟せき使いはおおむねそうだが、イーズ・アンは桁が違う。身をもって神性とはなにかという生活を体現している様は、日々修験に挑んでいることに等しい。なにせ一日の内、祭壇の上で彫像みたいになって祈っている時間が最も長いような人間である。

「ファーン」

「はい」

「……もういい」

「えと、なにがですか？」

「己の業を見つめれば、充分な懺悔となる。もういい」

「はあ」

　洗礼名を呼ばれた常連シスターさんは、偶然出会った職場の先輩の言葉に小首を傾かしげる。相変わらず会話が通じづらくて読めない人だなと思いつつも、スルーするのもよろしくないだろうと判断。今日は奴隷少女のところへ行くのは諦め、この不可思議な先輩が禁制と戒律に添った行動規範以外に唯一興味を示す話題を出す。

「よくわからないですけど、先輩、時間が空いてるのなら神典議論でもしますか？」

「悪くない」

　常連シスターさんの言葉に、イーズ・アンはいそいそと手持ちの神典を取り出した。彼女の背負っている箱には、ぎっしりと本が詰まっている。表紙が人の顔面より大きい紙面で、一冊に付き五百頁超え。全三十四巻にわたる神典原本の手製写本全巻に、その他もろもろ教義教典解釈論本だ。

　そして常連シスターさんは、無表情な先輩との話題づくりのためだけにそれらをすべて読み込んでいた。ちなみに彼女は人の治療のために神殿に勤めているから、別に信仰はさほど強くないし、興味もない。あくまで同僚の先輩と趣味を合わせているだけだ。

「それで先輩、どうしてこんなところにいるんですか」

「それは……もういい」

「そうですか？　まあ、先輩がいいなら別にいいんですけど」

　常連シスターさんと肩を並べるイーズ・アンは、用がすんだとあっさり公園広場に張っていた信仰の壁を解除。閉じ込めたイチキを放置して、神殿へと向かった。










　イチキが自分の結界に閉じ込められた挙句に放置されている頃。

　公園広場では、勇者と奴隷少女が対面していた。

「やあ」

「……」

　二度目の勇者の訪れだ。

　口元にプラカードを寄せている奴隷少女は、まなじりを吊つり上げる。そして、ちらりと視線を広場の外に向けた。

「気になっているのは、君の仲間のことかな。ごめんね。知り合いに頼んで、足止めさせてもらっている」

「……」

　奴隷少女の目線を読んだのか、その返答に、奴隷少女はますます目つきを鋭くする。

「いま君がどうしているのか、調べさせてもらった。その上で、言うよ」

　勇者が穏やかに、しかし確固たる口調で告げる。

「君は、いまいるところにいちゃいけない」

　それはきっと、現在の奴隷少女の身の上を思ってのことだった。

『騎士隊より厳格なる必要悪』

　勇者は、おとぎ話の名を冠する幼い欺ぎ瞞まんに気が付いたのだろう。

「……」

　奴隷少女が、プラカードを裏返す。

　そうしてあらわになった口元は、犬歯がむき出しになっているほど敵意があらわれていた。

「二度も言わせないで欲しかったの……！」

　震えた語尾は、嫌悪によるものではない。

　声に宿るのは、純然たる怒りだ。

　過去の自分は、別にいい。この首輪を付けられる以前の自分なら、なんとでも罵られようが憐あわれまれようが好きにしろと切り捨てられる。

　だがいまの自分の立ち位置を、どうしてよりにもよって目の前の人物──勇者に、否定されなければいけないのか。

　人生で一番長く泣いたあの日に、妹と一緒につくったプラカード。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

『全否定奴隷少女：回数時間・無制限・無料』

　兄が語った二つの文言は、彼女が生きるための道しるべだ。

　夢を記した看板を斧おののように構えて勇者を睨にらみ、いつも以上に感情を込めた大声で。

「とっとと消え失うせるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ぺっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　奴隷少女の、どすの利いたハスキーボイスが響き渡った。





・奴隷少女の全肯定




　空腹で神殿の治療施設に運ばれていたレンは、簡単な診断を受けて問題なしということで神殿から退去していた。

　倒れて目を覚ましたわりには、体調は悪くない。神殿で出された栄養食をしっかり食べたおかげだろう。

「三日間、休養かぁ」

　帰路につきながら与えられた休暇でなにをするべきかと予定を組み立てようとして、お金がないという圧倒的な障害にぶつかる。食費に使うだけでぎりぎり終了する懐事情だ。つまり食べてごろごろするしかやれることはない。

「あ、レン君。大丈夫だった？」

　前から声をかけられて、レンははっと我に返る。

　常連のシスターさんだ。職場の同僚か先輩か、やたらと大きな荷物を背負った修道服の女性と一緒に連れ立っていた。完全に無生産な考え事をしながら歩いていたレンは、無意識のうちに公園広場に足を向けていたのだ。

　レンは慌てて頭を下げる。

「はいっ、ぜんぜん無事ですっ。その節は、助けてもらったそうでご迷惑おかけしました……！　目の前で倒れるとか、ほんっとすいませんっ。ありがとうございます！」

「あはは、いいって。人命救助はシスターの役目だし。気にしないで？」

「いえ、絶対になにかちゃんとお返しします！　すぐにとは言えないんですけど、必ず！」

「そう？　じゃあ期待して待ってるよ。じゃあね」

「はい、ありがとうございました!!」

　頭を下げるレンに、シスターさんは大人の笑顔で手をふりふり。終始無言だった連れと一緒に、レンが来た道をたどるように神殿へと向かった。

　それを見送って、ほっと息をつく。

「今度また、ちゃんとお礼しないとな……。てか、無意識でこっちに来てたのか、俺」

　常連シスターさんとの偶然の出会いに、自分の居場所を自覚して自分に呆あきれる。

　最近はダンジョン帰りで神殿から出た時、必ずといっていいほどに奴隷少女ちゃんのところに向かっていたので足が広場に向かう経路を帰り道として覚えてしまっていたのだ。

　さすがにこのタイミングで奴隷少女ちゃんを利用するほど反省ができない人間ではない。

　なぜか地面に落ちている銅鏡になんだあれと首を傾かしげつつ、家に帰るため踵きびすを返そうとしたタイミングだった。

「とっとと消え失うせるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ぺっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　奴隷少女ちゃんのハスキーボイスが、レンの耳に届いた。

　明るい声色ではなく、吐き捨てるような声だ。いつもは全肯定の奴隷少女ちゃんが全否定モードになるのは自衛の時である。

　つまり、奴隷少女ちゃんになにかの危害が及ぼうとしている。

　レンの足が、動いた。

　理屈ではなかった。

　気が付けば、レンは公園広場に駆けこんでいた。

　自分より奴隷少女ちゃんのほうが強い。なまじ冒険者として戦闘経験を積んだからこそ、自分と奴隷少女ちゃんとの差を明確に理解できている。そんなことは重々承知のはずなのに、レンは衝動に突き動かされていた。

　迷わず広場に入ったレンの目に入ったのは、奴隷少女ちゃんが戦っている姿だった。

　かつてスキンヘッドの大男に対してやっていたように、非常に滑らかな肉体強化を展開してプラカードを振り回す。あの時とは異なるのは、一方的な展開ではないということだ。

　奴隷少女ちゃんを全否定モードにしたと思おぼしきセクハラ野郎は、金髪で育ちがよさそうな面をした男だった。驚くべきことに肉体強化をした奴隷少女ちゃんの攻撃を素手であしらっている。

　あいつか、奴隷少女ちゃんに手を出そうとしたセクハラ野郎はとまなじりを決して、レンは違和感に気が付いた。

　金髪の男はセクハラ野郎にしてはちょっとイケメン過ぎる。どことなく見覚えがあるような、というか、その顔はレンのような田舎いなかの出でも知っている顔だった。

「勇者!?」

　あまりにも予想外の人物に驚きよう愕がくするレンをよそに、二人は戦いながらも言葉を交わす。

「先天の秘ひ蹟せきだけじゃなく、肉体強化も使えるようになったのか。随分と成長して、強くなったんだね」

「知った風な口を利かないで欲しいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたいったい何様のつもりなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　すっごく気持ち悪いから唇を縫い付けて二度と口を開かないで欲しいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　奴隷少女ちゃんが不愉快そうに顔を歪ゆがめ、言葉を叩たたきつける。

「あなたはなんの権利があってこの世界で呼吸してるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ]　あなたに費やされる酸素がもったいないから、とっとと天に召されて欲しいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「勇者様だよ。僕は、そんなものらしいよ？」

「ならとっとと魔王様でも倒しに行ってくればいいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　相討ちで死んでくれれば伝説になれるのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　そうなったら少しだけ褒めてあげないこともないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「いまは魔王なんていないからね」

「じゃあ勇者なんて必要ないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「いいや、そうでもないさ」

　奴隷少女ちゃんの振り回す横薙なぎのプラカードを、勇者がかわす。

「僕は、君を助ける。そのための勇者であるというなら、意味がある」

「へえ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　斬新な理屈すぎてびっくりなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　助けてほしいなんて思ったことすらないのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「助けてほしい人を助けるんじゃない。助けるべき人だから、助けるんだ」

「自己肯定が強すぎる奴やつは人の話を聞かなすぎてほんっとに嫌になるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　二人の間になにがあったのか。勇者は彼女を助けると言い、奴隷少女の声と表情は嫌悪感に満ち、差し伸べられる手を全否定する。

　レンは、動けない。二人の戦闘に割って入れないというのもあるが、それ以上に状況が理解できない。

　なにより救国の勇者という存在は、この国の市民が否定するには、あまりにも大きい。

　固まるレンとは裏腹に、奴隷少女ちゃんは迷わず叫ぶ。

「ありがた迷惑とはあなたの存在のことなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　これだから常に肯定された人生を歩んだ輩やからはどうしようもないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　少しは自分の行いに疑問を持つべきだと思うのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「わかってる。いまの君の環境が悪いんだ。自分たちの都合で君の力を使う──。唾棄すべきことだ」

「気持ち悪いの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　手段と目的がごっちゃになっていて、完全にナルシストをこじらせたストーカーの思考回路と一致してるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　目障りかつ耳障り[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　害虫より気色の悪い不愉快の権化だから消えて欲しいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　しかも[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　奴隷少女ちゃんが、自分の首に巻かれた革の首輪に手をかけ、声のトーンを一気に落とす。

「……聖剣を持っていない分際で『私』の前に立とうだなんて──舐なめるにも、ほどがある」

　明らかに、口調が切り替わった。静かで、それでも厳かな声色。彼女が鋭い目つきで、手をかけた革のベルトを外そうとした。

　だが勇者は慌てない。

「いいのかい？」

　そう言って、視線をレンに。

「人が、いるよ」

「──ッ!?」

　彼女が首輪を外そうとした手を止める。

　それに、勇者は目じりを緩める。

「やっぱり、君は優しくなった。だから、もっと幸せになるべきだ」

　なぜ首輪を外そうとしていたのか。そしてレンを見て、なぜその手を止めたのか。

　レンにはわからない。ただ自分が、なにか彼女の行動の邪魔をしてしまったことだけは理解できた。自分の登場が、ただ奴隷少女ちゃんを阻害してしまっただけだということが、わかってしまった。

　勇者が現れたという突飛な事態にマヒしていたレンの思考が、動き出した。

「……」

　レンは無言のまま、二人の間に割り込む。ちょうど戦闘が止まったタイミング。割り込むのはたやすかった。

　救国の勇者。その彼が、一人の少女に向かって『助ける』と口にして、公園広場から連れ出そうとしている。

　どちらの味方をするかなんて、考えるまでもなかった。

「……なにか、誤解があるのかな」

　割り込んできたレンの立ち位置に勇者は目を細める。

「勘違いしているかもしれないけど、僕はこの子を助けに来たんだ。邪魔をしないでくれると嬉うれしい。僕が誰だか、わかるだろう？　救国の勇者の名のもとに誓う。悪いようには、絶対にしない。信用してくれ」

「……」

　奴隷少女ちゃんを背中にかばったレンは、勇者を無視した。

　無言で財布を取り出し、一瞬だけ懊おう悩のう。本当にお金がないのだ。

　しかし、金も手間も惜しまないのが愛情である。ここは使いどころだと、千リンを取り出して後ろ手で奴隷少女ちゃんに渡す。

　千リンを受け取った奴隷少女ちゃんは、目をぱちくり。レンの考えが読めなかったのは勇者も同様だ。この状況にふさわしくない奇行に、眉根を寄せて問いかけてくる。

「なにをしているんだい？」

「──っさい」

「なに？」

「ぅ、るさいって言ったんだよ!!」

　勇者の問いに、レンは一喝。最初の一声、声が震えてしまった。恥ずかしい。羞恥をごまかすために、二度目は必要以上に強く。それすらも、声が裏返って情けない響きになってしまった。

　相手は救国の勇者。比べて自分は、ただの駆けだし冒険者。大それたことをしようとしているという自覚が体を芯から震わせる。怯おびえに抗あらがい耐えるために、ぎゅっと拳を握りしめる。

　勇者は、面食らっている。

　まさか見るからに雑魚っちいレンに、真正面からそんなことを言われるとは思っていなかったのだろう。

　相手が意表を突かれている隙に、レンは大きく大きく息を吸う。

　大丈夫だ。やりかたはわかっている。何度も何度もここで見聞きしてきた。だから落ち着け。できるはずだ。お腹なかが苦しくなるくらいに息を吸いこんで。ぎりぎりまでため込んで。この広場から奴隷少女ちゃんを「助ける」なんて名目で連れ出そうとしていた勇者に向かって、言うのだ。

「ここに来る人達はなぁ[image: ][image: ][image: ]」

　自分一人では、なにも言えなかっただろう。

　勇者とは、世間では正義そのものだ。この国において、教会の権威を味方に付けた救いの象徴だ。

「いつもここで全肯定奴隷少女を買ってるんだよ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　そんな彼に反する意見など、怖くて口に出せない。彼に反論するだけで、周囲から批難の的にされてもおかしくない。その彼が誰かを助けるのを止めようとしているなんて、それ自体がなにかの犯罪ではないかと思ってしまうほどだ。

　だが、いまのレンの傍そばには奴隷少女ちゃんがいるのだ。

「わかってんのか[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　突然現れて一方的に叫びだしたレンに、勇者はわけがわからないと困惑顔になる。そうだろう。わからないだろう。彼にわかるはずがない。

　これは、勇者に届けるための言葉ではないのだ。

　レンは、くるりと振り返る。

　そこにいるのは青みがかった銀髪を持つ、美しい少女だ。貫頭衣を着て革の首輪をつけている、へんてこりんな格好をした、レンと同い年くらいの女の子だ。

　レンと奴隷少女ちゃんの目が、合う。

　奴隷少女ちゃんに、レンの意図が通じた感触があった。

　春の雪解けのように、ぱあっと奴隷少女ちゃんの顔が明るくなった。

　なにかが報われた時の人の顔。無意味かもしれなかった自分の積み上げた小さな成果が、誰よりも正義である勇者を確かに上回った証明。自分の夢の得難い報酬を、見て聞き触れた瞬間の蕾つぼみがほころぶ可か憐れんな喜び。

「なあ奴隷少女[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　レンの呼びかけに、さっき受け取った千リン分の働きを果たすべく、奴隷少女ちゃんは世界で一番尊い笑顔でプラカードを裏返す。

『全肯定奴隷少女：一回一〇分一〇〇〇リン』

　この世で最も心強い表記に背中を押され、レンは大きく息を吸う。

　奴隷少女ちゃんが公園広場で行ってきたすべて。人を全肯定して励ましてきた功績。苦しむ人々を勇気づけた彼女のハスキーボイス。

　ここに立った奴隷少女ちゃんの全部を全肯定したレンの台詞せりふを、彼女自身に全肯定してもらうため。

　全身全霊力の限りの大声で、全肯定奴隷少女に言う。

「お前もそう思うだろう[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「まったくもってその通りなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　清せい冽れつな笑顔に、澄み渡って耳に心地よいハスキーボイスが返ってきた。

　力を振り絞ったレンの大声よりさらに大きく、奴隷少女ちゃんの明るい全肯定が、公園広場いっぱいに響き渡る。

「ここは日々の疲れを吐き出すお悩み相談の場所なの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　さあっ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　遠慮なく大きな声で不満を叫ぶといいのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　人の中に存在するあらゆる澱おりを吹き飛ばす清風のような声が吹き抜ける。

　笑顔の奴隷少女ちゃんに勢いよく促され、レンはきょとんとしている勇者に向かって指を差す。

「イケメンはタチが悪いよなぁ[image: ][image: ][image: ]　女の子を連れ去って許されてると思ってるんだからさ[image: ][image: ][image: ]　なあ勇者さんよぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　今のあんた、客観的に見たら嫌がる女の子をさらおうとしている変質者だぞ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「えぇっ!?」

「わかるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　この勇者、イケメン無罪規定にのっとり過ぎてて調子に乗ってるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　国家権力まで味方に付けたもんだから何も言われないだけで、自分が犯罪者スレスレな野郎だってことにきっちり気が付いて欲しいの[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「き、君たち、なにを……？」

「なにを[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　ただ俺はここで不満を叫んでいるだけだよ[image: ][image: ][image: ]　なあっ、奴隷少女[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そうなの[image: ][image: ][image: ][image: ]　無意味にハイスペックな変質者を罵っているだけなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　勇者は混乱している。

　だが二人は構わない。二人は息を合わせて勇者を罵倒する。

　レンが勇者への罵倒を思うがままに叫べば、奴隷少女ちゃんが明るく全肯定をする。

　十分。

　たとえ勇者が敵だって、自分を全肯定してくれるという保証のついた十分があるのだ。

　その時間を使って、レンは次々と勇者を煽あおる。奴隷少女ちゃんがそれに対して思いっきり全肯定を響かせる。

「い、いい加減にしてくれ。そこまで言われたら僕も──」

「おおっとぉ[image: ][image: ][image: ][image: ]　いいのか[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　五分以上も続く罵ば詈り雑ぞう言ごんに、さすがに我慢を超えたのか。構えをとろうとした勇者に対して、レンは両手を広げて己の力のなさを示す。

「勇者ともあろう者が、一般市民に手を出すのか[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　言っとくが俺は、冒険者ではあるけど真の一般ピーポゥー[image: ][image: ][image: ]　犯罪歴だって一切ない[image: ][image: ][image: ][image: ]　あんたが守るべき弱者だぞ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「なっ!?」

　弱さを前面に押し出すレンに、勇者の手が止まった。

　すかさず奴隷少女が追撃する。

「まったくもってその通りなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　守るべき人々に手を出そうなんて勇者の風上にも置けないの[image: ][image: ][image: ]　史上初の犯罪勇者の爆誕[image: ][image: ][image: ]　これは国土を席せつ巻けんする話題になるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「ちょっ──」

「おお、いいなそれ[image: ][image: ][image: ][image: ]　新聞社とかに持ち込んだら、いいネタになりそうだ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「──やめてくれないかな!?」

　有名人は、世間体が大事なのだ。こう言っておけばうかつな行動がとれなくなる。

　裏社会に半身浸つかっている奴隷少女ちゃんと違って、レンは生まれも育ちも普通の普通。特に法を破りもしていない良識ある国民だ。弱いことを前面に押し出し、勇者の行動を封じる。

　もちろん、勇者が本気になればレンを叩たたきのめすことなど簡単だ。世間だって味方につけて、レンを責めさせることだってできるだろう。

　だが、無む辜この民に対してそんなことができないから、彼は勇者なのだ。

「くっくっく[image: ][image: ][image: ]　どうだぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]　俺に手を出そうもんなら、俺は全力であんたを訴える[image: ][image: ][image: ][image: ]　全力で被害者になる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「とってもいい案だと思うの[image: ][image: ][image: ]　勇者様ってだけで有名人だから、身元が割れてて逃げ隠れができないの[image: ][image: ][image: ][image: ]　もっとなの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　もっとやるの[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「き、君は……そんなことをして恥ずかしくないのか!?」

「別にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　告げ口が恥ずかしいなんて歳としでもないしな[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

「そうなのよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　だいたい暴力行為に対してしかるべきところへと告発することのなにが恥ずかしいの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　被害者が被害を訴えることを恥ずかしいと思う方が恥ずかしいの[image: ][image: ][image: ]」

「ぐぅっ」

　奴隷少女ちゃんの論法に、勇者はぐうの音くらいしかだせなかった。

　レンはここぞとばかりに思いっきりいやらしく笑ってやる。

「第一なぁ[image: ][image: ][image: ]　俺は恥ずかしいことなんて、慣れてるんだよ[image: ][image: ][image: ]　クリーンなイメージが大切な勇者様と一緒にすんな[image: ][image: ][image: ][image: ]　疲れたりムカつくことがあったら、魔物も生んじまうような気持ちになる[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　だからここに来て、嫌な気持ちをさっぱりさせてるんだ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「……ぁ」

　いままで勢いよくレンの援護をしていた奴隷少女ちゃんが、ぽかんと口を開いた。

　全肯定をし損ねるほど呆あきれた言い分だったのか、もしかしたらなにか別の理由があるのか。

「悪かったなっ、勇者様[image: ][image: ][image: ][image: ]　俺は弱いんだよ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　たくさんの失敗を経験した。自分が弱いことなんてわかっている。頑張らなければ並の人間にすらなれないことを知っている。恥ずかしい人間だ。誇れない人生だ。奴隷少女ちゃんを好きになったあの日に言われた言葉。まだこれからだって、そう思える瞬間にすらたどり着けていない。

　だから、まだ頑張るのだ。

「君はその子の過去を知ってるのか!?　いま、どんな立場にいるのか！」

「知るか[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　勇者の反論に即座に叫び返して、気が付く。

　奴隷少女ちゃんの援護の全肯定がなかった。

　とっさに振り返ると、奴隷少女ちゃんがプラカードで口元を隠していた。

　十分、過ぎていた。

　レンの財布には千リンすら、もうない。

「……ッ」

　一気に心細くなる。レンは下唇を噛かむ。言えるのか。自分、一人で。違う。言わなくてはならないのだ。

　一人で、やるのだ。

「ああ、そうだよ!!　俺はこの子の過去も、なんでいまこんな変てこな格好で広場に立ってるのかも、この子がこれからどうしたいのかも知らねえよ!!」

　強がっているが、レンの声から威勢がしぼんでいく。

　変な格好に、奇妙な商売内容。うっすらと見える裏社会とのつながり。利益を求めないで行っている商売。レンよりずっと前からここに住んでいる先輩が奴隷少女のことを知らない不自然。

　おかしなところはたくさんある。彼女には、勇者の助けが必要なのかもしれない。大きな救いがないといけない立場に彼女はいるのかもしれない。

「俺はっ！　俺はッ……！」

　迷いが浮かぶ。奴隷少女ちゃんの全肯定がないだけで、勇者はなにも言い返してこないのに心がたじろいでしまう。

　奴隷少女ちゃんが、プラカードをどけようとした気配があった。

　駄目だ。

「俺は確かに、なんにも知らない部外者だけど!!」

　レンは後ろ手で奴隷少女ちゃんのプラカードを押さえる。彼女のルールを、破らせたくない。いまは、そうしてほしい時じゃない。自分がなにも言えなくなったから助けてほしいだなんてことを、対価もなしにこの子に口を開いてもらって助けてほしいといま思ったことを、許せなかった。だから、実現してほしくなかった。

「でも、必要なんだよッ！」

　だって、レンが奴隷少女ちゃんのことを好きなったあの日。

　レンの過去も、いまも、未来も知らなかった一人の少女が慰めて、救ってくれたのだ。

　それに報いたいって思ったのを、思っただけにしたくない。いつか、どうにかして返したいと思った恩を、いま、ここで返さなくってどうするのだって、心が叫ぶのだ。

　報いたいって、あの時の恩を返したいって思って、好きな子を助けたいって叫んで、なにが間違いなのだ。

「俺は、ダメなやつだからっ！」

　叫んで訴えたのは、どうしようもなく自分本位のものだった。

「人ってさぁっ！　誰だって他人から肯定される人生を歩んでいけるわけじゃ、ないんだっ。自分の行いが正しいって、信じられる人ばかりじゃないんだっ。あんたみたいに、勇気があって結果を認めてもらえる人ばかりじゃ、ないんだよ……！」

　英雄になりたかった。

　それが夢だった。チヤホヤされたかったし、特別になりたかった。女にモテたかったし、大金持ちになりたかった。唯一無二の大人に成長するに決まっていると信じていたし、もしかしたら頂点に立てるかもなんて夢想した。

　でも、結局。

「あんたはすごいよ！　みんなみんな感謝してる！　あんたのこと、認めてない人なんていないっ」

　レン一人では、勇者を肯定する言葉しか出せない。

　だって、レンは彼に憧れて冒険者になったから。

「本当に、あんたの物語はきらきらしてて、俺みたいな田舎いなか者ものなんか、たまらなくなる伝説で、ひどい時代の夢みたいな英雄で……」

　人々に願われた彼に、人々の願いに応えた彼に比べて、自分はどうなのだろう。

　自分で自分を認めることもできず、他人に頼って生きてるばかり。誰かのおこぼれを頂戴するようにして社会の片隅に存在して、それすらもうまくできなくて傷ついて。

「あんたに比べれば、俺なんて、ほんとうにちっぽけな存在だよ……」

　ぼろぼろになって必死に並の人間になりたがって、うまくいっていると思ったら勘違いで、自分よりうまく生きてる人たちがみんなうらやましくって仕方がない。そうして嫉妬混じりで他人を見ているうちに、他の人たちが自分よりずっと努力を積んでいることに気が付いて、とてつもない恥ずかしさに襲われる。

　自分はできるんですよって面をして、ひどい傷を受けてもなんでもないって取り繕っていい顔していないと、周りの人からいつ見切られるか怖くてたまらないのだ。

　奴隷少女ちゃんの、前以外では。

　それは、レンだけじゃない。

「だからさぁっ」

　常連のシスターさんから、錬金術師アルケミストの青年から、他にもいるこの町で悩みを抱えた人から、なにより──弱い、自分から。

「奴隷少女ちゃんを、とりあげないでくれよ……」

　自分たちは、一人では、うまく生きていけないのだ。

　ただ息を吸って、吐いて、顔を上げて、口元を引き締めて、前を向いて生きていく。

　誰にだってできると普通の人たちが思っている当たり前のことですら、信じられないほどへたくそでうまくできない奴やつが、この世界にいるのだ。

　そんな雑魚が、自分なのだ。

「俺たちは、弱っちいんだ……」

　涙腺が緩んで、涙が出た。

　みっともない自分が情けなかったのか。それとも勇者に意見を申し立てる大それた所行の恐怖のせいか。

　嗚咽おえつが漏れて、台詞せりふが途切れてしまった。

「……」

「……」

　奴隷少女ちゃんと勇者は、無言でレンを見守る。

　レンという凡人の言葉なんて、勇者のこの人にとっては意味がわからないほど弱いのかもしれない。人々から望まれたこの人には、信じられないほどに薄いのかもしれない。一国を救ったこの人からすると、驚くほど愚かなのかもしれない。

　彼が、助ける価値なんてないほどに。

　レンはすすり泣きながら、必死になって言葉を出す。

「……弱いけど、ダメだけど、それでも、さぁ」

　どうしようもないくらい、どうしようもないなって自分自身で思ってしまう自分だけど。

「あんたの助けがなくても、この子が困った時には、俺が助けになるから」

　いまみたいに、なりふり構わず全力で、なんとかするから。

「俺、勇者にだって立ち向かえるから……」

　なにもかもを撃退する強さなんてなくって、相手の優しさの隙をつくことしかできない卑ひ怯きようなやつだけど、彼に立ち向かったという事実だけはいま証明できたから。

「だから、お願いだよ……」

　これから、もっと強くなるから。

　レンはぼろくそな泣き顔のまま膝をつき、両手を地面に下ろす。

「……勇者、ウィトン・バロウ様」

　この国の誰もが知っている救国の勇者の名を呼んで、額を地面にこすりつける。

「この子を、ここにいさせてあげて、ください」

　弱いいまじゃ、頼むことしかできなかった。

　沈黙が、落ちた。

[image: ]

　威勢のよい罵倒を飛ばしていた少年は、奴隷少女の後押しが抜けただけで声をしぼませていって、最後には信じられないほどみっともない懇願をさらしていた。

　膝をついて頭を下げるレンに、勇者はそっと目を閉じ、一息。

「そうか……」

　穏やかで優しい響きだった。

　勇者は、奴隷少女ちゃんに目を向ける。

「この想おもいが、君がここで手に入れたものなんだね」

「……」

　奴隷少女ちゃんは無言のまま、勇者の言葉にぷいっとそっぽを向く。

　苦笑した勇者は、レンに視線を戻して片膝をつく。

「すまなかった。僕みたいな邪魔者は、もう消えるよ。そうだね。僕は、いつだって余計なことしかしてないのかもしれない」

　その声にはあまりにも自責の念がこもっていて、レンが想像していた勇者の姿とはかけ離れていた。

　だからつい、レンは問いかけてしまった。

「あなたは……どうして勇者になったんですか？」

「抜いてしまったからだ。あの聖剣を」

　救国の勇者、ウィトン・バロウ。

　人々の願いが生んだ一本の聖剣を抜いた時に、彼は否いや応おうなく勇者になったのだ。

　そしていま、彼の手元に聖剣はない。

　奴隷少女ちゃんとレンの顔を見比べた彼は、寂しげに笑う。

「僕は、それだけの男だった」

　国を救った人だとは信じられないほど、寂せき寥りよう感がこもった声だった。

　立ち上がった勇者が奴隷少女ちゃんの頭を撫なでようとして、さっとかわされた。

　プラカードがくるりと裏返る。

「触らないでほしいの[image: ][image: ][image: ]　キモいの[image: ][image: ][image: ]　ぺっ[image: ][image: ][image: ]　誘拐未遂にパワハラの次はセクハラとか救いようがないの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　論破されたんだからとっとと消え失うせるの[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　この負け犬勇者[image: ][image: ][image: ][image: ]」

「あはは、ごめん。いたいいたい──ちょ、ほんとに痛いっ。帰るから。うん、だからもう帰るって！」

　げしげしと脛すねを蹴る奴隷少女ちゃんにたまりかねたのか。勇者が退散する。

　すねキックで勇者を撃退してその姿が消えたのを確認した彼女は、ふんと鼻を鳴らす。

　そして、そっとプラカードを置いた。

　まだ地面に両膝をついているレンの正面に、ひょいとしゃがむ。

　彼女は、割と小柄だ。膝を抱えた姿勢の彼女は、ごく自然にレンを見あげる姿勢になった。

　一人の少女が、レンの泣き顔にくすりと笑ってショートカットの銀髪を揺らす。

「……ふふっ。また泣いてる」

　プラカードを置いた少女が、ほんの少しからかいの色を込めて、静かなハスキーボイスを紡ぐ。レンの頬ほおに白い繊手を伸ばし、温かい掌てのひらでそっと涙をぬぐう。

「……ありがとう。それで、おめでとう。勇者に、勝てたね」

　レンが感じる二度目の感触は、やっぱり柔らかく、温かかった。

　一人の少女が一人の少年に笑いかけて、ちょっとふざけた口調でおどける。

「……とっても、かっこよかったのよ？」

「……あははっ」

　レンも、奴隷少女ちゃんに笑い返す。

　見逃してもらっただけで、とても勝てただなんて言えないけど。

「こちらこそ、どういたしまして」

　ありがとうって。お世辞でも、かっこよかったって。

　この少女に言ってもらえる男であることが、どうしようもなく誇らしかった。





・エピローグ　少女たちは旗を立てる




　ふう、吐いた息が白いことに、彼女は改めて気が付いた。

　紅葉もみじの秋は終わり、少し前から吐くだけで息が白くなる寒さが続いていた。きぃんと冷たく張った空気は肌に刺さり、耳たぶが冷える冷気の風は、吹くだけでぶるりと全身に震えがくる。

　貫頭衣の一枚では、あまりに寒い季節の訪れだ。革の首輪についた金属製の鎖が、素肌には痛いほどに冷える季節もほど近い。

　だが彼女は、冬の空気が嫌いではない。

　逃げ出して、雪を蹴飛ばしながら白い息を吐いて笑い合ったあの日のことが、春よりも、夏よりも、秋よりも、身近に感じられるから。

　雨が降れば、雪にもなるだろうか。

　空に刷は毛け塗りされた薄い雲に、ほんの少しの期待を込める。

「姉さまぁ！」

　騒動が一段落ついた公園広場で明日の天気に思いをはせる彼女のもとへ、一目散に駆けつけてきた少女がいた。

　イチキ。

　黒髪黒目で、異国の装束を纏まとっている。血縁でこそないが、奴隷少女にとっては愛すべきかわいい妹である。

　駆け込んできたイチキは、よっぽど慌てているのか、作法を気にする彼女らしくもなく息を切らせている。

「遅れて、申し訳ございません……！　頭のおかしい狂信者に閉じ込められて──あ。それよりも、ご無事でございますか!?　あの変質勇者は!?　どこに隠れひそんでおりますか!?　すぐさまわたくしが成敗いたします！」

「……大丈夫。あれは帰ったよ」

　動転してまだ事態が掴つかめずにいる妹を、彼女はぎゅーっと抱きしめ落ち着ける。幼い頃に身を寄せ合って暖をとったように、自分はここにいるよと冬の大気にはない人肌で伝える。

「……助けてくれた人が、いたから」

「そ、そうでございますか」

　姉の無事を知って、抱きしめられたイチキはほっと安あん堵どの息を吐つく。

　それから奴隷少女の腕の中で、しょんぼりうなだれた。

「申し訳ございません、姉さま。この度はお役に立てず、大口をたたいた身が恥ずかしゅうございます。不肖の妹で、姉さまも呆あきれてしまわれましたよね……」

「……いいの。イチキは、いつも頑張ってる。私を大切にしてくれてる。わかってるから。大好きだよ、イチキ」

「ね、姉さま……」

　当たり前のことを伝えただけなのにイチキは、うるうると涙ぐむ。

「もったいないお言葉で、うぅ、わたくしも姉さまのこと大好きでございますぅ……！」

「……ふふっ、よかった」

　かわいげにあふれている妹の頭を、彼女はよしよしと撫なでる。

「それにしても、姉さまを助けてくださったのはどのような方でございますか。勇者に対抗できるとなると、よほどの益ます荒ら男おであると推察いたしますが。ボルケーノさん……ではございませんよね」

「……ん、そうだね」

　この都市に、自分たちに友好的かつ勇者に対抗できるような人間が他にいたか。該当者を記憶から探る妹の問いに、彼女は言葉を選ぶために考え込む。

　もちろん、益荒男なんてことはない。あんまり詳しくは知らないが、あの人はたぶん、とても普通の人なのだ。

　今日の前まで何度か自分のもとに足を運んでは、失敗だったり不満だったりを叫んでいる。だからおっちょこちょいなところがあるのも知っているし、他人に影響されやすいところも知っているし、自虐的な性質がちょっと強めなのも知っている。

　自分は弱いんだということを知っていて、それでも彼は彼女の前に出た。

　それらをまとめてイチキに伝えるとするのなら、あれは、そう。

「……ちょっとだけどね、似てたかも」

「はい？」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんでいる姉の言葉足らずに、イチキは小首を傾かしげる。

　そんな妹に、彼女は一言、付け加える。

「……ちょっとだけ、バカ兄に、似てた」

　とても機嫌がよさそうな姉の表情を見て、イチキは目をぱちくりと。

「兄さまに──似ている、人？」

　興味をそそられた顔で、姉の言葉を復唱した。










　勇者との一件があったその次の日。

　休養を言いつけられたレンは、家で身じろぎもせず寝転がっていた。

　英気を養えと言われたが、昨日の千リンはやはり痛かった。

　もともと千五百二リンあったぶんから千リン引いて、残り五百二リン。家賃などは先に払っているから心配ないとして、残り六日間を五百二リンで過ごさなければならない。

　ぎりっぎりである。死ぬことはないが、満腹になることもない。常に空腹がつきまとうことが約束された残高だ。

　果てしなく追い詰められている。これ以上なにか起こったら、その時点で危うい。

　だが、とベッドに転がるレンはニヒルに笑う。

「奴隷少女ちゃんの助けになれたんだ。あの時の千リンに、後悔なんてあるわけない……!!」

　ひとりでなにを言ってるのか。それとこれとは話が別だとお腹なかが盛大な音を立てて反論していたが、聞かなかったふりをする。

　レンは改めて目を閉じる。

　いま、やるべきことは一つである。

　休養中はできるだけ、エネルギーの消費を抑えるのだ。

　具体的にいうと、ひたすら寝る。そして冒険の前日だけ、まともなご飯を食べる。また倒れては敵かなわない。それだけはきっちりする。最悪、その日にお金を使い果たしてもいい。

　そしてその後は、全力で弓使いの先輩にタカるのだ。

　冒険後はいつも酒場へと向かう弓使いの先輩に子分のようにひっついていくのだ。大丈夫。あの人ならば全力でおだてれば三日連続おごってくれる程度のことはしてくれる。金がないんですと必死こいて頼めば、笑いながら飯くらいおごってくれる。自分の後輩スキルならやれるんだと、レンは未来の自分を信じる。

　レンが自分のスキルを十全に発揮しての生き残る活路を見いだしていたら、部屋の扉がけたたましい音を立てて揺れた。

「ド新人ッ。ここがあんたの家だってことはわかってるわよっ。早く開けなさい！」

　ミュリナの声だった。

　居留守はゆるさないという意思がひしひし伝わる罵声だ。ドアを揺らして破壊しかねない音は、どうやら来訪を知らせるノックらしい。扉の耐久力の限界を試さんばかりの勢いで何度も叩たたかれる。

　なぜか知らないが異様に怒っている。職場の怖い先輩の突然の訪問に、レンは慌てて起き上がった。

「ど、どうしたんですか、先輩」

「どうしたもこうしたもないわよ……!!」

　扉を開けて応対に出ると、ミュリナは完全に怒り心頭の状態だった。

　金髪はいつものようにツーサイドアップにしてあるが、育ちのよさそうな顔は、いつも以上に目つきをきつくしていて荒々しくなっている。

　自分がなにか怒らせることをしてしまったのか、それでカチコミにでも来たのか。見るからに手の付けようがないミュリナの様子にレンはおののいた。

　ミュリナがきっ、とレンを睨にらみつける。

「ド新人」

「は、はい！」

　なにを言われるのか。ぴんっと背筋を伸ばしたレンに、ミュリナは告げる。

「あたしを、ここに泊めて」

「……………………はい？」

　ちょっと意味がよくわからない要求に、レンは間の抜けた声を上げた。
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　わぁい、あとがき！　私、あとがき大好き！




　嘘うそです。あとがきにページ割く位なら本編の分量を増やしたい派閥、佐さ藤とう真ま登とと申します。今回はあとがきの余裕がないので謝辞ですべて埋めます。やったぁ！




　編集のＭ様、Ｓ様。まことにありがとうございました。お二人のご尽力によってネタと趣味の延長だったこの作品が商業の場に出ることができました。




　凪なぎ白しろみと様。ｗｅｂ版で某あざと幼女が狐耳生やしているのは、凪白さんがイラストレーターだと決まったら「これはケモミミ出さねば！」という使命感に駆られたからです。凪白さんの黒髪ケモミミ幼女が見たいのでシリーズが続くといいんですが。




　２巻が出せるようなら、ファンレターで読者のみなさまのお悩み事やよかったこと、嬉うれしかったことや悲しかったことを募集して、奴隷少女ちゃんに全肯定してもらうコーナーとか作ってみたいですね。なのでお気軽にファンレターくださいお願いします。

　では、売り上げがよくて次が出たら、またお会いしましょう。





電子書籍特典　書き下ろし短編





「あ、猫じゃない」

　シスターさんは、ひょいとしゃがんだ。教会仕事の休憩に、ちょうど屋台でフィッシュサンドを買ったところだった。衣をとって魚の身を指先に乗せると、さっそく舐めとるように食いついた。ざらりとした舌の感触に、常連シスターさんの頬も緩む。

「あはは、いいこでちゅ──」

「なにをしている、ファーン」

「──うわぁ！？」

　びくぅっと肩を驚かせて後ろを振り返ると、職場の先輩がいた。赤ちゃん言葉で猫に構っているところをみられたのは、さすがに恥ずかしい。聞かれたか、聞かれていないか。聞かれてないといいな、と相手の表情をうかがうが、感情はまるで読めなかった。

　猫は新たに現れた人物を見て、総毛を逆立てている。尻尾を膨らませて完全に威嚇体勢をとっていた。無表情の先輩は、なんの感慨も見せない瞳で猫を見返す。

「畜生の分際が、牙を剥くか。知れ、畜生よ。生きとし生けるものはすべて原罪を抱えている。汝は罪の自覚もない罪深さを知る機会を──」

「先輩。猫に教えを説くのはやめてください。絶対に理解できないので」

　猫相手に無表情のまま滔々と語りはじめた先輩にストップをかける。その隙に猫は俊敏に逃げ去っていた。危機察知と逃げ足がしっかりしている。あれなら野生でも十分生きていけそうだなんと感心してしまった。

　そろそろ休憩の時間も終わりである。早くたべてしまおうとフィッシュサンドを口に詰め込む。

「そういえば先輩、どうしてここに？」

「今日の祈りの時間は終わった」

　いつもは二十四時間祈っていて緊急時以外は動かない人なのだが、なにやら今日は自発的に行動する日らしい。

「はあ、そうですか。なら今日は一緒に治療院のシフトに入ります？」

「わるくない」

　つまり了承ということだと脳内翻訳。無表情の先輩を連れて、常連シスターさんは仕事場に戻るのだった。
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